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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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準備編　──食べる者たち──







　フラグメント関連のごたごたが一通り片付き、その慰安旅行に温泉旅館で一泊し、休学していた学院に復帰し、ようやく平穏な日常が戻ってきた。

　とはいえ、完全に元通りというわけでもない。

　三ヶ月──ソリスは誰だれもが幸せになる方法を見つけることに集中するため、およそ三ヶ月も学院を休学していた。

　マシロを蘇よみがえらせるための研究はここカドゥケウス市ではなく、強化系死霊術の権威マーヤ・フラメルをはじめ多くの高名な死霊術師が住むノーフェリア市が拠点になり、ソリスもそこで働いた。

　その間、当然ながら精霊魔法についての勉強は一切していない。

　授業はソリスのいない間にも容赦なく進み、他ほかの生徒たちも三ヶ月の間に着実にレベルアップしていた。

　復学して一週間、連日睡眠時間を削って猛勉強し、ようやく遅れを取り戻したソリスは深々とため息をついた。

　王立トリスメギストス魔道学院精霊魔法科随一の天才。

　果たしていつまでその地位をキープできるだろうかと考えると憂ゆう鬱うつな気持ちになる。

　というか、次席のキャロルには既に追い抜かれている筈はずだ。

　キャロルもソリスたちに協力はしていたが、死霊術の知識が皆無の彼女に手伝えることは少なく、カドゥケウス市に残って普通に学院にも通っていたのだ。

　元々精霊魔法の才能はキャロルの方が上だから、三ヶ月という期間はキャロルがソリスを追い抜くのに十分すぎた。

　もちろんキャロル以外にも優秀な生徒は大勢いて、彼らの成長も侮れない。

（……それでも諦あきらめる気はないけどな）

　精霊魔法の世界で名を上げ宮廷魔導師になり、やがては《十二人の偉大な魔法使い》にまで上り詰めたいという野望は変わらずソリスの胸にある。

　死霊術への苦手意識が多少薄れた今となっても、死霊術の世界に戻る気はなかった。

　学年末の試験までには必ずキャロルを抜き返す。

　自分を高めてくれるライバルとして、キャロルは申し分ない。

　そんなことを考えながら、ソリスは自分の隣を歩くキャロルを見た。

「ど、どうなさいましたのソリス様。突然そんな真剣な顔で……」

　赤面するキャロル。

「いや、なんでもない」

　ソリスはとりあえず誤魔化した。

　二人は現在、生徒会室へ行くために中央棟の階段を並んで上っているところだった。

　ソリスは副会長で、キャロルは会計。

　会長のシェンファ、書記のアイザックを合わせてわずか四人の執行部。

　手術のためシェンファは一ヶ月学院を留守にし、アイザックもシェンファに付きっきりだったため、一時期生徒会はキャロル一人しかいなかった。

　しかしキャロルは各委員をまとめ上げ、さらに臨時で生徒会をサポートする生徒を集め、見事にシェンファたちのいない学院を仕切ってみせた。

　会計としての事務能力はアレだが、さすが貴族というべきか人の上に立つ才覚があったらしい。

　シェンファの跡を継いで会長になるのは多分キャロルだろうなとソリスは思う。

（……会長、これからどうするんだろう？）

　ハロルド・ファウストによって赤ん坊の時に体内に埋め込まれ、シェンファの身体からだを蝕むしばんでいたフラグメント《虹にじ》は、外科手術によって摘出された。

　それによりシェンファは生き延びることができたのだが、代わりに魔力を失った。

　トリス魔道学院はその名の通り魔道士を養成するための学校だから、魔法が使えなくなった人間が在籍し続けることは不可能なのだ。

　多分、いずれ他ほかの学校に転入ということになるだろう。

　魔法系の学校以外にもこの学園都市には様々な分野の学校があるし、シェンファならきっと学問でも存分に活躍できると思う。

　だが。




「私はこの街を去る」




　生徒会室に到着し、休学中に溜たまってしまった仕事を黙々とこなしている最中、ソリスはそれとなくシェンファに今後どうするのか尋ねてみた。

　するとシェンファはあっさりとそう言った。

「この……街を？」

　ソリスは驚いて聞き返す。

「学院を、の間違いじゃないんですか？」

「街だ。色んな準備が終わり次第、私はこのカドゥケウス市を出て王都のじじいのところに戻る。この街にいるのはまあ……長くてもあと二ヶ月といったところか」

「な、なんでそんな急に!?」

　動揺するソリスにシェンファは淡々と、

「急にではない。二ヶ月前に手術を終えて魔力を失ってからずっと考えていたことだ」

「……王都に戻ってどうするんですか？」

「政治を学ぶ。せっかくだから権力の頂点にでも立ってやろうかなと思って」

　自信に満ちた笑みを浮かべてシェンファは言った。

「せっかくだからって……。ていうか、政治だったらカールディス帝王学校に編入すればいいんじゃ……」

　市内のカールディス帝王学校は国内でトップクラスの社会科学系の学校で、多数の有名な政治家を輩出している。

「それも悪くはないのだがな。うちのじじいの傍で学ぶ方がより手っ取り早いだろう。既に私を秘書とする約束は取り付けてあるし」

「……それはそうかもしれませんけど……」

　シェンファの言う『じじい』とは彼女の養父アンデルス・クロウリーのことで、ヘルメス王国の宰相＝政治家の頂点に立つ存在だ。トリス学院精霊魔法科の大先輩で、ソリスが人生の目標としている人物の一人でもある。そんな大人物の仕事を手伝えるなら、きっとどんな学校に通うよりも有意義な勉強となるだろう。

「くくく、残念そうだなソリス。そんなに私がいなくなるのが寂しいか？」

「寂しいですよ」

　からかうように言うシェンファにソリスが真顔で答えると、

「ば、そ、そんなこと素直に言うんじゃない！」

　シェンファは赤面し、気まずそうに咳せき払ばらい。

「と、とにかく！　もう決まったことだ。せいぜい私を盛大に送り出すがいい」

「……わかりましたよ」

　暫しばし沈思の末、ソリスは渋々ながら頷うなずいた。

　かつては死の運命を唯い々い諾だく々だくと受け入れようとしていた彼女が、より良い未来を摑つかむために自ら決断したのだ。ならば全力でそれを応援してあげるのが自分の役目だ。

「よし、どうせなら学院総出で派手なお別れパーティーでも開きましょう。なんとかカリキュラムにねじ込んでみます」

　ソリスの提案にシェンファは花が咲いたように笑う。

「嬉うれしいことを言ってくれるではないか。それならちょっとやってもらいたいことがあるのだが協力してくれるか？」

「勿もち論ろんです。何でも言ってください」

「そうか！　何でもいいんだな！」

　シェンファの瞳ひとみに一瞬邪悪なものが宿ったことにソリスは気付かなかった。

　シェンファはいきなり席を立ち、近くの棚から分厚い書類の束を取り出して、どさりとソリスの前に置いた。

「……？　これは？」

　怪け訝げんな顔をするソリスに、シェンファは胸を張って言う。

「偉大なる生徒会長シェンファ様の新たな門出をカドゥケウス市総出で祝う記念イベント──名付けて『紅こう蒼そう祭さい』の詳細だ！　既に関係各所に手は回してある。スタッフも二千人ほど募集済み！」





　　　†






　紅蒼祭の概要はこんな感じだった。

　開催日時は今からちょうど一ヶ月後の二連休。

　舞台となるのはカドゥケウス市全域で、参加資格はトリス学院の生徒のみならずカドゥケウス市民および市内の学校に通う学生ならば誰だれでも。

　クイズ大会やミスコンや武闘大会など様々なイベントの他ほか、出で店みせの収益や大会スタッフとしての貢献度など様々な条件でポイントを手に入れることができ、ポイントは様々な豪華賞品と交換可能。

　主催者側で用意したイベント以外でも有志による企画は随時募集中で、獲得できるポイントは企画内容や参加人数に応じて決定される。

　賞品には米や魔道具や楽器や旅行券や商品券といったオーソドックスなものの他に、「土地」とか「家」とか無茶なものまである。

　学校行事という次元ではない、とんでもなく大がかりなイベントだった。

「紅蒼」というのはシェンファの左右の瞳ひとみの色からきているのだろう。

　どうやらソリスが学院を離れている間にこっそりと準備していたらしい。

　市内にある全すべての学校と幾つもの商店だけでなく、マスコミや世界レベルの大企業にまで協力を取り付けているあたり、未来の大政治家の片へん鱗りんを窺うかがわせる。

　さすがシェンファ、せいぜい学院のみんなでパーティーを開くくらいしか思いつかなかった自分とはスケールが違う、かくなる上は全力で協力しよう──とソリスは思いたいところだったが、

「……あの。会長。この。優勝賞品の。ところ。ですけど」

　ぴくぴくと頰ほおを引きつらせて言う。

『最も多くのポイントを獲得した者には、優勝賞品として市内一等地にある高級ペンション（温泉付き）に加え、副賞としてソリス・アレクサンドロを与える』

「見ての通りの意味だが？」

　平然とシェンファ。

「ふ、ふざけんな！　こんなの承知できるわけないでしょうが！」

「……何でも協力すると言ったのに？」

「う……」

　冷たい目で見つめられソリスは言葉に詰まる。

「……で、でもこんなのはさすがに……」

「なあに、貴様が優勝すればいいだけの話ではないか」

「そりゃそうですけど、でももしも優勝できなかったら……」

「ふーん……自信ないんだー」

　挑発するようにシェンファ。

「そ、そんなことはないですけど！　万一の可能性というものがですね、」

「ふん、まあ私も鬼ではない。そこまで嫌なら取りやめてもいいが」

「本当ですか!?」

「貴様が私のパンツを頭から被かぶって私の足を舐なめながら『ぼくは自分で言ったことすら守れない最低のうんこ野郎です』と言って謝り、今後は語尾に『うんこ』と付けるなら」

「できるかそんなもん！」

「なら優勝するように頑張ることだ。豪華賞品も手に入ることだしな」

「……わかりましたよ。やってやろうじゃないか。絶対に優勝してみせますよ！」












　こうして、ソリスの日常は再び波乱へと変へん貌ぼうしたのだった。
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　ソリスがアパートの自室に戻ると全裸の少女がいた。

　外見年齢は十五歳ほど。

　透き通るような白い肌と美しい黒髪が印象的な、掛け値なしの美少女。

　マシロ・アナスタシア。

　ソリスの幼おさな馴な染じみにして恋人……ということでいいのだろう、多分。

　五年ほど前に病気で死亡したのだが、なんかいろいろあって黄よ泉み返がえった。

「あ、おかえりなさいソリスくん」

　頭に黒いリボンを付けている以外は完全に真っ裸のまま笑顔で出迎えるマシロに、ソリスは顔を赤くして背中を向け叫ぶ。

「服を着てくれ服を！」

「あ」

　言われて初めて自分が全裸であることに気付いたらしく、マシロは頰ほおを赤らめていそいそとベッドの上に脱ぎ散らかしてあった自分の服を着る。

「ソリスくんのえっち」

「はいはいえっちえっち。いいから早く服着ろ」

　投げやりな感じで言うソリス。

　マシロが人間の姿になって数日、毎日のようにこんなやりとりをしているので、さすがにうんざりしてくる。

　ソリスが部屋にいないとき、マシロは全裸になる癖があった。

　マシロ曰いわく「なんとなく何か着てるのって違和感があるんですよねー」ということらしい。文明人にあるまじき発言だった。

　骨のみの状態で数ヶ月暮らしていたから、すっかり服を着ない状態に慣れてしまったらしい。

　ソリスがいるときでも夜中に寝ぼけて服を脱ぐことがあるらしく、朝起きたら全裸だったこともある。

「マシロ。なんかもう、なんで自分がこんな台詞せりふを言わないといけないのか不思議になるくらい当たり前のことなんだけど、人間は、服を着る生き物なんだ。服を着なければ人は地を這はう獣と同じなんだ」

「わたしだってちゃんとソリスくんがいるときは服を着ますよー」

　不満そうにマシロが言う。

「……はい、着替え終わりましたよ」

　ソリスは振り返る。

　丈の短い白いワンピースが清せい楚そな印象の彼女にはよく似合っているのだが、

「……パンツも穿はけ」

　ベッドの上にちょこんと置かれたパンツをジト目で見ながらソリスは言う。

「うー」

　不満げにマシロは唸うなり、渋々といった様子でパンツを穿く。

「肌にぴっちりして気持ち悪いし、パンツなんてなければいいのに……」

「いい加減、文明的な生活に慣れてもらわないと困る。今後はもう、パンツだの全裸だの、そういう単語とは縁のない健全な生活をするんだ」

　骸がい骨こつ姿のマシロがソリスのもとにやってきてから数ヶ月、やたらとそういうピンク色のイベントが多かったのだが、これからはまともな生活に戻りたい。

　そのための第一歩として、まずは自分の恋人にして同居人たるマシロに常識的な人間になってもらうのだ。

「……えっちのときもですか？」

　頰ほおを赤らめてマシロが言う。

　ソリスも赤面。

「…………そ、その話は、また、今度……」

　マシロが肉体を手に入れたことで、念願のエロいことも可能になった。

　にもかかわらず、ソリスとマシロはまだ結ばれてはいなかった。

「ソリスくんはヘタレですねー。たまにはケモノになっちゃえばいいのに……」

「ち、違うぞ！　俺おれはただ、やっぱりそういうのは、ちゃんと段階を踏んで、何度もデートとかもして、それからろまんちっくな雰囲気の中で……」

　言いながら真っ赤になるソリス。

　聞いていたマシロもますます顔を赤くし、柔らかく微笑ほほえんだ。

「それもそうですね。時間はいくらでもあるんですからっ」

「ああ……！」

　マシロの言う通りだ。

　死んだり殺されたりといった物語はもう終わった。

　これから何十年と続いていくのは甘くて楽しいラブコメの日々なのだと、ソリスは信じている。
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　それから。

　紅こう蒼そう祭さいの準備のため、ソリスはマシロとデートする暇もなく多忙な日々を過ごしていた。

　ソリスが復学する前にシェンファが集めた二千人ものスタッフによって祭りの準備は七割方済んでいたとはいえ、まだまだやるべき作業は山ほどあった。

　事務仕事には慣れているとはいえ、トリス学院だけでなく他ほかの学校や一般市民も巻き込んだ大イベントのため、色々と勝手の違うことも多かった。

　ソリスもキャロルもアイザックも、他の学校と連携するため、毎日のように街中を走り回っている。

　死ぬほど忙しい。

　けれど、マシロが来る前は学院での魔法修行一筋だったソリスにとって、色んな学校に足を運んだり色んな人と触れ合うことは、なかなか新鮮で楽しくもあった。

　珍しい機械を見せてもらったり、まったく聞いたこともないような分野の実験を見学させてもらったりもした。

　生徒会役員として自分はそれなりに優秀な方だと思っていたけど、事務処理や大勢を指揮する能力など、ソリスをはるかに上回る有能な人材が何人もいることを知った。

　世の中って広いなあと思う。

《賢者の石》だの魔王だのといった壮大な物語に足を突っ込んだ経験があるとはいえ、自分はまだまだ未熟な子供なのだと思い知らされる。

　重労働だがやり甲が斐いもあって凄すごく勉強になる。

　もしかしたらシェンファは、ソリスをはじめ生徒会メンバーやスタッフとして働く学院の生徒たちを成長させるためこの祭りを企画したのかもしれない。

　良くも悪くも学院を一人で牛耳っていたシェンファがいなくなったあと、他の生徒たちだけでやっていけるための訓練として。

　そのことをシェンファに直接尋ねてみると、「ば、ばか、そんなことあるわけないだろう！　私は偉大なる私を送り出すために相応ふさわしいイベントを企画しただけだ！」と顔を赤くして否定された。

　……ともあれ、紅蒼祭の準備は着々と進んでいった。

　そんな祭り当日まで二週間を切った日のこと。

　いつものように日が暮れた頃ころにアパートへと戻ったソリスを、派手な格好をした恰かつ幅ぷくのいいおばちゃんが仁王立ちで待ち構えていた。

「ようやっと帰ってきたねえルーム№二〇四」

「あ、はい、こんばんは、大家さん」

　マダム・エリザベス──このアパートの大家。

「……ルーム№二〇四、ちと話があんねん」




　妙に怖い顔をした大家さんに連れられ、管理人室に入る。

「あの……話って」

「……あんた、女の子と同どう棲せいしとるやろ」

「……！」

　ソリスの顔が引きつった。

　すっかり忘れていたがこのアパートは男子専用で、しかも基本的に一人部屋だけだ。

　マシロと一緒に住むことは、ルールを二重に破っていることになる。

「あ、あれはその、あのですね……」

　ペットも原則禁止だが、マシロが骸がい骨こつ姿だったときは「学校で必要な使い魔です」と言い張ってどうにか見逃してもらっていた。

　しかし今のマシロはどう見ても人間の女の子だから、その言い訳は通じないだろう。

　言いい淀よどむソリスに大家さんは、

「……まあねえ、若いんやから一晩女の子を連れ込むくらいなら見逃してやっとったけども、あの子、どう見てもあんたの部屋に住んどるやろ？　しかもたまに夜中に寝ぼけて裸のままうろついとるそうやないの」

「それはその……いろいろと事情がありまして……」

「黙らっしゃい！」

　ギロリと睨にらまれソリスは身をすくめた。

「とにかく、早いとこあの子には出て行ってもらうで」

「……わ、わかりました……」

　渋々ながらソリスは頷うなずくしかなかった。

　規則を破っているのは自分だし、それでなくても男子ばかりのアパートに脱ぎ癖のある美少女が住んでいるというのはどう考えても好ましくない状況だ。

　管理人室を退出し、ソリスは深々とため息をついた。





　　　†






「というわけでこの部屋を出ることになった」

　部屋に戻ったソリスは、神妙な顔でマシロ（やっぱりソリスが帰ったときには全裸だった）に報告した。

「長年住んだこの部屋を出て行くとなると、やっぱり寂しいもんだな……」

　嘆息するソリスに、マシロは怪け訝げんな顔をする。

「出て行くのはわたしだけじゃないんですか？」

　ソリスはキザっぽい笑みを浮かべて言う。

「俺おれがマシロを放すわけないだろう？　マシロを追い出すくらいなら俺も出て行くさ」

「ソリスくん……」

　マシロは感動に瞳ひとみを潤ませた。

　が、すぐにジト目になり、

「でもホントはそんなラブい理由じゃないですよね？　ぶっちゃけお金ですよね？」

「……御明察」

　マシロが人間に戻ったため、彼女の食事や服などが必要になった。

　マシロの肉体は普通の人間よりエネルギー効率が悪いため、ご飯はソリスの倍近く食べる必要があるし、女の子なので服代だって嵩かさむ（マシロは「ソリスくんがいない間に洗濯して乾かせばワンピース一枚あるだけで大丈夫ですよ」などとのたまったのだが、そんなことは絶対に認められなかった。服も着せずに全裸で部屋に放置って、傍からはどう見てもソリスがマシロを監禁しているようにしか見えないし）。

　さらにいえば、こないだの温泉旅行でアイザックたちと麻雀まーじやんをやって大敗し、アイザックに多額の借金まで負ってしまった。

　つまるところただでさえ厳しかったソリスの財政事情はもはやマイナスにまで落ち込んでおり、とてもじゃないがマシロのために別のアパートを借りる余裕などないのだ。

　マシロが働ければいいのだが、頼みの綱である喫茶店『ストロベリーフィールド』はマシロが街を離れている間に新しいバイトを雇ってしまい新規募集はしてないし、他ほかのまともな店ではマシロの身分を証明することができないので雇ってもらえない。

　マシロは法律上（だけでなく事実の上でも）死亡したことになっている。

　紅こう蒼そう祭さい当日までにはマシロの新しい戸籍をシェンファが用意してくれるらしいが、それまではマシロは本来この世にいない筈はずの人間ということになる。

「どっかにここと同じくらい家賃が安くてできれば朝食付きでさらに欲を言えば夕食も用意してもらえて広い風ふ呂ろまであったりする二人部屋のアパートはないかなあ」

　そんなムシのいい話があるわけないと思いつつ、ソリスは願望を口にする。

「さすがにそんな所あるわけないですよ。これはますます優勝しないといけないですね」

　マシロが苦笑した。

「優勝……？」

「優勝したら家が手に入るんでしょう？」

「あ……！」

　そうだった。

　紅こう蒼そう祭さいの優勝賞品は市内一等地の高級ペンション（温泉付き）。

　自分が賞品になってしまったことですっかり忘れていたが、これを手に入れれば状況は一気に改善する。

　高級ペンションというのがどういうものなのか貧乏人のソリスにはいまいち想像がつかなかったが、温泉があるというのは素晴らしい。自分が住んでもいいし、売り払ってお金に換えるのもいい。

「絶対優勝してやる……」

　強い決意を込めてソリスは呟つぶやいた。
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　翌日。

　優勝すれば住居問題は解決するとはいえ紅蒼祭まではあと二週間ある。

　それまでの仮住まいを探すため、ソリスは準備作業を急ぎ一段落させてアパートに戻り、マシロを連れて街に出た。

　マシロの他ほかにはメイとヒカリも一緒だった。

　これから二週間の間滞在するための安宿を早急に見つけるためには、街に詳しくて不動産屋の知り合いもいるというメイの協力が不可欠だと思って頼んだのだ。

　ちなみにアパートは既に解約し、タンスなどの調度品は昨夜アパートの住人たちに預けた。あまりにも急なことなので隣人たちも大家さんも驚いていた。

　新居が決まったらまた改めてお別れを言いに行こうと思うが、今は名残を惜しんでいる暇もない。

「えへへ、先パイに頼りにしてもらえて嬉うれしいです。とっておきのすっごく安くて素敵なホテルにご案内しますね」

　隣を歩きながらメイは可愛かわいく笑った。

「……一応言っとくけど、幽霊が出そうな場所とかはＮＧだからな」

　メイとヒカリは、先日フラグメントを巡る戦いに巻き込まれた際に、アンデッドやホラー関係が死ぬほど苦手というソリスの秘密を知ってしまった。

　だからおすすめのホテルとやらがホラー系なわけがないと思いつつ、念のためソリスは釘くぎを刺したのだが──。

「……」

　メイの頰ほおを一筋の冷や汗が伝うのをソリスは見逃さなかった。

「っておい！　これまでお前の言う『素敵な場所』とやらが全部ホラー系だったのは仕方ないにしても、まさか今回もそうなのか!?　俺おれがホラー苦手だと知っててそれでもあえてぶつけてくるつもりだったのか!?」

「こ、今回は本当に素敵なところなんですよ！　死霊術科高等部のオリエンテーションでも毎年利用されてるホテルで、一泊たった一五〇〇サクルで朝食付き！　部屋はちょっと殺風景だけどとっても広くて、もちろん大きなお風ふ呂ろもあって、ホントにいいとこなんですよ。ね、ヒカリちゃん」

　メイに言われヒカリもこくこく頷うなずく。

「そ、その通りですせんぱい！　投薬ミスで数十人の犠牲者が出て廃業になった病院の建物を再利用──」

「はいアウト！　超アウト!!」

　速攻でツッコむソリス。

「さらにその病い、じゃなくてホテルの裏側には昔の共同墓地が──」

「ますます駄目だろそれは！　なんでよりによってそんなホテルを選ぶ!?　そんなに俺のことが嫌いなのか!?」




「「そんなことないです！」」

　二人同時にハモって否定され、ソリスは鼻白む。

「そ、そうか」

「そうです！　わたし先パイのこと好きです！」

「私もですせんぱい……！」

「わ、わかったからそんな大声出すなよ……」

　道行く人々の目が痛い。

「……だったらなんでそんな嫌がらせをするんだ」

　するとメイは大きな目でソリスを見つめ返してきた。

「そんなの、先パイに死霊術の道に戻ってきてほしいからに決まってます。マシロっちを生き返らせるためにマーヤおばあちゃんのとこで最先端の死霊術に触れて、先パイは何も感じなかったんですか？　本気でもう、死霊術に未練はないんですか？」

「……！」

　真剣な顔で問われ、ソリスは言葉に詰まる。

　ソリスの天分が精霊魔法ではなく死霊術にあることは自他共に認めるところであり、マーヤ・フラメルの研究チームで働いているときの自分が、最愛の人マシロを生き返らせるという目的があったにせよ、とても情熱的で生き生きとしていたことは自覚していた。

　ゾンビやスケルトン、怪談話などは今も苦手だけど、それだってフラグメントを巡る数々の戦いを乗り越えたことで前ほどの絶対的な恐怖はなくなり、今では「もしかしたら頑張れば完全に克服できるかもしれない」とさえ思っている。

　しかしそれでも──最初の動機は逃避だったとはいえ、実家を飛び出してトリス学院精霊魔法科に入学し、ひたすらに上を目指して切せつ磋さ琢たく磨ました日々を、決して後悔などしてはいない。この道を極めたいという夢は変わらずある。

「何も感じないわけないだろう……死霊術に未練だってあるさ」

　ぽつりと本音が漏れ、メイとヒカリが目を輝かせた。

　しかし、




「『未練』はあるけど──『迷い』はない。俺おれは精霊魔法の道を行く」




　ソリスははっきりと宣言した。

　……迷いはないと言いながら、その表情がどこか無理をしている感じになっていることに、ソリスは自分では気付かなかった。

　メイとヒカリは何か言いたそうだったが、どちらもそのまま不満げにこちらを見つめるばかりだった。

　気まずい沈黙を破ったのはマシロだった。

「まあソリスくんの将来のことはさておきですね……問題はホテルですよ。わたしはホラーとか結構好きなので元は廃病院でも全然問題ないですし、正直一泊一五〇〇サクルというのはものすごく魅力的だと思うのです」

「う……」

　それを言われると弱い。

　なにせ自分たちは今、ものすごく金がないのだ。

　マシロの援護を得てメイが再び仕掛けてきた。

「……先パイ、いくらわたしでもここまで格安のホテルは他ほかに知りませんよ？　大丈夫ですって、別に幽霊なんて出ませんから……」

「え、でもメイちゃん、前に私たちが泊まったときは……」

「しっ！　言っちゃ駄目ヒカリちゃん」

「出るのか!?　やっぱり出るんだな!?　くそう……」

　ソリスは悩む。正直、絶対に泊まりたくない。だが金がないのは事実だし、いっそマシロだけ泊まらせて自分は野宿という手も──ってよく考えたら夜中に一人外で過ごすなんて超怖いし……。

　と、そのとき。

「……おや、どうしたのですかお揃そろいで」

　声を掛けてきたのは黒髪をおかっぱにした小柄な少女。

「あ、お久しぶりですクオンちゃん」とマシロが笑顔を浮かべる。

　クオン・エターニア──その正体は《賢者の石》のコアであるフラグメント№１《久く遠おん》。

　手にカタナを携えているのは相変わらずだが、服装は黒い着物ではなく赤を基調とした可愛かわいい印象のセーラー服でスカートの丈はかなり短め。

　騎士や警察を目指す者たちが多く集つどうアキレウス練れん武ぶ館かんの女子用制服で、共学にもかかわらずあまりに女子の入学希望者が少ないため三年ほど前に導入された。ただし男子のウケはよかったが肝心の女性からの評価はイマイチで女子増加の効果はなかった模様。

　クオンはアキレウスの学長と親交のあったキャロルのつてで、一ヶ月ほど前に同校の剣術科に編入した。

　ソリスはつい最近知ったのだが、いつの間にやら正式にカリオストロ家の養女──つまりキャロルの妹になっていたらしく、クオンの主人である『魔王』トワ・エターニア共々、キャロルの家で生活している。

「……ふむ……よろしければソリス様とマシロ様もうちにお泊まりになりますか？」

　ソリスとマシロが宿を探している事情を説明すると、クオンがそんな提案をしてきた。

「うち……っていうと、キャロルの屋敷か？」

「はい。部屋ならいくらでも空いておりますし、二週間程度なら問題ありません」

「でもキャロルに無断でそんなこと決めていいのか？」

「キャロルはその程度のことで気分を害するような小さい人物ではありません。彼女は私に、家では実の妹として遠慮なくふるまうようにと言いました。ならば私は全力でそれにお応えする所存です」

　淡々と言うクオンの声音にはキャロルへの深い信頼が感じられた。

　クオンを妹にしたことといい、自分を慕うチンピラたちを執事として雇っていることといい、キャロルの面倒見のよさには感服するが、悪人につけこまれないか心配だ。

　ともあれこれは願ってもない提案だった。執事（？）軍団に命を狙ねらわれる危険があるのが唯一にして最大のネックだが、ホラー病院や野宿よりは数段マシだ。

「それじゃ、お言葉に甘えさせてもらうよ」
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　キャロルの屋敷に到着し、クオンがキャロルに事情を説明するとキャロルは顔をほころばせた。

「事情はわかりましたわクオン。ふふふ、またソリス様をお泊めすることができるなんてなんという僥ぎよう倖こう……！　グッジョブです、さすがわたくしの妹ですわね」

「よくわかりませんがお褒めに与り光栄ですキャロル」

「ところでクオン、家では『お姉ちゃん』でしょう？」

　キャロルが言うとクオンはちらちらとソリスたちの方を見て少し頰ほおを赤らめた。

「……あの、私は一応、あなたの軽く百倍は生きているのですが」

「お姉ちゃん、でしょう？」

「……ただいま、お姉ちゃん」

「よくできましたわ」

　クオンの頭を撫なでつつキャロルは笑顔のままソリスに向き直り、

「ソリス様、同級生が困っているのを助けるのは当然のことですから、どうぞ遠慮なさらず滞在してくださいませ。二週間といわず一ヶ月でも一年でも……！」

「……なーにが『同級生が困ってるのを助けるのは当然』なんだか……あーうざー、似非ツンデレうざー」

　ソリスの後ろからそんな呟つぶやきが聞こえ、キャロルの顔が引きつった。

　声の主はメイだった。隣にはヒカリもいる。

「……で、そこのゾンビ娘ＡＢは何の御用ですの？　わたくしこれからソリス様……とついでにマシロ様を歓迎するので忙しいのですけれど」

「わたしたちも今日からここにお泊まりするんです」

「はあっ!?　どうしてこのわたくしがゾンビ娘ズなど泊めねばならないのですか!?」

　メイの答えに声を荒げるキャロルだったが、メイは平然とした顔で、

「キャロル先パイに泊めてもらうんじゃないです。クオンちゃんに泊めてもらうんです」

「な……!?　ど、どういうことですのクオン」

　愕がく然ぜんとした顔でクオンを見るキャロル。

「……はい。メイ様に『お友達のクオンちゃんとパジャマパーティーしたいなあ二週間くらい♥　それに大勢の方がソリス先パイも気兼ねなく泊まれると思うし』と言われましたので、ご招待しました」

「……なんということを……」

　悔しげにうめくキャロル。

　ソリスもメイがいきなり自分たちも泊まると言い出したときは一応「いやそれはどうなんだ」と思ったりはしたのだが、彼女たちの交流に口を挟むのはどうかと思うしマシロも楽しそうだったので何も言わなかった。

　キャロルの様子にクオンは不安げに顔を曇らせる。

「……いけませんでしたか？　お姉ちゃん……」

「き、気にすることはありませんわクオン！　ゾンビ娘が二人増えたところでわたくしは、わたくしは……ぐぐぐ……！　ぞ、存分に友情を深めるとよろしいですわ……」

　ギリギリと歯は嚙がみしながらキャロルは強引に笑みを浮かべた。
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　ソリスとマシロはキャロル直々に客間へと案内されることになった。

　メイとヒカリは別の部屋で、屋敷の離れにある一番奥の部屋へとクオンが案内していった。ソリスたちの部屋からは歩いて十分以上かかるらしく、「キャロル先パイの家がここまで大きいなんて誤算でした……！」とメイが悔しそうにしていた。

　屋敷の廊下を歩いている途中、庭に執事（？）たちと見慣れぬ男たちが二十人ほどいて、幾つもの箱を運搬しているのが見えた。

「あれは？」とマシロが尋ねる。

「紅こう蒼そう祭さいで使用される道具の数々ですわ。なにせ市内全すべてが舞台ですので必要器材の量も半端ではなく、うちの倉や道場を器材の集積所の一つとして提供しておりますの」

「やっぱりすごい大きなイベントなんですねえ。ホントに優勝できるでしょうか？」

「……してみせるさ」ソリスは呟つぶやき、「ところでキャロルは俺おれが戻ってくる前から紅蒼祭の手伝いをしてたんだよな？」

「ええ、会長がお戻りになって間もなく、紅蒼祭のメインスタッフの一人に任命されてしまいましたの」

　頷うなずくキャロルにソリスはジト目になる。

「だったら会長が俺を優勝賞品にしやがったことも知ってたんだよな？」

「……え、ええ、まあ……」

「なんで止めてくれなかったんだ？」

「そ、それはその、か、会長が強引で……」

　しどろもどろになるキャロル。

「……もしかしてキャロルさんも優勝を狙ねらってたりします？」

　マシロの指摘にキャロルは顔を引きつらせつつ、

「そ、それはもちろんですわ、何事も全力を尽くすのがわたくしの流儀ですし！　べ、べつにソリス様の身柄が欲しいわけじゃありませんわよ!?　優勝賞品を無下にするのは祭りに参加した人々に失礼なので仕方なくいただくつもりですけれど……」

「……くそ、ここにも敵がいたか……」

　聞かれてもないのに言い訳をするキャロルに、ソリスは苦々しげに呻うめく。

　紅蒼祭では大会スタッフもその貢献度によってポイントが入り、さらには空いた時間に競技に参加することも可能。

　前日までの準備でも少量だがボーナスポイントが入るため、準備の初期からメインスタッフとして参加しているキャロルは最初から他ほかの参加者より優位にいることになる。

　そればかりか、準備に参加することでどこでどのような企画が行われるか情報を集め、事前に攻略法を練ることもできる。市内全域を舞台にした障害物競走や借り物競走などでは、前もって対策を考えておけば非常に有利になるだろう。ガチで高得点を狙ねらうなら、準備スタッフになることは必ひつ須すであり、自分から進んで準備の手伝いに参加する者が大勢いる理由の一つだった。

　もちろんソリスも、スタッフとして働く合間に色んな企画の情報を集めている。

　たとえ相手がキャロルだろうと、負けるわけにはいかない。
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「お食事の準備ができましたわ」

　部屋に案内されて一時間半ほどマシロと雑談して過ごしていると、キャロルに仕える執事長マナ・フローズンリバーがソリスたちを呼びにやってきた。

　食事はメイたちのぶんも一緒に座敷に用意してあるらしい。

「いきなりおしかけてすいません」

　座敷に向かう途中、ソリスはマナに言った。

　やたら胸の大きい割かつ烹ぽう着ぎの女性は穏やかに微笑ほほえむ。

「うふふ、最近はお客さんが大勢いらっしゃるので、もともとお食事は多めに作るようにしておりましたの。四人増えたところでどうということはありませんよ」

「そうなんですか」

「ええ。ところで……」

　マナは笑顔のまま、底冷えのするような漆しつ黒こくの瞳ひとみでソリスを見据えた。

「な、なんでしょう」

「うふふ……お嬢様以外にも可愛かわいい娘こを三人も連れていらして、どなたがソリス様の本命なのですか？」

「この娘です」「わたしです」

　ソリスとマシロはハモって即答した。

　マナは苦笑を浮かべる。

「あらあら……これではお嬢様の立つ瀬がありませんねえ……今日みたいに都合のいいときだけ利用されてそれでも献身的に尽くすお嬢様……うふふ……萌もえ……」

「あ、あの……マナさん？」

「うふふ、なんでもありませんよー。これからもお嬢様を宜しくお願いしますね」

　何やら得体の知れない雰囲気のマナに、ソリスとマシロは顔を見合わせた。

　そうこうしているうちに座敷に到着。

　二十畳くらいの畳の部屋で、座布団と食事の乗った膳ぜんが用意されている。

　キャロルとクオンとメイとヒカリは既に席についていて、全員浴衣ゆかた姿。ほんのり頰ほおが上気しているのをみると、どうやら先に一風ふ呂ろ浴びてきたらしい。

　料理は相変わらずとんでもなく豪華で、基本は寿司に天ぷらなどのアメツチ料理で揃そろえつつ、ソリスの大好物であるやたら大きなエビフライが中央に鎮座している。

　ソリスとマシロが席につくとさらに執事（？）たちが別の膳で小さな鍋なべを持ってきた。すき焼きだった。

　ソリスは感嘆する。以前泊まった旅館の料理よりも格段に豪華だ。

「すっごく美お味いしそうですね」

　マシロが心底嬉うれしそうに言った。その瞳ひとみは少し潤んでいる。

　ずっと前にキャロルの家に泊まったときもこのような超豪華な料理が出されたのだが、骸がい骨こつだったマシロは食べることができなかった。表向き平気そうな様子でも、そのときのマシロがひどく悲しい気持ちだったことをソリスは知っている。

　マシロに、もっともっと美味しいものを食べさせてあげたい。

　できればキャロルの世話になるのではなく、自分の力で手に入れたお金で。

「ささ、皆様、まずは一献どうぞ～」

　お猪ちよ口こと徳利を乗せたお盆を持ってきたマナが言った。

　マナがソリスとマシロに酌しやくをして、キャロルたちのお猪ちよ口こにもそれぞれ執事（？）たちが酒を注ぐ。

「いただきまーす」

　マシロが嬉しそうにお酒を吞のみ、ソリスたちもそれに続く。

　そして食事が始まった。

「私のようなゴミ虫がこんな立派なお料理様を食べてしまっていいのでしょうかこれはもしかして無理心中する前に最後くらい家族みんなで美味しいものでも食べようか的なアレなのでしょうかそうに決まってます」みたいなネガティブなことを言いながらやたらハイペースで肉を貪むさぼるヒカリ。

「あのー、なんで突然おしかけたのにこんな料理を用意できるんですか？」とメイがキャロルに尋ねると、キャロルはきょとんとした顔で、

「？　べつにいつもと変わらないメニューですけど？　ソリス様がいらっしゃるとわかっていればもっと凝こったおもてなしができましたのに残念ですわ」

「……うわ、素で金持ち発言……ていうか、毎日こんなの食べてるんですか先パイ。それでよく太りませんね」

「当然ですわ。あなたとは鍛え方が違いますもの」

「なるほどー。……鍛えてるから、本当はもっとお肉がついてないといけない部分まで全然増えないんですね」

　胸を見ながらメイが言って、キャロルが悔しげに呻うめいた。

「はー……おいしい……」

　ゆっくりと嚙かみ締しめるようにマシロは料理を口に運ぶ。幼い頃ころはかなりの大食らいだったのだが、生き返ってからはいつもこんなふうにじっくりと食べている。

　濡ぬれた唇と酒が入ってほのかに赤くなった頰ほおが妙に艶なまめかしくて、ソリスはドキッとしてマシロから目を逸らし、酒をもう一杯流し込んだ。

　と、そのとき。

　ソリスの後ろから一体のスケルトンがぬうっと姿を現した。

「のうおあっ!?」

【そんなに驚かなくてもいいじゃないかソリスくん】

　悲鳴を上げるソリスにカタカタと笑い、首にぶらさげたノートにペンでさらさらと綺き麗れいな字を書くスケルトン。

「……あ、なんだ……トワさんでしたか。お久しぶりです」

　トワ・エターニア。

　かつて魔王と呼ばれた三百年前のアメツチ国王で、現在はクオンとともにキャロルの屋敷に住んでいる。












【うーん、実に美お味いしそうだねえ】

　料理を見ながら言うトワに、ソリスとマシロは共に少し申し訳なさそうな顔をした。

　ゾンビ作成に特化した死霊術系フラグメント《冥》をトワから譲り受けることで、マシロは肉体を得ることに成功した。

　その代わりに、トワはマシロの中にあったスケルトン作成特化型の死霊術系フラグメント《黄よ泉み》を使ってスケルトンとなって蘇よみがえった。

　食事もできず人肌やお風ふ呂ろの温もりを感じることもできない切なさを、ソリスとマシロはよく知っている。

【そんな深刻な顔しなくていいって。僕もクオンも納得しているわけだし】

「そう、ですか」

「そーれすよー。わたし、トワさまといっしょにいるだけでしあわせれすー」

「「!?」」

　思いもよらないへべれけな声にソリスとマシロは驚きよう愕がくする。

　顔が真っ赤でとろんとした目のクオンがトワへと這はい寄ってくる。

「クオン、もしかして酔ってるのか？」

「よってませんよー。へーきれすー」

　にへらにへらと普段の凛り々りしい表情からはかけ離れた笑みを浮かべるクオン。

【クオンは普段、できる限り肉体を人間に近い状態にしているらしいからね。ご飯も食べるし酒にも酔う】

　トワが説明してくれた。

「なんだってそんなことを……」

【なんでも、非力な人間として修練を積むことで初めて見えてくるものがある、とかなんとか。実際キャロルちゃんの話では、常人を超えた身体能力に頼っていたときよりも今のクオンの方が手合わせしていても遙はるかに手強いってさ】

「武術の世界は奥が深いですねー」

　マシロが吞のん気きな顔で言う。

「まあ、魔法だって単純に魔力が強ければいいってもんじゃないけどな」

【そうそう。力に振り回されてはいけないんだよ。でないと】

　トワは書きかけてやめた。

　多分、《賢者の石》を作り出した異世界のことや、三百年前に大戦争を引き起こした人々のことを思い起こしたのだろう。

　トワの心中を察し、ソリスとマシロも神妙な顔になる。

「ソリスさまもマシロさまもーむつかしーかおしてないでのみましょーよー。こんやはぶれーこーですー」

　酔っ払い少女がソリスに酌しやくをしようとしたが、手つきが危うかったのでトワが徳利を取り上げ、ソリスのお猪ちよ口こに酒を注いだ。

　すっかりうち解けたとはいえ、歴史上の超大物に酌をさせているという事実に恐縮する。

　と、そのときクオンが妙にエロい声で喘あえいだ。

「あっ、ふぁぁ……ん♥」

　同時にクオンの胸元が徐々に盛り上がり、浴衣ゆかたの前がはだけ、赤みを帯びた綺き麗れいな肌からぽろぽろと数個の『何か』が落ちた。

「あはぁ♥　でちゃいましたぁ♥」

　胸をはだけたまま「はぁはぁ……」と喘ぎながらクオン。

　彼女の身体からだから出てきたのは小さなオーブや儀礼用に見える短剣など。

　それらは全すべて、クオンの体内に保管されている《フラグメント》だった。

【あーあ、また出しちゃった】

「また？」

【肉体を出来る限り人間に近づけていると言っただろう？　その状態でフラグメントを体内に保管するのって結構大変らしくて、疲労したり酔ったりするとこうしてこぼれちゃうことがたまにあるんだ。下痢やゲロのようなものだね】

「……食事中なんですけど」

【ごめんごめん（笑）】

「……でもそれ、かなりマズくないですか？　もし道ばたにでも落としたら……」

【うん、大変だ。やっぱりどこかに厳重に保管したほうがいいかなあ（苦笑）】

「括弧苦笑じゃなくて……」

　スケルトンになってからこの魔王、ゆるゆるだった。

「あーっ！　クオンちゃんが先パイを誘惑してるーっ！」

　いきなり大声でメイが叫んだ。どうやらソリスたちの前で半裸状態のクオンを見て何か勘違いしてしまったらしい。

「ク、クオン、なんて破廉恥な！　かくなる上はわたくしも脱ぎます！」

　言うが早いか、キャロルが自分から浴衣を脱ぎ捨てて全裸になった。

　見ればキャロルの目は濁り、へべれけに酔っぱらっているのが傍はた目めにもわかった。

「あー、ズルいですよキャロルせんぱーい！　抜け駆けきんしー！」

　キャロルにしなだれかかったメイの浴衣がはだけてぷるんと大きな胸が露あらわになった。

「あはは、ぬげちゃったー」

　……メイも酔っていた。意外だが彼女も酒に弱かったらしい。

「わ、私一人だけ仲間外れはイヤですー」

　これまた酔っていたヒカリがボロボロ泣きながら全裸になった。彼女は泣き上戸らしい。

　裸になって組んずほぐれつする三人に、

【いやー絶景ですなあソリスどん。グヘヘヘ】

　魔王はついにただのスケベオヤジと化した。

「ソリスくん……」

　何な故ぜか何かをねだるようにマシロは指をくわえた。

「駄目。脱衣禁止」

　ソリスが言うと、残念そうな顔でマシロは酒をもう一杯吞のんだ。

「あははー、たのひ～れすね～、しあわせれすよー」

　クオンが笑う。しかしその顔が一瞬だけ曇り、

「……私のような存在が、本当にこんなに幸せになっていいのでしょうか」

「ん？　何か言ったかクオン」

「ほえ～？　なんれもありませんよー」

　クオンは「あははー」などと笑いながらメイたちのエロ祭りに参加。

　酒のおかわりを持ってきた執事（？）がドン引きするくらいのエロ空間を実に冷めた眼まな差ざしで見つめながら、ソリスは一人黙々と料理を口に運び、酒を吞む。

　ソリスの隣で料理を食べながら、マシロは少し浮かない顔でクオンを見つめていた。
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　ソリスが目を開けると目の前に巨乳があった。

「ん……あ……？」

　外から聞こえる鳥の鳴き声と差し込む陽光。どうやら朝らしい。結局自分も料理を食べながらついつい深酒をしてしまい、そのまま寝てしまったようだ。タオルケットをかけてくれたのはマナさんだろうか？　目の前にある見事なナマチチを見ながらソリスは思考する。大きさからしてこの巨乳はメイだろう。何度も見たことがあるし。

「ふあぁぁ……」

　欠伸をしながらソリスはむくりと身体からだを起こした。

　部屋は酷ひどい有様で、ソリス以外の全員がタオルケットを羽織っただけでほぼ全裸。

　料理の膳ぜんなどはいつの間にか片付けられており、トワの姿はない。

　マシロも結局脱いでしまったらしく、部屋の隅で裸のまま眠っている。

　ソリスからちょっと離れたところでメイとヒカリとクオンが絡み合うように寝ている。

　そこで違和感──メイとヒカリとクオン？

（だったら俺おれの隣で寝ている巨乳は誰だれだ!?）

　この、赤い髪をした巨乳の少女は。

　おそるおそる、ソリスは顔にかかった髪をそっとどかした。

　顔はキャロルだった。




　キャロル・カリオストロは────巨乳になっていた。




「う、うわああああああああああああああ!?」

　かつてない怪現象に、ソリスは戦せん慄りつのあまり無様な悲鳴を上げてしまった。

　その声に、キャロル（？）は「ううん……」と艶なまめかしい吐息を漏らして目を開けた。

　続いてメイが「なんなんですかぁ……」と起きあがる。

　そのメイの小柄でスレンダーな裸身を見て、ソリスはさらに絶句した。




　メイ・フラメルは────貧乳になっていた。




「……ふぇ？　せんぱい……？」

　寝ぼけ眼まなこのメイはソリスの視線の先──自分の胸に視線を落とし。

「…………え………………？」

　数秒の沈黙のあと、屋敷中に響き渡るほどの悲鳴を上げた。
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「恐らく原因はフラグメント№92《肉体交換》だと思われます」

　淡々とクオンが言った。

　キャロルが巨乳に、メイが貧乳になったという大事件による混乱がようやく収まり、とりあえず服を着てソリスたちは再び座敷に集まって話し合っていた。

「《肉体交換》は、その名の通り使用者が望む肉体の一部分を対象の人間と一時的に交換する能力を持ちます。昨夜酔った私が落としてしまった《肉体交換》を拾ったお姉ちゃんかメイさんのどちらかが、相手とおっぱいを交換することを望んだのでしょう」

　全員が一斉に迷うことなくキャロルの方を見た。

「な、何な故ぜわたくしを見ますの!?」

「どう考えても犯人は先パイじゃないですか！　こ、この、おっぱいドロボー！」

　憤然とするメイにキャロルも顔を真っ赤にして、

「な、なんて無礼な！　誰だれがこんな下品な胸を欲しがるというのですか！　あなたこそわたくしの無駄のない肉体に嫉しつ妬としたのではなくて!?　この……ええと……豚！」

「ぶ、豚……!?　た、たしかに最近ちょびっとだけ体重が増えちゃいましたけど……よ、よりによって豚……!?」

　ぴくぴくとメイが顔を引きつらせる。珍しくマジ切れ寸前だった。

「まあ落ち着け二人とも」げんなりしつつソリスがなだめる。「どっちにしろ原因がハッキリしたんならそれでいいじゃないか」

「ですよねー。クオンちゃん、ぱぱーっと二人のおっぱいを元に戻してください」

　マシロが言うとクオンは気まずそうに目を背けた。

「……大変申し上げにくいのですが《肉体交換》が見つからないのです。《肉体交換》だけでなく、昨夜酔って落としたらしい計十三個のフラグメント全部……紛失しました」

「「「えええ────っ!?」」」

　一大事にソリスたちは素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ちゃんと探したのか!?」

「そもそも昨夜、酔いつぶれた私はこの部屋から出ていない筈はずなのです。起きたときはメイさんとヒカリさんと絡まっていたので酔っぱらって出歩いた可能性も低いですし。一応廊下とかも探したのですがどこにも……」

「マナ！」

　キャロルが声を上げると、静かに襖ふすまを開けてマナが入ってきた。

「なんでしょうお嬢様」

「この部屋に、なんというか……おかしな……いえ別におかしなものではないのですが、なんというか、魔道具のようなものは落ちていませんでしたか？」

「ええと、もしかしてあの宝石やナイフのことでしょうか？」

「そうです！　それらは今どこにありますの？」

　キャロルが問うと、マナは困ったように微かすかに首を傾かしげた。

「さあ……」

「さあって……」

　マナの話によれば、昨夜みんなが酔いつぶれてしまったあと執事（？）たちと後片付けに訪れたマナは、床に転がったフラグメントの数々を見て紅こう蒼そう祭さいの小道具が紛れ込んでいるのだと思ったという。

　ナイフなどもあって危なかったのでまとめて屋敷の倉庫に入れたのだが、今朝早く、倉庫から他ほかの紅蒼祭用の器材や小道具と一緒にどこかへ運ばれてしまったらしい。

　キャロルがソリスに抱だき枕まくらのようにぎゅっとしがみついていたため、主人の胸が巨大化するという異変にもマナや執事（？）たちは気付けなかった。

「なんてこった……！」

　愕がく然ぜんとするソリスたち。

「せめて《感知》と《灰》があればよかったのですが……」

　クオンが申し訳なさそうに言う。

《感知》はその名の通り他のフラグメントを感知する能力を持つ。クオンが秘密結社『灰色の蛇』のアジトを発見したりカドゥケウス市にマシロやシェンファなどフラグメント所持者が集まっていることを察知できたのは、《感知》が体内にあったからだ。

　その《感知》は現在、フラグメントを巡る騒動が一段落した後も未回収のフラグメントを追っているシズが持っている。彼女は先日みんなで温泉旅館に集まったあと、またすぐに旅立ってしまった。

　フラグメントを無効化する《灰》があればキャロルとメイの胸も元に戻せるのだろうが、そちらもフラグメント所持者と敵対した場合の切り札としてシズが持っている。

「ここでぐだぐだ言っていても仕方ない。とにかく急いで倉庫からどこへ運ばれたのか調べよう」

　ソリスの言葉にマシロとメイとヒカリとクオンは力強く頷うなずいた。
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　しかし見つからなかった。

　キャロルの屋敷に集められていた用具の数々は今朝一斉に発送され、その行き先はまさに「街中」という言葉が相応ふさわしく、数十箇所にも及ぶ。

　さらには届けられた先で必要なものだけが取り出されすぐにまた別の場所に送られるというケースもあり、全すべての荷物の行き先を把握することは準備スタッフの中でも重要な地位にいるソリスやキャロルですら不可能だった。

　準備作業の効率化を図りシェンファが恐ろしく緻ち密みつな分業システムを構築したのが裏目に出て、用具の中に紛れ込んだ異物フラグメントの存在に誰だれも気付けなかった。

　キャロルがあまりフラグメント探しに乗り気でなかったのも痛い。本人はそんなことないと否定したが、せっかく手に入れた巨乳を手放すのが惜しいらしい。

　昼近くまで探し回って一いつ旦たん捜索を打ち切り、仕方なくソリスたちは学校へ向かった。

　マシロとトワはフラグメント探しを続行。

　メイとヒカリとキャロルは授業へ。

　ソリスとクオンはフラグメントの件をシェンファに報告するため生徒会室へ。

　魔力を失ったシェンファは現在授業には出ておらず、生徒会室を拠点に紅こう蒼そう祭さいの準備に尽力していた。

「失礼します」

　生徒会室に入ると、シェンファとアイザックの他ほかにゲルニカがいた。

「こんにちはお兄ちゃん」

「なんだソリスか。授業はどうしたのだ？」

「それがですね──」

　ソリスが紅蒼祭用具へのフラグメント混入を説明した。

「……酔って全裸で乱痴気騒ぎの末にフラグメント紛失って……アホか貴様らは」

　シェンファはぴくぴくと顔を痙けい攣れんさせた。

「いえ、俺おれは全裸になんてなってないです」

「そんなことはどうでもいい」

「ごもっともです……」

　シェンファは嘆息し、

「……とにかくスタッフに連絡を回しそれっぽいものがあればすぐに届けさせよう。クオン・エターニア、紛失したフラグメントの形を教えるのだ」

「わかりました。しかしどれも見た目は普通の宝石や魔道具ですよ？」

　クオンの言葉にシェンファは苦い顔をする。

「……祭りで使う道具や景品にどれだけの宝石や魔道具があるかと考えると軽く絶望的な気分になるな。それら全部を回収するとなると確実に運営に支障が出る……。優れた魔道士なら秘められた魔力を感知することで判別可能だが……」

　ソリスの頭に嫌な閃ひらめきが浮かんだ。

「もしスタッフの中に優秀な魔道士がいて、紛れ込んでいたフラグメントが強力な魔道具だと気付いたら、こっそり自分のものにしてしまう可能性も……」

「うむ……まずいな……実にまずい……とりあえずカイゼルに至急《感知》を持ってくるように連絡だ。あとはスタッフの中でも優秀な魔道士かつ信頼がおける者にのみ、詳細は伏せつつ『紛れ込んでしまった強力な魔道具』を探させる」

　いつになくシリアスな顔でシェンファは言った。

　と、そのとき、部屋の扉がノックされた。

「入れ」

　シェンファが言うと、頰ほおに十字傷がある強こわ面もての執事服姿の男が入ってきた。

「あんたはキャロルの執事の……」

「おう小僧やんけ。マナの姐あねさんから、お嬢かてめぇにこいつを渡してくれって頼まれたんじゃい。受け取りや」

　ガラの悪い執事（？）はそう言って手に持っていたオレンジ色をした直径十センチほどのガラス玉のようなものをソリスに投げてよこした。

「これってまさか……」

「倉庫の床下に落ちとったんをワシが見つけたんじゃい。今朝おめぇらが探してたモンかどうかは姐さんにもわからんかったが、とりあえず届けてやれっつうこっちゃ」

　そう言って、執事（？）は部屋を出て行った。

　ソリスは受け取ったものをまじまじと見つめる。

　一見ただの大きなガラス玉だが、凄すごい魔力を秘めているのがはっきりとわかった。

　確認するようにクオンを見ると、クオンは頷うなずいた。

「……はい、フラグメントです」

「よかったぁ……これでとりあえず一つ回収だな」

　ソリスは安あん堵どの息を漏らした。

「参考までに、これは一体どのようなフラグメントなのですか？」

　ゲルニカが近寄ってきて尋ねた。

　続いてシェンファとアイザックも興味深そうに寄ってきた。

「それほど危険なものではありません。手を触れてみてください」

　クオンに言われるまま三人がソリスの持つガラス玉に手を触れた。

　次の瞬間、ガラス玉が強いオレンジ色の光を放った。

　その光は見る間にソリスたちの身体からだを包み込んでいく。

「うわ……!?」

　ほどなくして光が収まりソリスが目を開けると────目の前に、やたらと背の高い二人の全裸の美少女が立っていた。

「ええっ!?　はいっ!?　ええっ!?」

　一人はスレンダーな体たい軀く、金髪、右目が赤で左目が青のオッドアイ。

　もう一人は金髪少女と身長は同じくらいだが胸がかなり大きい。髪と眼めは灰色。

　どちらも年齢はソリスと同じくらいだろう。

　美少女の全裸など見慣れているソリスでさえ見とれずにはいられないほど、芸術的に美しい少女たちだった。

「ソ、ソリスお兄ちゃん、その姿は一体……」

　灰色の髪の美少女が自分を見下ろし、呆ぼう然ぜんとした顔で言った。

「え？」

　どうしてこの娘こは自分の名前を知っているのだろう、それにお兄ちゃんって……。

　怪け訝げんに思いながらソリスは自分の身体からだを見た。

　ぶかぶかの制服を身に纏まとった細い身体に短い手足、小さな手のひら。

　目の前の美少女たちが長身なのではない──ソリスの背が低いのだと悟る。

　ソリスは子供になっていた。

「なんじゃこりゃああああ!?」

　隣を見ると、自分と同じくらいの身長でぶかぶかの制服を着た、凛り々りしい顔立ちの十歳くらいの少年がいた。

　アイザックも子供になっていた。

　美少女たちの足下には、それぞれシェンファが着ていた制服とゲルニカのローブが、布がはち切れていたりボタンが弾はじけ飛んでいたりと無惨な状態で落ちている。

「……というわけです」

　一人外見の変わらないクオンが淡々と言う。

「№88《年齢交換》──触れている相手と一時的に年齢を交換する能力です」

「……つまり俺おれとアイザックがそれぞれ、会長とニカのどっちかと年齢が入れ替わったってわけか」

「……その通りです」

「納得いかん！」

　声を荒げたのは金髪の美少女──シェンファだった。

　憤りの表情でいきなり隣のゲルニカの見事なおっぱいを鷲わし摑づかみにするシェンファ。

「ひゃあっ!?　何をするのですねえさま！」

「何な故ぜニカのおっぱいはこんなに見事なのに、私はこんな無惨なのだ!?」

「……そう言われましても。遺伝情報を読み取り、その年齢になったとき最も可能性の高い姿に変えている筈はずですから……その……残念ですが、十六歳のあなたのおっぱいは残念なことになる可能性が極めて高いということです」

「馬ば鹿かなああ!?」

　悲鳴を上げるシェンファを横目に、ソリスとアイザックは部屋にあった姿見で自分の姿を見てみた。

「……あー、これは確かに俺おれだなあ……十歳くらいのときの俺そのまんまだ」

「ふむ……当時は暗殺者だったゆえ、顔つきはもっと荒すさんでいたとは思うが、身長や体格はほぼ当時のままだ」

　口々に言うソリスとアイザックに、シェンファは愕がく然ぜんとする。

「馬鹿な……十六歳の私がこんな残念おっぱいだと……!?　私は将来ばいんばいんのナイスバディになる予定だったのに……！」

「残念でしたねねえさま。これが運命というものです。うっふーん」

　ゲルニカが勝ち誇った顔で自分の胸を強調して言った。

「くそっ、不愉快だ！　クオン・エターニア、さっさと私を幼女に戻せ！」

「わかりました」

　クオンは頷うなずき────その頰ほおを冷や汗が伝う。

「…………」

「どうしたクオン」

「……そういえばこの《年齢交換》、《肉体交換》と違って元に戻す能力はないのでした」

「「なにい!?」」

　ソリスとシェンファが同時に悲鳴を上げた。クオンは淡々と、

「……まあ、効果が切れれば自動的に元に戻りますからご安心ください」

「効果が切れるまでどれくらいかかるのだ？」

「……一ヶ月くらい……でしょうか」

「ふ、ふざけるな！　一ヶ月もこんな惨みじめな姿でいろと言うのか!?」

「惨めって……。一応それ、会長の未来の姿なんですから……。まあ胸は残念ですけど美人ですよホントに」

「私は元々絶世の美少女だ。あと足りないのはおっぱいだけだったのだ……！」

　ソリスの慰めの言葉もシェンファには届かなかった。

「ふふふ……なんというアダルト……なんというエロ可愛かわいさ……これならばロジャーもいちころです……！」

　姿見の前で全裸のゲルニカがセクシーポーズをしてうっとりしている。

「おのれニカ！　貴様にだけいい思いはさせん！　そのおっぱいをよこせ！」

　シェンファがゲルニカにとびかかり、胸をとてもエロい手つきで揉もみはじめた。

「ひゃあっ!?　あっ、ね、ねえさま、やめぇ……」

「おのれ……なんという柔らかさ……」

「ち、ちくびをつままないでください！　ンぁ♥」

「いいなぁ、おっぱいいいなあ……くそ、こうなったらニカの身体からだを弄もてあそんでやる」

「や、ねぇさま、らめ、なんで、こんな、前よりずっとキモチい、あはぁ♥」

「ほらほら、ここか？　ここがいいのか？　ここを攻められるのが好きなのか!?　ハッ、なんといういやらしい妹だ！　胸が大きい女は淫いん乱らんという話は本当のようだな！」

「そ、そんな、こと、ないぁ♥　れすぅ……はぁ♥」

　……全裸で乳繰り合う二人の姿にソリスとクオンが赤面する。

「なにやってんだ二人とも……」

「とてもえっちです……」

「……ていうかさ、なんで《肉体交換》だの《年齢交換》だの、こんなアホな効果のフラグメントがあるんだ？」

「別におかしなことではありません。《賢者の石》が開発されたそもそもの目的は『不老不死』です。その研究の過程で生まれたフラグメントには、死霊術系と並んで肉体を変化させるタイプのものが多く含まれます」

　クオンの言葉に、フラグメント《世界》の中で遭遇した改造生物『キメラ』の醜悪な姿を思い出し、ソリスは顔をしかめた。

「まったく……ろくでもないな……」

「すみません……」

「あ、別にクオンを責めてるわけじゃないからな？」

　顔を曇らせるクオンにソリスは慌てて言った。

　と、その横でアイザックが「……ふん」とつまらなさそうに鼻を鳴らした。

　子供アイザックは冷めた目でシェンファとゲルニカのエロシーンを見つめている。

「あっ、耳、やめてぇ」「くふふ、もっと気持ちよくしてやろう、ほら、力を抜いて身を委ねるのだ……」「あぁ♥　だ、だめなのにぃ……」「そんなことを言ってもココは正直だぞ……ほら……」「やめ、指、やめて……はぁぁっ♥」

　……全裸を見慣れたソリスですら直視できないようなエロい光景なのに、アイザックの無関心ぶりはどういうことだろう。

「愛いとしの会長がエロいことしてるんだぞ？　喜ばないのか？」

「…………幼女でないシェンファ様など……はぁ…………」

　アイザックは精せい悍かんな顔でとても残念なことを言って深々とため息をついた。

「……アイザックお前……本当にロリコンだったんだな……」

　本気で引きつつ、ソリスはとりあえずシェンファの頭を杖つえで叩たたいて濡ぬれ場を止めた。















開幕編　──戦う者たち──







　そして二週間後。

　ついに紅こう蒼そう祭さいの日がやってきた。

　フラグメント紛失以来、結局《年齢交換》以外のフラグメントを回収することはできなかった。

《感知》と《灰》を持っているシズは、シェンファからの連絡を受けてすぐにこちらに向かうと言ったものの、間が悪いことにその頃ころアメツチ王国最北の離島にまで足を伸ばしていたらしく、未いまだにカドゥケウス市に到着していない。

　ソリスとアイザックは子供のまま、シェンファとゲルニカは十六歳の美少女のまま、キャロルは巨乳でメイは貧乳のまま、紅蒼祭の本番を迎えることになった。

　フラグメントのことを知らない者たちには「シェンファのいつものお遊びで、幻術でこんな姿をしている」ということで誤魔化している。

「よりによってこんな身体（からだ）で参加することになるとは……」

　十歳児姿のソリスは不満顔で言った。

「でもとっても可愛かわいいですよ。五年前のもっさりしていたソリスくんよりもずっとお洒落しやれさんです」

　マシロが懐かしそうに笑った。

　ソリスの現在の服装はスラックスに半はん袖そでのシャツ、スニーカー。

　メイがたまにコーチしているフットボールクラブの子供に借りたもので、なかなか洗練されたデザインだった。

　眼鏡もメイの協力で、ソリスが以前眼鏡を購入した例の眼鏡屋でサイズが小さいものを借りることができた。

　手には精霊魔法を使うための魔法杖ウイザーズロツドと魔石の入った袋を持ち歩いている。使い慣れた、ごく一般的なタイプの杖つえなのだが、子供の状態では妙に大きく重く感じる。

「あ～、ホントに可愛いですソリスくん」

　頭を撫なでるマシロにソリスは憮ぶ然ぜんとする。

「ちくしょう、早く《肉体交換》を見つけないと……あーもう頭を撫でるな！」

「そうやってツンとしてると、ホントに昔に戻ったみたいですねー。子供はおねーさんの言うこと聞かないと駄目ダゾー？」

「くぅ……たしかに昔に戻った気分だ……！」

　二人がいるのはトリスメギストス魔道学院の校門前で、紅蒼祭に参加する大勢の人間でごった返していた。

　もうすぐ正式に開幕し各種のイベントが一斉に開始されるのだが、フランクフルトや焼きそばなどの屋台は既に商売を始めており、あちこちから食欲をそそるいい匂においが漂ってきている。

　カドゥケウス市の人口は学生と一般市民を合わせて約十万人で、競技への参加権はないものの大規模な祭りが開かれるということで市外からやってきた観光客も大勢いる。

　どこへ行っても人だらけで、改めて紅こう蒼そう祭さいの規模とシェンファの力に驚く。

　本当に無事に終わるのか、準備スタッフとして奔走した一人としてかなり不安だ。

　ソリスは大会当日の今日と明日はスタッフではなく一参加者となっている。

　優勝を目指すなら、スタッフとして堅実にポイントを稼ぐのではなく、幾つものイベントに参加しまくって得点を荒稼ぎする必要があるのだ。

　紅蒼祭の参加者にはそれぞれ入手したポイントを記録することができるカード型の魔道具が配付され、そのデータは随時集計スタッフの元へと自動的に送信される。

　各競技へのエントリーは本名でなくても可能だが、上位千名は本名で各所にある情報掲示板に掲示される。

　先ほど校内で見たランキング表によれば、現在の上位には最初から準備に加わっていたキャロルやアイザックたち数十名の名前が２００点の同点１位として並び、現在１００点のソリスの名は６００位のところにあった。

　準備に参加したボーナスポイントだが、１００点や２００点くらいなら各種イベントで好成績を収めればすぐに手に入る。

「とりあえず、上位の人に要注意なんですよね」

「ああ」

　ソリスの優勝を阻むライバルとしてだけでなく、フラグメントを持っているかもしれない人物として。

　強力な魔力増幅器ブースターでもあるフラグメントは、魔法大会のようなイベントも数多く開かれる紅蒼祭において非常に強力な武器となる。

　フラグメントを持つ魔道士が紅蒼祭に参加していたら、上位にくる可能性が高い。

　子供の姿で、優勝を目指しつつフラグメントも探さねばならない。

　かつてないほどの危機かもしれない。

（……しかも完全に味方と言えるのはマシロだけときた）

　巨乳を手に入れたキャロルはフラグメント探しに消極的で、しかも優勝してソリスの身柄を狙ねらっているという点では敵とすら言える。

　巨乳を取り戻したいメイはフラグメント探しには熱心だが、優勝を狙っているという意味ではキャロルと同じく敵だ。

　ヒカリのことはよくわからないが、なんとなくアテにならない気がする。

　それぞれでフラグメントを探しているクオン、トワ、ゲルニカ、そしてフラグメント探しに協力を申し出てくれた牛子、ウサ子、猫子のアンジェラス三姉妹は、市民でも学生でもないので競技には参加できず動きが制限される。

　ちなみにマシロはつい三日ほど前にシェンファによって戸籍を偽造され市民となったので、競技にも参加してソリスをサポートしてもらえる。

　ポイントの譲渡は認められていないが、例えばレース系の競技に一緒に参加してソリスに勝利を譲ってもらうといった具合である。

　あとはシェンファとアイザックだが、彼女たちは紅こう蒼そう祭さい主催者としての仕事が忙しくてフラグメントを探している余裕などないだろう。

　マシロと二人で優勝を目指し、フラグメントも回収する。

　非常に困難だが──その反面、結構燃えている自分も自覚する。

「頑張りましょうね、ソリスくん」

　そう言ってマシロが極光のような笑顔を浮かべた瞬間。

　ぱぱぁああああん！　と、街のあちこちで花火が上がり、周囲の人々がわあっと歓声を上げた。

　時刻は午前九時ちょうど──紅蒼祭の開幕だった。

『これより、紅蒼祭の開幕となります。選手登録をされた学生・市民の皆さんはふるって各種イベントにご参加ください。またそれ以外の皆様も、魔法大会や展覧会、演劇など、様々な催しが用意されていますので存分にお楽しみ下さい──』

　市内全域に設置されたスピーカーから美声のアナウンスが流れる。

　知らない女性の声だったので少し意外だった。

　てっきり開幕宣言はシェンファ自ら行うのだと思っていた。

「いよいよ始まったか」

　楽しげな声に振り向くと、そこには金髪の美少女が立っていた。

「会長!?」

　十六歳の姿のシェンファだった。

　幼女のときはツーテールにしている髪は下ろし、服は大人っぽいジャケットとパンツスーツで、スレンダーな体たい軀くと知的な面差しによく似合っているのだが、手に持った綿わた飴あめのせいで割と台無しだった。

「会長、なんでこんなとこで綿飴食ってるんですか」

「ん？　私が綿飴を食べてはいけないというのか？」

「いやそうじゃなくて、忙しいんじゃないんですか？」

　尋ねるソリスにシェンファは美お味いしそうに綿飴を舐なめながら、

「この祭りは私を盛大に送り出すためのものだぞ？　いわば主賓である私が祭りを堪たん能のうしなくてどうする。仕事の方は有能かつ裏方作業の方にやり甲が斐いを感じてくれる人間が何人かいたから、そいつらに一任してある」

「そうなんですか」

「うむ。というわけで……」

　口元に付着した綿わた飴あめをチロチロと舐なめ取り、妙に妖よう艶えんに笑うシェンファにソリスは嫌な予感を覚える。

　シェンファはポケットから一枚のカードを取り出した。

　紅こう蒼そう祭さいのポイントカードだった。

「くふふ、私も一参加者として全力で優勝を目指すぞ。貴様を手に入れたら王都まで連れて行ってこき使ってやるから楽しみにしておくことだ。くはははははは！」

　高笑いを上げてシェンファは歩き去っていった。

　魔法が使えないとはいえシェンファの知謀は脅威だし、あの美び貌ぼうならミスコン系のイベントを荒らし回ることも可能だろう（ちなみにミスコン系のイベントの数はやたらと多く、ソリスが把握しているだけでも三十以上開催されるらしい）。

　げんなりしつつソリスは呻うめく。

「……ほんっとに、笑えるくらい次から次へと厄介なことばかり起きるなあ……」

「もしかしてソリスくん、呪のろわれてるんじゃないんですか？」

「あー、そうかも……モテない男たちからの嫉しつ妬とパワーとかかな？」

「……うざ」

「素で言うなよ冗談だよ！」





　　　†






　ソリスとマシロが最初に向かったのは、トリス学院精霊魔法科の野外演習場だった。

　ここでは魔法戦のトーナメントが行われている。

　武器や体術での直接攻撃は禁止で、魔法を使った遠距離攻撃のみで相手を戦闘不能にするか場外に吹き飛ばすか降参させるかすれば勝利となる。もちろん相手を死亡させてはならず、危険度の高い魔法を使ったら失格になることもある。

　制限時間は三分で、勝負がつかなければレフェリーの判定で勝敗を決める。

　まさしくソリスの得意分野であり、勝利を重ねるほど獲得ポイントが上がり優勝すれば６４０点もの高得点が手に入るということで、ソリスは事前にこの大会へのエントリーを済ませていた。

　応募者が定員をオーバーしてしまったので事前審査もあったようだが、精霊魔法科首席のソリスは無条件でパスだった。

　広大な広場に全部で四つのバスケットコートほどの広さの試合場が設けられ、観客に流れ弾が当たらないよう魔法を防ぐ結界が張られている。

　会場には選手以外にも大勢の観客が集まっており、近くには屋台まで出ている。

　魔法戦は派手で見せ物としても面白いのだ。

　出場選手は合計六十四人。

　既に各コートで最初の試合が始まっており、炎や稲妻の派手な魔法の応酬で盛り上がっている。

　受付を済ませて自分の試合がある第二コートに向かうと、早速ソリスの名前がアナウンスで呼ばれた。

　コート間の距離はかなり離れており、放送席もそれぞれのコートに一つずつついている。

『第二コート第二試合、エントリー№19ソリス・アレクサンドロＶＳエントリー№20レーグ・ウィリアム。両選手は入場してください』

「おっと、もう俺おれの出番か」

　ソリスは杖つえを握りしめ、コートの中へと入っていく。

「頑張ってくださいねソリスくん！」

　マシロの声援に、ソリスは背を向けたまま手を振って返した。

　姿は子供とはいえその背中には自信が溢あふれていた。

「……お前があのソリス・アレクサンドロか」

　試合相手の男がソリスを見下ろして言った。

　年は二十代後半だろうか。身長二メートル近い大柄で筋肉質なマッチョで、気が弱い者なら睨にらまれただけで足がすくんでしまいそうないかつい顔立ちをしているが、ソリスは彼を平然と睨み返した。

　手には先端に赤い魔石がはめ込まれた大型の魔法杖ウイザーズロツド──精霊魔法の使い手らしい。

「ふん、まさかこんな子供だったとはな……だが、それならば数々の悪行も得心がいこうというもの」

「……悪行？」

　ソリスは訝いぶかる。

「とぼけるな。聞き及んでいるぞ。ことあるごとに女子生徒のスカートをめくるばかりか、全校生徒を無差別に全裸にしてまわったというではないか」

「あ、あれには事情が……」

「問答無用！　元トリスメギストス魔道学院の風紀委員長として、このレーグ・ウィリアムが母校の風紀を乱す悪戯いたずら小僧にキツく灸きゆうを据えてやる！」

「……お手柔らかにお願いしますよ、レーグ先輩」

　何を言っても無駄だと判断し、ソリスは嘆息した。

「それでは試合開始！」

　レフェリーが宣言し、ホイッスルを鳴らした。

　観客の歓声とともにレーグの口元から詠唱が漏れ聞こえ、

「咲かせよ破壊の華！　《華炎レツドフラワー》！」

　レーグの叫びとともにソリスの目の前で派手な炎が巻き起こる。

　主に牽けん制せいや威嚇に使われる術で、威力は低く直撃しなければ特に問題はない。

　ソリスは一歩後ろに後退するだけで回避──次の瞬間、自分で起こした爆風の中からレーグが呪じゆ文もんを唱えながら突進してきた。

　レーグはソリスが《華炎》を単なる牽制と見抜いて大きな回避行動をとらないということを見越していたのだ。

　爆風で姿をくらまして一気に距離を詰め、回避不可能な至近距離から攻撃魔法で吹き飛ばそうというのが彼の狙ねらいだった。

　しかしソリスの顔に動揺はなかった。

　ソリスは、レーグがソリスの《華炎》に対する反応を見越して追撃してくるということを、予測していた。

　レーグはソリスのことを知っていたのだから、ソリスに《華炎》を使っても威嚇にも牽制にもならないということも承知している可能性が高い。それでもあえて初手で《華炎》を使うからには何か別の狙いがある──そう予想した。

（……子供相手に手加減ってタイプでもなさそうだったしな）

　落ち着き払っているソリスに対し、レーグは逆に動揺の色を浮かべながらも詠唱を続ける。

「打ち砕──」

　レーグの詠唱が終了する直前、ソリスは後退しながら高速詠唱していた魔法を放つ。

「──吹き飛ばせ」

　風精霊のランクＢ《気襲砲撃エアキヤノン》。

　とにかく遠くへ相手を吹き飛ばすということに主眼が置かれた非殺傷用の魔法。

　ソリスの杖つえから不可視の巨大な空気の塊が弾丸、いや、砲弾のように撃ち出され、目の前にまで迫ったレーグに直撃する。

　ぶおんっ!!

「どわああああああっ!?」

　レーグの巨体はそのままコートの外まで吹っ飛ばされ、地面に打ち付けられた。

　飛行距離にして実に十五メートル以上。

「……思ったより飛んだなあ……」

　相手が大きかったので威力も大きめにしてみたのだが、一発で場外になるほど吹っ飛ぶとは思わなかった。場外には柔らかいクッションが敷かれているのでそれほどダメージはないと思うが。

「しょ、勝者、ソリス・アレクサンドロ！」

　驚きの表情を浮かべつつ、レフェリーが高らかに宣言した。

　歓声が沸き上がり、ソリスはマシロの方に向けて手を振った。

　そこへ敗北したレーグがゆっくりと歩いてくる。

「……なんという胆力、判断力、そして魔力……末恐ろしい子供よ」

　どこか満足そうにレーグは言った。

「そりゃどうも」

　一礼し、ソリスは踵きびすを返してコートを出た。
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　二試合目も三試合目も四試合目も五試合目（準決勝）も、ソリスは難なく勝利を収めた。

　どの相手も、決して弱いわけではなかった。

　一試合目のレーグも実はかなりの使い手で、試合中に彼が使った魔法はランクＤの《華炎レツドフラワー》だけとはいえ、詠唱速度、爆発の派手さや範囲、どれも見事なものだった。

　土精霊ノームの魔法ならソリス以上に上う手まく使いこなせる相手もいた。

　ソリス以上に詠唱が速い相手もいた。

　ソリスを上回るほどの魔力を持つ者もいた。

　やたらと身体能力が高くほとんどの魔法を回避する者もいた。

　その全すべてを、ソリスはことごとく圧勝で制した。

　弱くはない……それどころか精霊魔道士としてはソリスに匹敵するほど優秀──だが、今後彼らと何度戦っても、微み塵じんも負ける気はしなかった。

　命がけの戦いを何度も経験してきたソリスの魔法戦の技量は、自分でも気付かないうちに相当なものになっていたのだ。

　魔法戦は、魔力が高い者が勝つのではない。

　詠唱が速い者が勝つのでもない。

　常に冷静に立ち回り、的確なタイミングで的確な魔法を使い、相手の力量、性格を見抜き、敵の戦術を逆に利用することさえやってのける。

　そんなソリスに、ただ魔法が上手いだけの学生や一般市民が敵かなうわけがなかった。

　そして迎えた決勝戦──場所は第一コート。

『いよいよ決勝戦です！　エントリー№19ソリス・アレクサンドロ！　エントリー№61ゲルニカ・バーンフィールド！　両選手、入場してください！』

　意気揚々とコートに入ったソリスは、実況の言葉に、このトーナメントが始まって以来初めて動揺した。

「「「ニーカ！　ニーカ！　ニーカ！」」」

　そんな男たちの熱狂的な歓声とともに向かい側からコートに入ってきたのは、灰色の髪のすごい美少女、ゲルニカ（十六歳バージョン）だった。

　普段のローブ姿ではなく、上はほとんど下着みたいにお腹なかが露出したチューブトップ、下はお尻しりが見えそうなくらい短くカットされたデニムショートパンツ。

　実にセクシーで似合ってもいるがお兄ちゃんとしてはちょっとやめてほしい格好だ。

　手には彼女愛用の先端にドクロが付いた杖つえ。

『いよいよやってまいりました決勝戦！　名勝負の多かった本トーナメント、決勝はショタ系美少年と巨乳美少女という異例の組み合わせになりました！　アレクサンドロ選手は我らがトリスメギストス魔道学院の生徒会副会長にして、魔王と恐れられる傑物です。なぜ子供の姿をしているかといえばシェンファ会長の命令だそうですが正直グッジョブです！　いけ好かないモテ野郎だと思っていましたが今の姿なら許せますハァハァ……！　対するバーンフィールド選手はリーゼル通りにあるホテル『居眠り子こ鹿じか』の娘さんだそうですが、驚きの魔法で精霊魔法科のビオン選手やレズル選手といった強豪を打ち倒し決勝にまで進出しました。エロカワイイ見た目に騙だまされると火傷やけどするぜ！』

「「「ゲルニカちゅわぁぁぁん!!」」」

　またも観客の野太い歓声。

　するとそれに対抗するかのように、

「「「ソリスきゅ～んっ！　がんばってぇぇぇ♥」」」

　黄色い歓声が聞こえた。

　どうも子供の姿にもかかわらずソリスにファンが付いてしまったらしい。

　女の子にキャーキャー言われること自体には耐性があるのだが、どうも彼女たちの目はかつての自分を見るような甘酸っぱいロマンス的な感じではなく、なんか妙にドロッとしたものを感じる。気のせいかもしれないが。

「大人気ですね、ソリスお兄ちゃん」

　ゲルニカは美しい顔に冷ややかな微笑を浮かべた。

「そういうニカもな。ていうか、どうしてニカが──」

『それでは試合開始です！』

　アナウンスがソリスの言葉を遮り、レフェリーが笛を鳴らした。

　ゲルニカはバッとソリスから距離をとり、何やら呪じゆ文もんを高速で詠唱。

　ドクロの杖の先端に黒い霧のようなものが集まりソリスに向かって放出された。

「《怨霊波ネガテイブブラスト》！」

「ちょ、ま、ニカっ!?」

　不意を突かれたソリスは回避が間に合わず、黒い霧の塊が腕に当たる。

　次の瞬間、二日酔いのようなもの凄すごい倦けん怠たい感かんがソリスを襲った。

「……く……ぅ……！」

　ランクＢの死霊術《怨霊波ネガテイブブラスト》。

　死霊術の源たる《冥めい界かい》に集つどった死者の想念を、そのまま撃ち出すという乱暴な術。

　殺傷力はないが精神にダメージを与えて気力を削そぎ、大量に受ければ自殺に追いつめることすら可能という危険性を秘める。

　白魔法の同系統の術に比べて必要魔力の割に効果が薄く、さらに扱いも難しいため使う者は少ないが、試合で相手を降伏させるには最適かもしれなかった。

「ニカ！　どうしてこんなことをする!?」

「問答無用です。私はいっぱいお金を手に入れて、たくさんの男たちにちやほやされて暮らすのです。そしてロジャーを後悔させてあげるのです！　────《怨霊波ネガテイブブラスト》」

　ゲルニカは再び黒い霧を放つ。どうにか回避したと思いきや、霧は方向を変えてゆっくりとソリスを追尾してくるではないか。

「もっといきますよ。降参してください」

　さらにゲルニカが連続して《怨霊波ネガテイブブラスト》を放つ。黒い霧のスピード自体は遅いが、数で攻められると厄介だ。

「くそっ、このままじゃ……」

　ソリスは焦る。逃げる一方では判定で負ける。かといってゲルニカを攻撃魔法で吹っ飛ばすというのも気が引ける。

「……だったら──」

　ソリスは急いで杖つえの魔石を交換する。緑シルフから黒シエイドへ。

　詠唱開始。

「──深い／不快／真っ暗な世界／真っ黒な世界／光無き深海の底／儚はかなき終しゆう焉えんはそこに／遙はるか彼方かなたの光を臨みながら／遙か過去の光を望みながら／在りし世界に手を伸ばす／手は在りし日に届くこともなく／ここは暗く／苦楽もなく／厭な世界／この心を慰め／共に堕おちよう／共に朽ちよう──……」

　ゲルニカの顔に驚きよう愕がくの色が浮かぶ。

「──心よ闇やみへ沈め！　《怨霊波ネガテイブブラスト》！」

　ソリスの杖の先端からゲルニカに向かって黒い霧の塊が襲いかかる。

「こんなマニアックな術まで習得していたなんて……！」

　まさか自分の戦法をそのままやり返されるとは思っていなかったらしい。

　動揺したゲルニカは逃げようとしたが、足をもつれさせてバランスを崩す。

　その背中に黒い霧が染み込むように入っていき────ゲルニカは死んだ魚のような目で重苦しいため息を吐いた。

「…………あ～……はい、もう……何もかもどうでもいいです。好きにしてください」

「なら降参ってことでいいか？」

「……はぁ～い」

「というわけで俺おれの勝ちだ」

　ソリスが言うとレフェリーは釈然としない顔をしつつも、

「しょ、勝者、ソリス・アレクサンドロ選手────！」
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「で、何があったんだ？」

　ソリスはゲルニカに尋ねた。

　優勝後、何やら表彰式や景品の贈呈があるということでソリスとマシロはトーナメント会場に残っていた。

「はいニカちゃん、ソフトクリームですよ」

　マシロが買ってきたソフトクリームを差し出すも、ゲルニカは陰いん鬱うつな顔で押し黙るばかりで無反応だった。

　直撃したとはいえ《怨霊波ネガテイブブラスト》は一発だけで、普通はここまで落ち込むことはない。

　恐らく、最初から精神的にどん底の状態だったのだろう。

「そもそもイベント参加資格は市民と学生だけの筈はずなのになんでニカが試合に出てたんだ？　そういえば実況の奴やつがどっかのホテルの娘だって……」

「……！」

　ソリスの言葉にゲルニカの頰ほおがぴくりと動き、いきなり大粒の涙が溢あふれた。

「……それは、ですね……ひっく…………ひっく……」

「……」

「……うう……ロジャーが……うぅ～……ロジャーが……」

「うんうん、あの駄目なおっさんがどうした？」




「ロジャーが結婚してしまったのです！」

「「ぶっ！」」

　ソリスとマシロが同時に噴き出し、マシロが舐なめていたソフトクリームがゲルニカの顔にぴちゃりとかかった。

「け、け、けっ、こ、ん……？」

　頭をフルに回転させるが、脳裏に浮かぶ駄目なおっさんの映像と結婚という単語がどうしても結びつかない。




　ゲルニカの話によれば、ロジャーの結婚相手はゲルニカたちが滞在していた安ホテルの一人娘（名前はクレア、年は二十三歳でかなりの美人らしい）。

　ゲルニカが十六歳の姿になってロジャーを悩殺してやろうと意気揚々とホテルに戻ったまさにその日、ロジャーとクレアに結婚の話を告げられた。

　ゲルニカは二人の養子となり、正式にロジャーはゲルニカの父親ということになった。

　クレアが何な故ぜあんな駄目なおっさんと結婚することにしたかといえば、あまりにも駄目すぎる宿泊客ロジャーの世話をあれこれ焼いているうちに情が移り、「こんな駄目な人は自分がずっと面倒見てあげなければ」と結婚することにしたらしい。

　きわめて不毛な関係に思えたが、クレアもロジャーもなんか幸せそうだった。




「……喜ぶべきなのはわかっているのです……クレアおねえ……じゃなくて、お母さん、すごくいい人ですし……でも……うう～、ぐずっ……」

　涙を浮かべてゲルニカは鼻をかんだ。

　たしかに可哀かわい想そうだとは思う。

　あんな駄目なおっさんに若くて美人の奥さんができるなんて不条理すぎると思う。

　だがソリス的には、これでゲルニカがロジャーを誘惑とか馬ば鹿かなことを考えなくなると思うとホッとする気持ちもある。

　泣きながらうなだれるゲルニカの涙をソリスはハンカチでそっと拭ぬぐって、頭を優しく撫なでた。

「ふぁ……お兄ちゃん……」

　ソリスは優しく微笑ほほえみかけた。

「……すぐに元気だせ、とは言わないけどさ、ロジャーだけが男ってわけでもないし、また新しい恋を見つければいいじゃないか。つーかあと五年もすればこんなに可愛かわいくなるんだから、世の中の男どもはみんなニカに夢中になるって」

「……私、可愛いですか」

「おう。俺おれが知ってる中でも一、二を争うくらい可愛いよ」

「……そんな、照れます」

　ぽっと頰ほおを赤らめるゲルニカを、ソリスはそっと抱きすくめた。

「ニカにはすごい幸せな未来が待ってる。父親も母親もできたし、魔法の才能もあるし、頭だっていいし、将来巨乳美少女になることが約束されてんだ、もう完かん璧ぺきに勝ち組人生じゃないか。愛情も財産も名誉も手に入れ放題だ」

「お兄ちゃん……」

　ゲルニカはソリスの胸に顔を埋めた。

「お兄ちゃんの身体からだ、あったかいです……」

　……傍はた目めには十六歳の美少女が十歳の少年に甘えているという微妙な光景だったが、ゲルニカの顔は幸せそうだった。

　と、そのとき、アナウンスがかかった。

『ソリス・アレクサンドロ選手、表彰式を始めますので第二コートに来てください』

「……そういえばなんなんだろ賞品って」

　ポイントは既にもらっているし、あんまり邪魔になるような物は要らないのだが。

　ソリスはゲルニカから離れ、第二コートへと歩いていく。

　その後ろ姿を見つめるゲルニカの眼まな差ざしが熱っぽく潤んでいることには気付かずに。

「……あれ？　ここへきてまさかのサブヒロイン追加ですか？　会長さんなきあとの幼女枠に滑り込みですか？　昔の姿だから油断してました……あの天然女たらし……」

　そんなマシロの呟つぶやきは、誰だれの耳にも届かなかった。
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　表彰式といっても簡素なもので、このトーナメントの企画者であるらしい四十代の男（召喚魔法科の講師の一人だった）に賞状と賞賛の言葉をもらっただけだった。

　だが男はポケットから何やら淡いピンク色に光るオーブを取り出し、「これは先日私が偶然手に入れたものだが、非常に強力な魔力増幅器ブースターだ。キミのように力の使い方を心得ている者ならば、これを持つ資格があるだろう」とソリスに渡してくれた。

　受け取ったオーブをソリスはまじまじと観察する。

　たしかに凄すさまじい魔力を感じる。

　ほぼ確実にフラグメントだった。

　思わぬ収穫に喜びながらソリスがマシロたちのところに戻ると、そこには子供姿のアイザックとクオンもいた。

「実に面白い企画であった。魔剣の使用が不許可なのが悔やまれる」

　試合を観戦していたらしいアイザックが言った。

「……お前が出場してたらさすがにヤバかったかもな」

「うむ……いつかお前と再び死合いたいものだ。どこかにルール無用、武器使用自由のデスマッチ企画でもないだろうか」

「そんなのあっても俺おれは出ないぞ」

　物騒なことを言うアイザックにソリスはジト目で言った。

「それよりクオン、ちょうどよかった」

　ソリスはクオンに先ほど手に入れたフラグメントを渡した。

「……フラグメント№50、《性転換》ですね」

「……そんな名前なのか」

　効果は聞かなくても名前からわかった。

「ハァ……また妙なのが……ともあれ早めに見つけられてよかった」

「……ふむ……」

　アイザックが興味深そうにオーブを見つめる。

「……名前から察するに、性別を逆にするということか？」

「はい。例によって一時的にですが、オーブに触れながら性別逆転を強く念じれば男性ならば女性に、女性ならば男性になってしまいます」

「……よく見せてもらえないか」

「どうぞ」

　クオンからオーブを受け取りアイザックは妙に真剣な顔でそれを見る。

「……男が女に……つまり…………」

「待てアイザック。お前が何を考えているか残念なことに想像がついた」

　ジト目でソリスはアイザックからフラグメントを奪おうとするが、アイザックは手を放さない。

「頼むソリス、せめて一度だけ……男が女、女が男、そして少年は、」

「駄目だ馬ば鹿か！　強く思い描えがくんじゃない!!」

　ソリスは叫んだ──が、遅かった。

　フラグメント《性転換》から赤と青の光が放たれ、オーブを握っていたアイザックとソリスの身体からだを包む。

　数秒後に光は消え────…………恐る恐る、ソリスは自分の股こ間かんに手を当ててみた。

　あるべきものがついてなかった。

　ころん、とフラグメントが地面に落ちる。

　目の前には、くりっとした瞳ひとみが愛らしい黒髪の幼女──アイザックがいた。

　シェンファやゲルニカの本来の姿よりも、多少胸が膨らんでいる。

「…………」「…………」

　ソリスとアイザックは暫しばし無表情で見つめ合う。

「……その、なんだ……」

　冷や汗混じりにアイザック。

「…………すまん、つい、魔が差した」

　ソリスは無表情で眼鏡をくいっと直し、

「……俺おれはきっと、お前のような人間がかつて『鬼』の世界を滅亡に追い込み、戦争などの悲劇を起こしたのだと思う。今ここで人類の未来のためにお前を抹殺すべきかどうか、かなり本気で悩んでる」

　ガチな殺意を込めて淡々と言った。

　…………と、いうわけで。

　ソリスは幼女になってしまった。
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　よく考えたらフラグメント《性転換》をもう一度使えばまた男に戻れるじゃないかと使ってみたのだが、どういうわけかソリスとアイザックには効果がなかった。

　クオンの話によれば、詳しい理由は不明だが多分《年齢交換》と《性転換》という二重の変化を行ったことが原因だという。

　つまり例によって《灰》を持つシズの到着を待つか、効果が切れるのを気長に待つしかないらしい。

「あーちくしょう……こんな姿でイベントに出ろってのかよ……アイザックのクソ馬鹿野郎が……！」

　毒づきながらソリスは歩く。

　マシロの他ほかに何な故ぜかゲルニカもついてきた。

　アイザックとクオンとは再び別行動だ。

「ソリスくん、女の子がそんな汚い言葉遣いをしてはいけません」

「女じゃねえ！」

　優しくたしなめるマシロの言葉を全力で否定するソリス。

　ちょうどそのとき横の建物のガラスにソリスの姿が映った。

　認めたくはないが──女の子だった。

　しかも自分で言うのはあまりにも痛すぎるが──かなりの美少女だった。

　骨格そのものが少し変化しているようで、男だった時よりも全体的なシルエットは細く、しかし胸はやや膨らんでいる。

　髪も少し長く顔立ちも柔らかくなり、眼鏡をかけていることと相まってその顔はなんとなく、おとなしい文学少女みたいな印象だった。

「お兄ちゃん。その服装も変えた方がいいのではないでしょうか」

「変えない！　女物の服なんて着るか！」

　ゲルニカの言葉にソリスはぶんぶん首を振る。

　たしかに今のソリスの姿には男物の服があまり似合っていなかったのだが、かといってこの姿に似合うような服を着たら人として何か大切なものを失う気がする。

「むー」「うー」

　マシロとゲルニカは揃そろって残念そうな顔をした。

「……とにかく次の企画に行くぞ」

　やけにジロジロと周囲の人に見られているのは気のせいではないだろう。

　エロ可愛かわいいゲルニカと男物の服を着た美幼女と美少女のマシロの三人組は、仮装やコスプレの人が普通に歩いている中ですら目立つ。

　ソリスは足早に通りを歩く。

　時刻は間もなく正午。

　現在、ソリスたちは学院を出て市街地を歩いている。

　トリス学院の敷地内での高得点が狙ねらえるイベントは軒のき並なみ魔法トーナメントと同時間帯に行われていたため参加することができず、現在の学院は演劇やライブ、模擬店など、ごく普通の学園祭と変わらない状態となっている。

　それはそれで楽しいのだが、優勝するためには学院外の高得点イベントを狙う必要があった。

　全部のイベントを把握しているわけではないので、あちこちで配られているイベントの告知ビラを片っ端からもらってめぼしい企画を探す。

　なるべく短時間で終わって高得点が入るようなのがいい。

　ちなみに現在のソリスのポイントは７４０点で、順位は１位だった。

　トーナメントで優勝したことで見事スタートダッシュに成功した形である。

　２位はキャロルの６８０点で、その他ほか上位には準備スタッフとして一緒に仕事をしたことのある学院生や他校の生徒が並んでいる。

（このリードをさらに広げないと安心はできないな……）

　それから、先ほどソリスにフラグメントをくれた教師の名前も１００位台にあった。

　決勝戦が少しアレだったが魔法トーナメントは非常に盛り上がり、千人以上集まっていた観客からの評判も上々で、主催者である彼にも大きくポイントが加算されたのだ。

　選手、準備スタッフ、イベント企画者など、祭りに参加する全員にポイント獲得のチャンスが与えられているので油断できない。

　参加者の数によってポイントは上下するので、たとえば一万人以上を動員するコンサートなどを見事に成功させたらその主催者にドカンとポイントが入り大逆転ということも有り得る（ソリスが知る限りそんな大規模なイベントは存在しない筈はずだが）。

「ソリスくんソリスくん、コレなんかどうですか？」

　マシロが一枚のビラを見ながら言った。

「優勝したら７７７点ももらえますし、会場はちょっと遠いですけど開始時刻は五時なので道すがら他のイベントに参加しながら目指せばちょうどいい感じですよ」

「７７７点ってすごいな。どんなイベントなんだ？」

　興味を惹ひかれてそのビラを見せてもらう。




　ミス紅こう蒼そう祭さいコンテスト（幼女部門）




「却下だ」

　ソリスは即答した。

「ええー？　ソリスくんだったら可愛かわいい服着て出場したら絶対にいいとこまで行くと思うんですけど」

「絶対出ない」

　企画者の名前を見ると、シェンファ・パラケルススとあった。

　……察するにシェンファが自分で出場し優勝するつもりで企画したのだろう。

　今のシェンファの外見は十六歳だから出場することはできないが。

　ソリスは他のビラを読んでいく。

「……お、これなんか短時間で終わるしサクッと稼ぐにはちょうどいいかも……」
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　それから四時間半が経過した。

　ソリスの現在のポイント、８４０点。

　順位は…………２４８位。

　四時間半で全部で五つのイベントに参加しながら、ソリスは合計で１００ポイントしか増やすことができなかった。

　サクッと稼ぐどころか、惨敗だった。

　最初に参加したのはごく普通のマラソン大会で、体力には自信があるソリスは最初からかなりのハイペースで飛ばしたのだが、途中であっさりと力尽きた。

　幼女の身体からだでは十六歳の秀才魔道士だった頃ころと比べて格段に体力が落ちているらしい。

　それどころか身体の使い方自体も不慣れで、何もないところで転んだりというドジっ娘こぶりを披露してしまったりした。

　その汚名を返上すべく（マシロとゲルニカは反対したにもかかわらずムキになって参加した）障害物競走ではまさかの最下位。

　三度目の正直とばかりに参加した、魔法使用ＯＫの障害物競走においては、前回のマラソンや障害物競走で疲労しきっていたためまともに魔法を使うことすらできず、あっさりとリタイヤ。

　体力系の勝負は幼女の身体には不利だとようやく思い知ったソリス、今度はクイズ大会に出場したのだが、運悪くシェンファと鉢合わせてしまった。

　シェンファは幼女の姿になったソリスを見て大爆笑したのち、全すべての問題をコンプリートするという凶悪な頭脳を見せつけて優勝。ソリス他ほかそれ以外の参加者は一問も解答することが出来なかった。

　五番目に参加したのは大食い大会だった。

　昼食を何も食べてないからか幼女の身体でもいいところまで行けると思われたのだが、どうも味覚まで子供の頃に戻ってしまっていたらしく、四皿目に登場した激辛餃子ぎようざになすすべもなくリタイヤした（その際、あまりの辛さに観衆の面前で大泣きしてしまうという醜しゆう態たいを見せた）。

　というわけでソリスが獲得したポイントは、各イベントの参加賞20点×５＝１００点。

　ソリスがもたついている間にキャロルや他の参加者は順調にポイントを伸ばし、現在１位のウィルド・ヘンドリクス１３８０点との差は実に５４０点。

　時刻はもう夕暮れ。

　高得点が稼げるイベントはほとんど終了しており、よほどのことがなければ今日中に１位に返り咲くことなど不可能に思われた。

「……もう駄目だ……しょせん俺おれは幼女なんだ……」

　公園のベンチでがっくりと肩を落としてうなだれるソリスの髪を、マシロはくしゃくしゃと撫なでながら、

「大丈夫です！　まだ希望はあります！」

「……そんなのどこにあるんだよ」

　マシロは一枚のビラをソリスに手渡した。

　……五時から始まるミスコン（幼女部門）の案内だった。

　会場はここから歩いて十五分程度で、直前までエントリーを受け付けているので今からでも急げばなんとか間に合う。

　だが、

「……あのなあ。俺はこんなの──」

「諦あきらめるんですか？」

　ソリスの言葉を遮ってマシロは言った。

「私の知ってるソリスくんは、どんなに大変な状況でも絶対に諦めたりしない人です。少しでも可能性があるならそれに賭かけてみる人です」

「…………っ！」

　ハッとするソリス。

　たしかに自分はいつだってそうしてきた。

　魔道士として、一人の男として。

　何より恥ずべきことは、ここで諦めて敗北を認めてしまうことだ。

　ミスコンに出ることなど、恥でもなんでもない。

　本当に大切なもののためならつまらないプライドなど捨てられる──それこそが、この俺、ソリス・アレクサンドロの本当の誇りなのだ。

「……では行きましょうかお兄ちゃん。急がないと時間に間に合わなくなります」

　ソリスの目に光が宿ったのを確認しゲルニカが言った。
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　ミスコンの会場は二千人収容可能な多目的ホールだった。

　入り口でエントリーを済ませ、中に入る。

　名前はソリス・アレクサンドロではなく『リリス・クロレアサンド』という偽名でエントリーした。

　基本的にどのイベントにおいても、偽名でエントリーすることは問題ない（カードにポイントを加算するときに本名はバレることになるが）。

　さらにこのミスコンにおいては、年齢制限どころか、性別の制限すらない。

　ビラによれば、「幼女とはクオリアである。年齢、性別に関係なく、最も幼女であった者こそが真の幼女王なのである。　ｂｙシェンファ・パラケルスス」とあった。

　意味がわからなかった。

（……幼女王って何だよ）

　ともあれ、「男だと発覚して失格」ということはないと保証されているので、安心して幼女として参加することができる。

　控え室へと続く廊下を歩いていると、後ろの方からもの凄すごい歓声が聞こえてきた。

　どうやらミスコン（幼女部門）の前に開催されていたミスコン（一般部門）が終わったらしい（こちらの主催者はシェンファではないようだった）。

『優勝はキャロル・カリオストロさんです!!』

　司会の声に驚く。

「キャロル!?」

「ちょっと見に行ってみますか？」

　マシロの言葉に頷うなずき、ソリスたちはＵターン。

　観客席に行くと、ステージ上には布地がやたらと少ない赤いビキニ姿のキャロル（巨乳）が誇らしげな表情で高らかに優勝トロフィーと花束を掲げているのが見えた。

　キャロルの後ろでは参加者らしい五十人以上の水着姿の少女や成人女性や老婆やおっさんが拍手をしている。

　その中でただ一人がっくりとうなだれているのはフリルの付いた可愛かわいい水着を着た小柄な少女──メイだった。

　優勝者のキャロルはそんなメイの方を向き高笑い。

「おーっほっほっほ！　身の程というものがおわかりになりましてゾンビ娘──いえ、負け犬！　負けゾンビ犬！」

　メイは悔しさをにじませながら、

「キャロル先パイが優勝できたのはそのおっぱいのおかげです！　なんですかそのきわどい水着！　借り物の力で優勝して先パイはそれで満足なんですか!?」

「フッ、なんとでもおっしゃいな負け犬。豊満な胸も、それに見合った美び貌ぼうがあってこそ初めて引き立つというもの！　わたくしのこの脚、肌、そして顔！　全すべてを兼ね備えたわたくしだからこそ、この胸の真価を発揮することが可能なのですわ！　ロリ顔巨乳？　ハッ、そんなものは邪道ですわ！　この胸は本来、わたくしのためにあったに違いありませんわ！　この姿こそが真のわたくし！　パーフェクトキャロルなのです！」

　キャロルの暴論についにメイがキレる。

「そ、そんなわけあるかー！　返してください！　わたしのおっぱい返してください！」

　メイは涙目で飛びかかり、キャロルの胸を鷲わし摑づかみにする。

「は、放しなさいゾンビ娘！」

「放しません！　かーえーしーてー！　おっぱい返してー！」

「そ、そんなに引っ張ったら、水着が！　きゃあっ!?」

　メイに引っ張られ、キャロルの水着が取れた。

　ぷるんっ！

　もともと申し訳程度に隠されていた見事な胸が露あらわになり、客席から大歓声が上がった。

「……なにやってんだあいつらは……」

　嘆息しつつ、ソリスたちは踵きびすを返し客席をあとにした。
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　参加者用の衣装や水着は主催者側でも用意してくれていたらしく、ソリスはマシロとゲルニカと一緒に幼女部門の衣装部屋に入った。

　衣装部屋では六歳から十歳前後の幼女たちが三十人ほど、無防備な姿できゃっきゃと談笑しながら着替えをしていた。中には真っ裸の幼女もいる。

　参加資格自由とはいえさすがに幼女とその保護者らしき女性以外は見当たらないが、もしもこの光景を目的に参加する変態男がいたらどうするのだろうと不安になった。

「ゆうしょうできるかしら」「ゆうしょうはしぇんふぁちゃんかと。しぇんふぁちゃんはようじょなのにせいとかいちょうでとてもえらいのです」「されどしぇんふぁちゃんはしゅつじょうしないとのうわさ」「なんと。それならわたしにもちゃんすあるかもです」「でもでも、こないだしょうてんがいのぺっとじまんたいかいにでてたげるにかちゃんてゆうこもすごいかわいかったですぞ」「きいたことあります。あのうわさのねこみみようじょですな」「ねこみみはちょっとあざといかと」「あざとくてもかわいければゆるされるのです」「しかり。かわいいはせいぎなのです」

　……そんな会話を交わす幼女たち。どうやらシェンファとゲルニカは街の幼女たちの間でも有名なようだ。

　ゲルニカの顔を見ると、ネコミミ姿のことを思い出したのか真っ赤になっていた。

「さあてソリ……リリスちゃん、ぬぎぬぎしましょうねー♥」

　マシロがものすごくイイ笑顔でソリスの服のボタンに手をかけた。

「べ、別に自分で脱ぐからいい！」

　するとゲルニカがソリスを後ろから羽交い締めにして、

「リリスちゃん。幼女は幼女らしくお姉ちゃんたちの言うことを聞くものです」

「だ、誰だれがお姉ちゃんだ！　中身は幼女のくせに！」

「幼女？　はて、なんのことでしょう？　私は見ての通りのセクシーギャルですが？」

「とぼけやがってこの噂うわさのネコミミ幼女め……」

　そうこうしている間にも、マシロは手早くソリスの服を剝はいでいき、あっという間に真っ裸にされてしまった。

「な、なんでパンツまで脱がすんだよ！」

「一人前の幼女なら下着にまでこだわるのは常識です。時間があれば私の部屋からとっておきのえっちな幼女用パンツを持ってくるのですが……」

　ゲルニカは真顔で答えた。

「さーてどれにしよっかなー♪」

「リリスちゃんの場合、眼鏡っ娘こという特徴を最大限に生かすのがいいと思います」

　マシロとゲルニカは部屋に用意された衣装を嬉うれしそうに物色し始める。

　ソリスは嘆息した。

「もう好きにしてくれ……時間ないんだから早く……」
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『それでは皆様お待ちかね、ミス紅こう蒼そう祭さいコンテスト幼女部門の始まりです！　幼女の皆さん、入場してください！　会場の皆様は盛大な拍手でお出迎えください！』

　盛大なファンファーレとともに司会の声が響き、ソリスは他ほかの参加者たちに混ざってステージへと出て行く。

　順序よく整列して出るのではなく、わーわーきゃーきゃー言いながら五十人近い幼女たちが登場すると、客席から歓声と拍手が鳴り響いた。

　幼女たちの胸元にはエントリーナンバーが書かれたバッジ。ソリスは49番。

　二千以上の客席はほぼ満員で、これだけの観衆の前に立つのはソリスも初めてのことで少し緊張する。

（……足下がすーすーするし……）

　マシロとゲルニカがソリスに着せたのは、上品な印象のブラウスとスカートだった。

　下着もゲルニカが厳選した、下品ではない程度に布面積が少ないフリルの付いた白いヒモパンをはいている。

　鏡で自分の姿を見たところ、確かに似合ってはいた。

　というか、すごく可愛かわいいとも思う。

　周囲の幼女たちがひそひそと「あれはいったいどなたかしら」「きょうりょくならいばるしゅつげんですな」「だれかとぅしゅーずにがびょうを」などと話していたので、幼女の目から見ても可愛かわいいのだろう。

　それでも嬉うれしくない。

（うう……ついに俺おれは女物の服を着てしまった……）

　心の中で泣くソリス。

　なんかもう、堕おちるところまで堕ちてしまった気分だ。

　こうなったらなんとしてでもこのコンテストで勝つしかない。

（……ところで何をやるんだろう？）

　ビラには「審査方法　観客による投票」と書かれているだけで、具体的に出場者が何をすればいいのかはどこにも書かれていなかった。

　ソリスの疑問に答えるように司会者が審査方法を説明する。

『審査員は客席にいる皆様方！　投票できるのは一人五票で、お手元のピンポン球にイイと思った幼女の番号を書いて通路の方に転がしてください！　同じ幼女に複数回投票することも問題ありません！　そして出場した幼女の皆さんは────ステージの上で自由にしてください!!』

「は……？」

『きゃっきゃうふふふと戯れるもよし、歌を歌うのもよし、特技を披露するのもよし！　その行動に審査員が萌もえれば得点が入るというわけです！　つまりルールは、「ただ幼女らしくあること！」より幼女らしくあった幼女が優勝という極めてシンプルなルールなのです！　制限時間は三十分！　それでは皆さん、レディー、ゴ────ッ!!』

　司会者の言葉に素直に従い、幼女たちはそれぞれ勝手に遊び始めた。

　ステージ上にはご丁寧にもボールやフラフープ、本棚、タンス、さらには冷蔵庫まで用意してある。

（幼女らしくって言われても……！）

　ソリスは困惑するしかなかった。

　歌だろうが踊りだろうが、何かやれと言われれば潔くやってやるつもりだったのだが、幼女らしく自由に動けと言われても非常に困る。

（どうすればより幼女らしくなれるんだ……!?　幼女のことなんてさっぱりわからん！）

　ステージの端で何もできずに突っ立ているソリスを横目に、他ほかの幼女たちは無邪気にボール遊びをしたりお菓子を嬉しそうに食べていたりする。

　その様子を観客たちも癒された顔で見つめ、次々とピンポン球に番号を書く。

（くそっ、どうしたら……！）

　そのとき──ソリスの身体からだに震えが走った。

（…………や、ヤバい……トイレ行きたい……）

　尿意をもよおしてきたのだ。

　二千人もの観衆の前にいる緊張、勝たねばならないというプレッシャー、スースーする足下、それに何より、先ほどの大食い大会で激辛餃子ぎようざを食べたあと水を飲みまくったのが最大の原因だろう。

（なんて不便なんだ幼女の身体からだ……でも大丈夫、あと三十分くらいなら……）

　一度ステージを離れると二度と復帰できないので、その時点で負けが確定する。なんとか最後まで我慢しなければ。

　と、そのとき歓声が上がった。

「おお、すごいぞあの幼女！」「萌もえだ、最高に萌えである！」

　見ればステージの真ん中あたりで、黒髪に白いワンピース姿の幼女が寝そべって鼻歌を歌いながら画用紙にクレヨンでお絵かきをしている。

　彼女が足をぱたぱたさせるたびにワンピースの裾すそがフワッと上がり、可愛かわいい下着がチラリと見える。

　しかし本人は自分がパンチラしていることなど気付いておらず、無む垢くな笑顔で楽しそうにお絵かきに集中しているのだ。

「できたぁ♥」

　にっこりと完成した絵を客席の方へと向ける。

　そこに描かかれていたのは男性らしい人物と遊ぶ彼女の姿で、上の方に大きな字で『だいすきなおにいちゃん』と書かれていた。

「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！！！！」」」

　客席は大盛り上がりで、いそいそと彼女のエントリーナンバーである「14」をピンポン球に書いて転がす。

　幼女は続いて冷凍庫に向かう。

「わぁ、ソフトクリームだぁ♥」

　嬉うれしそうにソフトクリームを取り出し、歩きながら舐なめる。

　しかし突然、少女は「きゃっ」と悲鳴を上げて転んでしまった。

　口元から胸元にかけて白いクリームがこびりつく。

　幼女はへたり込んだまま胸元をぱたぱたさせながら「あぁんソフトクリームがぁ」と悲しそうな顔をした。

　さらに盛り上がる客席、次々に転がされるピンポン球。

「あざといわぁ」「あのこなかなかやりますね」「まさしくぷろのようじょですな」「ころぶかくどといい、くりーむのいちといい、けいさんされつくしていますぞ」「どじっこにみせかけようとわれわれのめはごまかせません」「ぱんちらもけいかくてきはんこうですな」「しかしあのみのこなし、おそらくそうとうなてだれかと」と近くであやとりをしていた幼女たちが無邪気な顔のままひそひそと囁ささやいていた。

（なんだこの幼女たち……!?）

　戦せん慄りつするソリス。

　確かにあの幼女の本来の姿は相当な手練れだ。

（なにやってやがるんだアイザック……！）

　あざとくも愛くるしい行動で観客からの票を乱獲しているのは、まぎれもなく幼女化したアイザックだった。

（俺おれが今こんな格好で途方に暮れてるのは全部あいつのせいだ。ああちくしょうトイレに行きたい……！）

　ソリスの恨みがましい視線に気付いたか、アイザックがにっこりと微笑ほほえんで、手近にあった絵本を拾ってこちらに向かって歩いてきた。

「……？」

　胡乱うろんな視線を向けるソリスにアイザックは微笑んで、

「いっしょにごほんをよみましょう？」

　すると客席からまた歓声。

「なんという優しい娘こだ！」「可愛かわいいうえに思いやりもあるのか！」「寂しそうにしている他ほかの幼女にまで手を差し伸べるとは、幼女王の気質に充ち満ちている！」「美しきかな幼女の友情……！」

　そして続々と転がされるピンポン球。

「……どういうつもりだアイザック」

　小声で尋ねるソリスにアイザックはくりっとした目の怪け訝げんそうな顔で、

「さて、なんのことかな。今のオレはアイザックではない──アイ子という名の一人の幼女にすぎん」

「……ふざけんな」

　吐き捨てるように言って、ソリスはアイザックの横をすり抜け離れようとした。

　しかしアイザックはソリスの手を摑つかむ。

「まって！　お友達になりたいの！」

「キモいこと言ってんじゃねえ！」

「ああっ！」

　手を振り払って歩き去ろうとするソリスに、アイザックはさらに追いすがる。

　観客はますます盛り上がる。

「おお、反抗期ですな」「すげなくされても諦あきらめないあたり、あの幼女は委員長気質と見た」「いたいた、ああいう娘、俺の子供の頃ころにもいた！　懐かしいなあ」「しかしもう一人の娘はいささかツン度が高すぎじゃないかなー」「ツンツンなのはともかく、言葉使いが乱暴なのはいただけませんな」

「仲良くしましょうよ、二人で遊んだ方がきっと楽しいわ」

「う、うるさい死ね！」

　荒い足取りで歩き回ると、ますます尿意が強まってくる。

（うああああああやばいやばい……！）

「ねえまってってばー」

　ソリスは伸ばされたアイザックの手を避よける。

「いやぁん」

　アイザックが傍はた目めには自然に、しかし明らかにわざとバランスを崩して転んだ。しつこすぎる印象を軽減するための計算されたドジ演出だ。

　アイザックが伸ばした手がソリスのスカートをむんずと摑つかみ──そのままスカートをずりおろした。

「な──!?」

　うおおおおおおおおおおおお!!　と野太い歓声が上がる。

　ステージのど真ん中──二千人を超える観衆の面前で。

　ソリスはパンツ（ゲルニカが選び抜いた素敵パンツ）を公開する羽目になった。

「……あ、すまん」とアイザックが倒れたまま小さく謝った。

　全裸を見られたときよりも、アンデッドが苦手ということを知られたときよりも遙はるかに勝る圧倒的な恥辱に、ソリスの頰ほおが紅潮し、顔がくしゃりと歪ゆがみ目に涙が滲にじむ。

　しかし滲み出たのは涙だけではなかった。

　ぽたぽた────ソリスのパンツを湿らせ、床に滴り落ちる液体があった。

　Ｏ・ＭＯ・ＲＡ・ＳＨＩだった。

「……あ…………う……ぅぅ………………ふぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　幼女ソリスの涙るい腺せんは決壊し、ステージの真ん中で声を上げて大泣きした──。
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　そして──……。

『１位、得票数五六九八票!!　リリス・クロレアサンドちゃん!!　なんと２位に千票以上の差を付ける圧倒的な勝利でした!!』

　司会者の声を、ソリスは無表情で聞いていた。

　あのあとステージの横から出てきたゲルニカとマシロに連れられてトイレに行きパンツとスカートを替えてもらった。

　途中退場するともうステージには復帰できないので完全に諦あきらめていたのだが、どういうわけか優勝してしまったらしい。

　祝福の言葉とともに渡されたトロフィーを持ち、おぼつかない足取りでソリスは会場をあとにした。

　他ほかの幼女たちが口々に「おもらしとはもうてんをつかれましたな」「せいすいぷれいというやつですか」「さすがにせいすいにはかてません」「まさかここまでやるとは」「なみだとおしっこはようじょさいきょうのぶきということですな」「なくようじょともらすようじょにはかてぬ」「あやつこそしんのようじょなり」「われらもしょうじんせねば」などと話しているのが聞こえた。

　そのソリスの前に、アイザックが現れた。

　幼女アイザックは実に爽さわやかな笑みを浮かべ、

「フッ、オレの完敗だソリス。オレは自分の幼女としての技量を確かめたかったのだが──技術でも知識でもなく、何より大切なのは魂なのだな。所しよ詮せんオレはまがい物の幼女だった。おめでとうソリス、貴様こそ古今無双の幼女だ」

　満足げな口ぶりでわけのわからないことを言いながら握手を求めてきたアイザックをソリスは醒さめた目で見つめ──

「──《水竜の息吹サンダーブレス》」

「ぎゃああああああああああ!?」

　手加減も何もなく至近距離から放たれた電撃魔法の直撃を受け、アイザックはぷすぷすと黒こげになってそのまま動かなくなった。

「……さすがにやりすぎではないでしょうか？」

　少し心配そうにゲルニカが言って、杖つえでつんつんとアイザックをつつく。

「う……うぐ……」

　どうやら生きていたらしい。

「……死ねばよかったのにな」

　冷酷な口ぶりで言って、アイザックに目を向けることすらなくソリスは歩いていく──。




　ともあれ。

　ミスコン（幼女部門）で優勝したソリスのポイントは１６１７点となり、どうにか１位に返り咲くことに成功したのだった。
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　ミスコンが終わったあと、気力体力ともに疲ひ弊へいしきっていたソリスはキャロルの屋敷へと戻った。

　幸い午後六時以降はポイント獲得イベントはなく、屋台や花火大会などがある普通のお祭りとなる（街全体が舞台なので普通と言うにはかなり派手だが）。

　せっかくだからマシロと一緒に夜の紅こう蒼そう祭さいにも繰り出してみたかったのだが、明日に備えて外出は控えることにした。

　それにフラグメント探しの会議もしなければならない。

　キャロルの屋敷に泊まっているソリスとマシロとメイとヒカリだけでなく、シェンファにゲルニカにアイザックにアンジェラス三姉妹と、フラグメント捜索に乗り出しているメンバーみんなでここに集まることになっていた。

　七時にはアイザック以外の全メンバーが屋敷に集まったので、夕食の前にさっそく会議をはじめることになった。

　……何な故ぜか風ふ呂ろで。

「みんな女の子なんだからお風呂で話し合いをしましょう」というマシロの提案に、何故かほとんどの人間が賛成。「俺おれは男だ！」という幼女ソリスの提案はあっさりと無視され、無理矢理風呂場に連行されて全裸にされた。

「今日は汗もいっぱいかきましたし、しっかり身体からだを洗わないといけませんねー」

　全裸のマシロが笑いながら、腰掛けに座って身体を洗おうとしていたソリスの後ろにやってきた。












「な、何だよ身体からだくらい自分で洗うよ！」

「遠慮しなくていいですよソリスくん。お姉さんが洗ってあげます！　えへ、懐かしいですねー。初めて会った日のことを思い出します」

「できれば二度と思い出したくない記憶なんだよそれは！」

　抗議するソリスにかまわず、マシロはタライに汲くんだお湯をソリスの背中にかけた。

「それじゃきれいきれいしましょうねー」

「マシロお姉ちゃん。私も手伝います」

　そう言ってやってきたのはゲルニカだった。全裸で、全身石けんの泡まみれだった。

「な、おま、待て、」

　ゲルニカはソリスの横側から抱きつくように身体をこすりつけてきた。

　ふにゃふにゃした柔らかいものがソリスの肌の上を這はい回る。

「気持ちいいですかお兄ちゃん。私、お兄ちゃんが気持ちよくなってくれるなら何でもしてあげます」

　何な故ぜか頰ほおを赤らめながら微笑ほほえむゲルニカ。

「わ、わたくしもソリス様のお身体を洗うのを手伝わせていただきますわ！」

　そう言ってやってきたのはキャロルだった。

　彼女もゲルニカと同じように全身に泡をまとっている。

「だからやめろって！」

　制止の言葉も聞かずキャロルはゲルニカの反対側からソリスの身体に抱きつき、肌をこすりつけてきた。

「ご遠慮なさらず。いつの間にか幼女になってしまわれて……ソリス様、おいたわしいですわ。哀れなソリス様のためにミスコン優勝者であるこのわたくしが仕方なくご奉仕してさしあげます」

　抵抗しようにも幼女の力ではマシロゲルニカキャロルの三人の力には抵抗できない。

「何やってるんですかあなたたちは！　ここはお風ふ呂ろ場ばです！　いかがわしいお店じゃないんですよ！」

　注意したのは、いつもなら率先していかがわしいことをしてくるメイだった。

「あら、貧相な身体の負け犬は黙っていてくださるかしら？」

　メイに侮ぶ蔑べつの視線を向けながら、キャロルはさらに胸をソリスの頰に押しつけてきた。

「むぎゅ……」

「……はしたない真ま似ねはやめるのだニカ。姉として悲しいぞ」

　真面目な顔でシェンファがゲルニカをたしなめるが、

「年端のいかない幼女の身体をナイスバデーのお姉さんが洗ってあげることの、一体何がはしたないというのですか？」

　ゲルニカも自分の乳をソリスの顔に押しつけてきた。

「むぎゅぐぐぐ……」

　両側から巨乳で圧迫され、幼女ソリスの小さな頭はほぼ完全に乳の中に埋もれてしまっていた。呼吸ができない。

「だずげ……」

　マシロに救いを求めようとするが、彼女はソリスの窮地に気付かず機嫌良さそうに背中を洗ってくれている。

「お兄ちゃん、かゆいところはありませんか？」

「ソリス様、よ、よかったら、す、吸ってもかまいませんわよ!?」

「だからそんな下品なことはやめてください！」

「その通りだ！　そんな、胸で挟むなど……挟むなど……うぐぐ……！」

　悔しげなメイとシェンファ。

「おーっほっほっほ、貧乳ズはおとなしく見ていると宜しいですわ！」

「その通りです。これはえっちなプレイなどではないのですから言いがかりはやめてください。胸が小さいと心まで小さくなってしまうのでしょうか？　困ったものです」

　ますます強く胸を押しつけてくるキャロルとゲルニカ。

「……ちょっといいかい」

　そう言って立ち上がったのはアンジェラス三姉妹の長女──牛子だった。

　ぶるん、とキャロルやゲルニカよりも大きな胸が迫力満点に揺れ、キャロルとゲルニカは硬直した。どうやら現在、この空間では乳が大きい者ほど偉いというヒエラルキーが存在しているらしい。

「な、なんでしょうか牛子様」

「……いや……眼鏡君、気絶してないか？」

　キャロルとゲルニカが慌てて身体からだを離すと、乳に圧迫されて窒息寸前だったソリスが青い顔でぐったりしていた。





　　　†






「酷ひどい目にあった……」

　なんとか助かったソリスは気を取り直して湯船につかる。

　本来の姿とも男の子の姿ともだいぶ勝手が違う幼女の身体でも、やっぱり風ふ呂ろは気持ちよかった。

「では会議を始めるとしよう」

　シェンファはマナが持ってきた熱あつ燗かんをちびちびと吞のみながら言った。

　今の身体からだは十六歳だから酒を吞のんでも平気ということらしい。

「紅こう蒼そう祭さい一日目で回収に成功したフラグメントは《性転換》のみだ。それもまあ、何事もなく、というわけにはいかなかったようだがな。……ぷぷっ」

　ソリスの姿をじろじろ見てシェンファが噴き出した。

「わ、笑わないでください！　これはアイザックの馬ば鹿かが悪いんです。それに俺おれはこの姿を見事に活いかして１位を取ったんです」

「おもらしで？」

「……！　な、なんでそれを……！」

　ソリスが顔を引きつらせた。

「あの企画の主催者は私だぞ。詳細な報告を受けているに決まっているだろう」

「く……っ」

「くふふ……まあおもらし幼女のことはさておき、現状十一個ものフラグメントが未回収だ。それについて何か新しい情報はないか？」

「上位の人にフラグメントを使ってる人はいなかったんですか？」

　マシロが尋ねるとシェンファは首を横に振った。

「うむ、魔法演習や魔法使用アリの障害物競走などフラグメントによって有利になりそうなイベントの上位入賞者を片っ端から洗ってみたが、本人の元々の実力を逸脱するほどの力を見せた者はいなかったようだ」

　ちなみにソリス以外の順位はというと、キャロルが１４５０点で４位、シェンファが１４３０点で７位、ヒカリが１２３０点で27位、メイが１０１５点で４９０位となっている。

　ソリスと一緒に幾つかの競技に参加したマシロは４５０点で１０００位より下なので正確な順位は不明で、魔法トーナメント準優勝だったゲルニカも昼からはソリスのサポートにまわってくれたので４１０点で順位不明。

　ヒカリが健闘しているのが少し意外だったが、どうやら『ゾンビ作り競争』だの『ネガティブ台詞せりふ合戦』といった、彼女の才能を存分に活かせるジャンルでコツコツと点数を稼いでいたらしい。

「……やっぱりどっかの道具に紛れ込んでるんですかね」

「あるいは街の外に持ち去られてしまったか、《性転換》を持っていた教師のように使用を自重しているのか……いずれにせよ明日にも魔法試合系のイベントは多くあるし、午後にはシズが到着する予定だ。探し出せないということはあるまい」

「はやくみつかるといいれふねー」

　いきなり響いたへべれけな声。

　クオンがトワの酌しやくで酒を吞んで酔っぱらっていた。

「……って、よく考えたらトワさんなんで堂々と風ふ呂ろ入ってるんですか！」

【お、やっとツッコミが入った】

　かつてマシロが使っていたシェンファ製『風ふ呂ろでも書けるペンとノート』でトワが筆談する。

【いやー、堂々としてると案外バレないもんだねー】

「お風呂場にスケルトンっていう光景、マシロっちで慣れちゃいましたからねー。わたしは風情ふぜいがあっていいと思います」

　メイが言って、他ほかの連中も特に気にしていないようだった。

「みんなが気にしてないならまあいいや……。とにかくクオン、また酔っぱらってフラグメントなくしたらどうするんだ」

　少し強い口調で咎とがめるソリスに、

「らいじょーぶれふよー。ふらぐめんとぜーんぶ、おうちのくらにげんじゅーにしまっておきましたからー。めろんさんたちに、かんけーしゃいがいはぜったいにいれないよーにいってありますしー」

「そ、そうなのか……まあ、クオンの体内に保管しておくよりマシだし、この屋敷の倉なら当面の隠し場所としては妥当だな……」

「はいー、そうなのれすー」

　クオンは気持ちよさそうに笑って、またお酒を吞のみ始めた。

　と、そこで牛子（おっぱいが湯に浮いている）が口を開いた。

「……フラグメントと関係あるかどうかは微妙なのだけど」

「ふむ？」

「噂うわさによれば『ヘルマスター』と名乗る謎なぞの人物が、紅こう蒼そう祭さいで優勝するために何百人もの協力者を集めて暗躍しているらしい」

「『ヘルマスター』、ですか？」

　初めて聞く名前にソリスは怪け訝げんな顔をする。

「オレも聞いたぜその話」ウサ子が言った。「なんでも高得点を取っちまいそうな連中を組織だって妨害して、漁夫の利を狙ねらってるって話だ」

　つまりソリスとマシロのような協力関係をより多人数でやっているというわけか。

　だが、とソリスは首を傾かしげる。

「俺おれ、１位だけどそんな妙な妨害なんて受けなかったぞ？」

　すると今度は猫子が笑って、

「メガネくんは中盤で低迷してたからにゃー。ミスコンで優勝するなんて誰だれも思わないと思うにゃ」

「……そりゃそうか。……だったら明日、その『ヘルマスター』の手の者が何か仕掛けてくる可能性もあるな……」

　厄介ごとがまた増えてソリスはため息をついた。

「まあ、『ヘルマスター』の名前は私も大会前から聞いていたのだが」

　シェンファの言葉にソリスは驚く。

「知ってて放置してたんですか？」

「うむ。別に参加者同士で協定を結んではならないというルールもないしな。それにいくら有力者を妨害したところで、本人に実力がなければ優勝などできん。かといって上位の者に不自然な形で優勝が転がり込むようなことがあれば、誰だれが見てもそいつが『ヘルマスター』だ」

「いつでも潰つぶせるけどあえて泳がせてるってわけですか」

「そういうことだ。くくく、私のための祭りで小細工を弄ろうするとはどんな命知らずか実に楽しみだ……」

　シェンファは獲物を狙ねらう肉食獣のように笑う。

「……あー、そういや、『ヘルマスター』ってのは黒髪の若い女だって噂うわさも聞いたぜ」

　ウサ子が付け加えた。

「あんまし意味ない情報ですにゃー」

　猫子の言うとおり、アメツチ系の人間は基本的に黒髪だし、それ以外にも染めていたりと黒髪の女性は多い。

　マシロが笑って、

「黒髪の若い女っていったら、わたしやクオンちゃんやヒカリちゃんもそうですしねー」

「は、はいっ、そ、そうですね！　たくさんいますからそれだけで特定なんて無理ですよね絶対！」

　……マシロの言葉に何な故ぜかヒカリは慌てた様子だったが、彼女がおどおどしているのはいつものことなので誰も気にしなかった。




　風ふ呂ろから上がったあとはみんなで食事をして、シェンファやゲルニカもキャロルの屋敷に泊まることになった。

　子供ということもあって、ソリスは夜の九時には眠気が限界に達して寝てしまった。

　こうして、紅こう蒼そう祭さいの一日目は終了した──……。















閉幕編　──脱ぐ者たち──







　翌朝、八時。

　マシロに起こされて、ソリスはようやく目を覚ました。

「……やべ、寝過ぎた……」

「ほんとにぐっすり眠ってましたねー。寝る子は育つっていいますから、大きくなったらナイスバディーのいいオンナになりますよ」

「なるか！」

　そんなやりとりをしながらソリスは急いで着替える。

　たっぷり眠ったからか疲れはすっかりとれている。

「……よし、今日も頑張ろう。そして優勝だ」

　大観衆の前でおもらしをしてしまったという悲劇があったとはいえ、なんだかんだで現在１位だ。この順位を死守しなくてはならない。

　朝食をとるために食堂に向かうと、シェンファとゲルニカがいた。

「おはようございます会長、おはようニカ」

「おはようございますお兄ちゃん」

「ずいぶん遅かったな。さすが幼女だ」

「ソリスくん、なかなか起きてくれないんですもん。さすがは幼女です」

「うるせえ」

　ソリスは少し赤面しつつ、席について既に用意されていた朝食を食べ始める。

　毎回豪華すぎるほど豪華な夕食とは違って、ご飯にみそ汁に焼き魚に野菜炒いためと素そ朴ぼくな印象だが、味は極上だった。

「ときにソリス。これからの予定はどうなっている？」

「エントリーしてあるのは九時からの魔法演術です。フェルナンドの」

　王立フェルナンド魔道学園で行われる魔法演術大会は、昨日のトーナメントのようなバトル形式ではなく、「いかに魔法で観衆を魅了するか」を競い合うというもの。

　巨大なドラゴンを召喚したり派手な炎の魔法を使ってみせたり、落ちてくる無数の木の葉を全すべて氷の矢で貫くといった技巧で魅せるのもアリと、アプローチの方法は自由。

　他ほかの参加者がどんな魔法を見せてくれるのか、一人の魔道士としても楽しみだった。

「悪いがその大会は棄権してもらう」

「は？」

　いきなりのシェンファの言葉に啞あ然ぜんとする。

「つい先ほど報告があったのだ。昨日から街外れの遺跡を利用した宝探しゲームで謎なぞの怪物が何度も目撃されているらしい。企画者が妨害用に用意したものではなく怪け我が人にんも出ている。既にアキレウス練れん武ぶ館かんが腕利きを何人か派遣しているが、ダンジョンが広すぎて人手が足らない。うちからも人手を貸してくれということだ」

「そりゃ放ほうってはおけないですね……」

「うむ。謎なぞの怪物というのがフラグメント絡みという可能性もあるしな」

　フラグメントがある場所では怪現象が起きやすいという。

　謎の怪物とやらも、誤ってフラグメントを飲み込んだ野生動物が怪物化しているという可能性がある。

「でもあの、出来れば他ほかの奴やつに……」

「私とニカ以外、フラグメント探索チームはもう残っていない。私は午後から主催する大規模イベントの仕切りがあるから遺跡に行く暇がない」

「そりゃ俺おれだって会長に行かせようなんて思いませんよ」

「ちなみに遺跡への一般人の立ち入りは現在禁止中だが、宝探しゲーム自体は継続中だ。遺跡で見つけた宝はポイントと交換可能。今なら他の参加者に邪魔されることなくお宝取り放題というわけだ」

「……わかりました。行きます」

　ソリスは頷うなずき、大急ぎで食事を終えてキャロルの屋敷を出るのだった。
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　キャロルの屋敷から件くだんの遺跡へは、通常なら徒歩で二時間はかかり、紅こう蒼そう祭さいの最中は混雑のため馬車の利用も制限されている。

　限りある時間を移動だけで二時間もロスするわけにはいかないので、ソリスは精霊魔法《風の靴ウインドブーツ》と《風王甲冑ゼフアーメイル》を重ね掛けして機動力を高め、時には民家の屋根から屋根へと飛び移りながら高速で移動し、三十分ほどで現場に到着した。

　マシロとゲルニカも一緒にいる。

　入り口にいたスタッフに事情を説明し、三人は遺跡の中へと入る。

　ソリスが苦手な不気味な雰囲気はなく、中は『鬼』の遺跡特有の大理石のようなつるつるした壁で、あちこちにランプが設置されていて明かりに困ることもなさそうだった。

　その他にはイベントの運営側が外から持ち込んだ植物や、壁に見せかけて道をふさいでいる扉も存在するらしい。

　宝探しゲームの正式名称は『アリアドネの迷宮』といい、カドゥケウス市近郊の遺跡群の中でも最大規模の広大で複雑な迷宮で行われている。

　迷宮とはいえとっくの昔に調査し尽くされており、内部の詳細な地図もあるのだが、宝探しをするのなら地図の持ち込みは許されないらしい（先行したアキレウス練れん武ぶ館かんの生徒は調査のみが目的のため地図を持って入った）。

　イベントでの使用が許可されているくらいなので迷宮の安全性は保証されており、今回のように謎なぞの怪物が出現するというのは異常な事態と言えた。

　ちなみに宝というのは数字が書かれた手作りのメダルで、金銭的価値は一切ないが入り口に持って行けばポイントと交換できる。

　地図の持ち込みは不可だが代わりにマッピング用の方眼紙と鉛筆が与えられ、ソリスは地図を書きながら進んでいく。

　この手の宝探し系のイベントは手に入るポイントや必要時間が不安定なため敬遠していたのだが、競争相手が他ほかにいない状況で探し放題となるとポイント稼ぎとしてはかなり優良かもしれなかった。

　万一のために位置を特定する魔道具も与えられているため、迷宮で遭難する心配もない。

「頑張って探しましょうね。わたしが見つけたメダルは全部ソリスくんにあげますから」

　通路を注意深く歩きながらマシロが言った。

「私もお兄ちゃんに全すべてをささげます」

　続けてゲルニカも言う。

「ニカはどうしてそこまで俺おれに協力してくれるんだ？」

　怪け訝げんに思ってソリスが尋ねると、ニカは何な故ぜかポッと頰ほおを赤らめて、

「お、お兄ちゃんにはいつもお世話になっていますし、シェンファねえさまが迷惑をかけたぶん妹の私がフォローするのは当然のことかと！」

「いや、そんなこと気にしなくてもいいぞ」

　さすがに悪い気がする。

　しかしゲルニカはぶんぶんと首を振り、

「い、いいから人の好意は素直に受け取ってください！　優勝したいのでしょう!?」

「わかったよ……頼りにしてるぞニカ」

　釈然としないものを感じながらもソリスがお礼を言うと、ゲルニカは「えへへ」と幸せそうにはにかんだ。見た目は十六歳でも、その表情は幼い子供そのままだった。

　そんなゲルニカの様子にマシロは不満そうな顔をした。

「やっぱり要・警戒ですね……将来巨乳美少女確定で妹属性まで持っているなんて、最大の不穏分子かもしれません……」

「ん？　何か言ったか？」

「……いいえなんでもないです」

　と、そのとき通路の真ん中に小さな草むらを発見した。

　光の届かない遺跡の中でこんなふうに草が生育すること自体不自然なのだが、それにしても違和感がありすぎだった。

「なるほど、こういうポイントにメダルが隠されてるわけだな？」

　ソリスは早速草むらの中をガサガサと探ると、すぐに小さな革袋が見つかった。

「おっ！　早くもポイントゲットか!?」

　喜んで革袋を拾って中身を取り出す。

　しかし中にはメダルではなく一枚の紙切れが入っているだけだった。

　紙切れには────『アホ』の一言。

　ソリスの頰ほおがぴくぴくと引きつる。

「……上等だ……こうなったらこの遺跡のお宝を全部手に入れてやる！」

「……ソリスくん、一応謎なぞの怪物のことも忘れないでくださいね」

　怒りに燃えるソリスに、マシロは冷静にツッコんだ。
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　迷宮に入って小一時間ほどが経過した。

　メダルの隠し方はなかなか手が込んでいて、例えばほとんど壁と見分けが付かない絵の裏側とか、あからさまに不自然な植え込みに注意を向けておいてメダルはそのすぐ近くに無造作に落ちている瓦が礫れきの下に隠されているとか、立派な宝箱を開けても空っぽでよく調べたら宝箱の下側に貼はり付つけてあるとか、高さ五メートルはある天井からぶら下がっていて《風の靴ウインドブーツ》でジャンプしなければ届かないとか。

　露骨にそれっぽい場所にはハズレや低ポイントのメダルしかない。

　三人がかりでも見つけたメダルの数は全部で８個で、合計ポイントは１３０点。

　一時間もあれば楽にもっと稼げるイベントが他ほかにいくらでもある中で、こんな地道な宝探しをしているのは時間を浪費しているとしか思えなかった。

「さっさと怪物とやらの正体を突き止めて、他のイベントに向かった方がいいかもしれないな」

　ソリスが言うと、

「でもこの宝探しゲームも面白いですよ」

「はい。なかなかやりがいがあります」

　マシロが言ってゲルニカも頷うなずいた。

「いや俺おれだって時間に余裕があればこういうのも悪くないと思うけどさ……」

　早くしなければキャロルたち他の上位陣に追い抜かれてしまうかもしれない。

　いや、もしかしたら既に追い抜かれているかも──。

　ソリスの内心に焦りが芽生え始めていた。

　だから、

「い、いやぁぁぁぁあああ────ッ!?」

　通路の先でそんな悲鳴が聞こえたとき、ソリスはつい「よっしゃ！」と思ってしまった。

「急ぐぞ！」

　悲鳴が聞こえた方へと急行する三人。

　そこにいたのはアキレウス練れん武ぶ館かんの制服を着た男子生徒三人と──巨大な怪物。

　高さは三メートル近く、天井に届きそうなほど。

　直径一メートルほどの円筒状の身体からだから無数の触手が伸び、通路をほぼ完全に塞ふさいでいる。

　身体全体がねばねばしており、色は地が緑色に紫のまだら模様で非常に毒々しい。

　触手には二人のアキレウスの女子生徒が捕まっている。

　アキレウスの女子の制服はスカートが短く上も半はん袖そでで、そんな露出度の高い女子生徒が触手に捕らわれている姿はなんというか、エロかった。

「ミランダを放せ！　そんな、スカートの中に触手を入れたりとか、けしからん怪物め！」

「まったく許せん！　女子を狙ねらうとは！　なんという空気の読める──いや、不届きな怪物だ！」

「その通りだ！　その、もうちょっとこう、足を大きく開かせてしまおうものなら、もっとけしからんな！　いいかそんなことするなよ！　絶対するなよ！」

　武器を構えながら男子生徒たちが口々に言う。

「馬ば鹿か野郎！　早く助けろ！」

「不覚……ジロジロ見るなバカ男子！」

　触手に囚とらわれた女子生徒二人が悲鳴を上げる。

「異界生物『ローパー』ですね」

　騒がしいアキレウスの生徒たちの方へと歩きながらゲルニカが淡々と言う。

　近づいてくる三人の少女に気付き、アキレウスの生徒たちは不審な顔をする。

「なんでこんなところに女の子が!?　立ち入り禁止の筈はずだぞ！」

「おい君たち、早く逃げるんだ！　でないと彼女たちのように……うおっ、全員美少女じゃないか！　くっ、見たい！　見たいが逃げろ！」

「それ以上近づくと危ないぞ、ローパーの触手に弄もてあそばれて『らめええええ！』とかあられもない悲鳴を上げることになるんだぞ！　だから近づくなよ、絶対近づくなよ！」

　かまわず前進する三人。

「異界生物って、召喚獣ってことですよね」とマシロ。

「祭り中に誰だれかが召喚したってことか。悪戯いたずらかそれとも他ほかの参加者の妨害目的か？」

　ゲルニカの解説は続く。

「ローパーは無数の触手により獲物を絡め取り、その体液を餌えさとします。特に人間の女性を好み、捕らえられた女性の姿が非常にエロティックであることから、男性向けのえっちな小説などでは頻ひん繁ぱんに登場します」

「弱点は？」

「特にありません。触手、本体ともに再生能力が極めて高く、多少の傷を負わせたところで意味はないどころか逆に再生部分がさらに強化されてしまいます。温度変化にも非常に強く、炎に焼かれても氷漬けにされても普通に活動可能です」

「ふむふむ」

　ソリスは頷うなずき──魔法杖ウイザーズロツドを構えた。

「それじゃ、ちょっと始末してくる」

　言うが早いか、ローパーめがけて疾駆。

「お、おい待つんだ君！」

　止めようとするアキレウスの生徒たちの間をすり抜けながら呪じゆ文もん詠唱。

　接近するソリスにローパーが触手を伸ばす。

　小柄な身体からだを活いかして華麗にかいくぐり、ローパーの本体まで最接近。

　捕まっている女子生徒たちを巻き込まないように威力を調整し、本体のみを狙ねらって攻撃魔法を放つ。

「吹き荒れよ暴威刃やいば！　《荒嵐裂波迅タイラントストーム》！」

　竜巻状の真空の刃やいばがローパーの巨体をズタズタに切り裂いていく。

　緑色の体液をまき散らしながら細切れになっていくローパー。

　触手もことごとく切り落とされ、捕らわれていた少女たちも解放される。

　気持ち悪い体液がかからないように離れつつ、ソリスは魔石を交換。

　細切れになりながらも再生しようとするローパーに向かってトドメの魔法を放つ。

「引きずり堕おろせ！　《闇禍への供物アビスゲート》！」

　巨大な漆しつ黒こくの渦がローパーの肉片と触手を虚無へと引きずり込んでいく。

　闇やみが消えたとき、ローパーは完全に消滅していた。

「うん、やっぱり力押しは楽でいいな。何より俺おれが格好いいのがいい。これが俺の本来あるべき姿なんだ」

「見た目は幼女ですけどね」とマシロ。

「強引なお兄ちゃんも嫌いではないです。ぽっ」

　そんな吞のん気きな会話をする三人に、呆ぼう然ぜんと見ていたアキレウスの少年が口を開く。

「き、君たちは一体何者なんだ？」

「トリスメギストス魔道学院の者です。謎なぞの怪物が現れたということで調査に来ました」

「君のような幼女が……いや、ともあれ助かった。斬きっても斬っても再生するから我々とは相性が最悪だった」

「お役に立てて何よりです。それじゃ、怪物退治も終わったので俺おれたちはこれで」

　挨あい拶さつもそこそこに出口へ戻ろうとするソリス。

　と、そこでアキレウスの生徒たちが一斉に眉まゆをひそめた。

「む……？」「……ぬ」「……なんだ？」

「？　どうしたんですか？」

　怪け訝げんに思ってソリスが尋ねると、

「……足音が聞こえる」「ああ、かなりの数だ」

「え？」

　耳を澄ましてみるがソリスには何も聞こえない。

「こっちだ！」

　一人が言って、アキレウスの生徒たちは一斉に駆け出す。

　怪訝に思いながらもソリスたちも彼らのあとを追う。

　直進し、十字路を曲がり、さらに十字路を曲がったその先にいたのは──……、

「う、うわああああっ!?」

　思わず悲鳴を上げるソリス。

　通路で待ち構えていたのは無数のアンデッドの群れだった。

　スケルトンにゾンビ、人間だけでなく巨大な犬や猫のアンデッドまでいる。

　これだけの数の死体を見つからずに運び込むことなどどう考えても不可能だから、あのアンデッドたちは多分サンジェルマン社の『水に浸つけると膨らむ死体』──つまり偽物なのだろうが、もともとホラーイベント用に恐怖を煽あおるように計算されたデザインなので本物のアンデッドよりビジュアル的にはよっぽど不気味だ。

　ソリスは思わず逃げだし、曲がり角から頭だけ出して状況を確認した。

「ははは、やっぱり女の子はこういう怖いのは苦手なんだな。可愛かわいいぜ」

　笑いながらアキレウスの男が持っていた大剣を構える。

「あたしたちだって女の子なんだけど」

　不満そうな顔で女子生徒二人がそれぞれ長剣とモーニングスターを構える。

　残る二人の男も落ち着いた様子で剣と斧おのを構える。

「だだだ、大丈夫なんですか？」

　震える声で尋ねる幼女ソリスにアキレウスの生徒たちは無言で力強く頷うなずき、アンデッドの大群へと突っ込んでいった。

「うおらあああああああ!!」「魔剣《氷ひよう牙が》、発動せよ！」「せいやっ！」「魔剣《紅ぐ蓮れん》、発動！」「どうりゃああああああ!!」

「へー、すごいですねー」

　彼らの戦いぶりにマシロは感心して呟つぶやく。

　全員がアイザック並とまではいかないがかなりの実力者で、みるみるうちにアンデッドの大群を蹴け散ちらしていく。

　遺跡に派遣されたのはアキレウスの腕利きというシェンファの言葉は間違っていなかった。先ほどのローパーとは致命的に武器の相性が悪かっただけだ。

　自分が戦わなくて済んだことにソリスはホッとする。

　少しは慣れたと思っていたけど久々にアンデッドに遭遇したらやっぱり恐ろしかった。

　と、

「お、お兄ちゃん！」

　ゲルニカが慌てた声を上げる。

「どうしたニカ──うあぁあああ!?」

　ソリスたちの後方三〇メートルほどの曲がり角から、アンデッドの群れがこちらに向かって歩いてきた。

「どうした!?」戦いながらアキレウスの生徒が尋ねる。

「こ、こっちにもアンデッドが！」

「何だと！　ロイ、ミランダ、ジュード、ここは俺おれとカイウスに任せて向こうを頼む！」

　リーダー格の少年が指示を出し、三人の生徒がソリスたちの方へやってくる。

　そこでさらに、

「お兄ちゃん、今度はこっちからもきました！」

「えええっ!?」

　ソリスたちのいる十字路、その三方向からアンデッドの大群が迫ってきている。

「す、すすす、すいません、ちょっと俺たちは避難します！」

「あ、待つんだ、離れるのは──」

　慌てふためいて逃亡するソリスの耳に男の声は入らなかった。
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　それから。

　アキレウスの生徒たちから離れた直後、また別の丁字路でアンデッドの大群と遭遇してさらに別方向へと逃走、さらにその先でもアンデッドと遭遇。

　でたらめに逃げた先で今度は召喚獣『木で偶く』の大群に遭遇したがこちらはソリスが火炎魔法で瞬殺。しかしその直後に再びアンデッドの群れと遭遇し逃亡。

　それからも何度かアンデッドからの逃走と召喚獣の殲せん滅めつを繰り返し、すでに現在地がどこなのかも把握できなくなっていた。

　マッピングもしておらず、ゲルニカの記憶力でも逃げながらこの複雑な迷宮を覚えきることは出来なかった。

「お役に立てず申し訳ありませんお兄ちゃん」

　しゅんとするゲルニカに、

「……いや、悪いのは完全に俺おれだ。アンデッドさえいなければ……」

　毒づくソリス。

「これってやっぱり昨日言ってたヘルマスターのしわざなんでしょうか？」

「どうだろ」

　マシロの言葉にソリスは首を傾かしげる。

　その可能性も考えてはいたが、この宝探しゲームはレクリエーションとしては楽しいが、ガチでポイントを稼ぐには不向きで、優勝狙ねらいの人間が来る可能性は低い。

　ソリスがここへ来ることが決まったのも今朝になってからのことである。

「まあ、とにかく今は脱出することを考えよう」

　ソリスはそう言って、再び迷宮を歩き始めた。




　結局、ソリスたちが迷宮から脱出することができたのは正午を過ぎてからのことだった。

　道中たまたま１００ポイントのメダルを手に入れたのはいいが、大幅に時間をロスしてしまった。

　入り口にいたスタッフに話を聞けば、アキレウスの調査隊は既に帰還したあとで、この宝探しゲームも中止、あとで本格的な調査が入るらしい。

　現在のソリスのポイントは１８４７点。

　順位は──22位。１位との差は５００ポイント以上。

「……ヘルマスターだろうが何だろうが、犯人はあとで絶対殴る」

　毒づきながら、ソリスたちは再び風魔法を駆使して市街地へと急ぐのだった。
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　街にたどり着いてしばらく歩いていると、いきなり市内全域に設置されたスピーカーから聞き慣れた声が流れ出した。

『私は王立トリスメギストス魔道学院生徒会長、シェンファ・パラケルススです。間もなく紅こう蒼そう祭さいのメインイベントの一つ、「バトル・オブ・クロスシャッター」を開始いたします』

　ソリスは心底イヤな顔をした。

　バトル・オブ・クロスシャッター。

　シェンファが今朝言っていた「午後から主催する大規模イベント」とはこれのことだった。

　カドゥケウス市全域が舞台となり、屋外で行われる他ほかのイベントは全すべて中断される、まさにメインイベント。

『ルールは簡単、自分以外の参加者を脱がし、身体からだのどこかに描かかれたペイントを消す、それだけです。ただし相手に直接手を触れるのは反則となります。参加者には繊せん維い質しつを溶かす特殊な液体が入った銃が配付され、ペイントもその液をかければすぐに消えるようになっています。一人を倒すにつき10ポイントが与えられ、最後まで残っていた選手にはさらにボーナスポイントが入ります。ボーナスポイントは生き残った人が少なければ少ないほどアップします。生き残った選手が一人だった場合のボーナスはなんと１０００ポイント。ぜひとも自分以外の選手皆殺しを狙ねらってください。ちなみに鎧よろいや非繊維質の服を着ての出場は禁止で、《風王甲冑ゼフアーメイル》などの防御魔法の使用も禁止です。ペイントを消された選手は戦死となりますが、敵を脱がせてもポイントの入らない『ゾンビ』としてそのままバトルに残留することも可能です。参加者でない人を脱がせてしまった場合はペナルティとして10ポイント減点となりますが、流れ弾の危険がございますので、参加者以外の方は屋内に避難されることをおすすめいたします。参加者が建物の中に入った場合は即失格となります。また、十五分ごとに戦闘エリアは徐々に縮小され、最終的には市の中央通りのみとなりますのでご注意ください。スタートは午後一時半、終了は三時半までの二時間。参加者の方は開始時間までに各地にあるイベント運営テントにて脱衣銃を受け取ってください。なおテントではバトル用の衣服の販売も行っておりますので、自分の服を溶かされたくない方はぜひご利用ください』

「……シェンファねえさまらしい、アホな企画ですね」

　ゲルニカがあきれ顔で言った。

「そうだな。アホすぎる」

　それにイベントの名前も気に入らない……非常に気に入らない。

『服破壊クロスシヤツター』──それは口に出すことすら憚はばかられる、魔王ソリス・アレクサンドロがかつて大いなる悲劇を引き起こした禁断の秘術の名前であった。

　ソリスは紅こう蒼そう祭さい準備スタッフになって間もなくこのイベントの存在を知り、シェンファからも強く出場を打診されたのだが、これにだけは絶対に出るまいと誓っていた。

　屋内でもポイントを稼げるイベントはあるから、午前の競技で２位以下に差をつけていれば逆転されることもないという目算だった。

「……でも、出るんですよね？」

　マシロが言った。

「……ああ」

　渋々ながら頷うなずくソリス。

　１位の者に５００ポイントものリードを許してしまった以上、高得点が狙ねらえるこのイベントに参加するしか逆転の道はない。

　五十人脱がせれば５００ポイント。

　自分以外の参加者を皆殺しにすれば１０００ポイント。

　まさに一発逆転の大チャンスだ。

「お兄ちゃん、本当に出るのですか？」

　恐る恐る尋ねるゲルニカに、ソリスは悲痛な決意を込めて頷いた。

「……ああ、出る。俺おれは絶対に優勝するんだ」




　かくて──数ヶ月前トリスメギストス魔道学院の生徒千人以上を全裸にした最凶の全裸大魔王ソリス・アレクサンドロはこの地に再臨した。
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『それでは「バトル・オブ・クロスシャッター」スタートです！』

　ソリスたち三人がエントリーを終え、それぞれ脱衣銃を受け取ってほどなく、シェンファではない女性の声でイベント開始の宣言があった。

　脱がされる気などさらさら無いが、念のためポイントカードはポケットから取り出し、脱がせ液では溶けない特殊合金製の紐ひもで手首に括くくり付けてある。

　参加しない人々の多くが屋内に避難したため人通りは大分少なくなっているが、銃を持っていない観戦者もかなりいた。

　実物を見るまではただの水鉄砲だと思っていた脱衣銃はかなり大きく、説明によれば飛距離も十五メートル以上あるとか。

　タンクいっぱいに脱がせ液が入っているため非常に重く、非力な幼女の細腕で扱うにはかなり辛つらい。

　邪魔になるので背中に括り付けた杖つえの重みと相まって、普通に走ったりするだけでかなり体力を消耗しそうだ。

「じゃあソリスくん、まずはわたしを撃ってください」

　運営テントで購入した安物のＴシャツ＆ショートパンツに着替えたマシロがいきなりそんなことを言った。

「は!?　いきなり何を言い出すんだ」

「死んでも『ゾンビ』としてゲームに参加できるんでしょう？　万一他ほかの人にやられてしまう前にソリスくんのポイントにしてください」

「けなげですねマシロお姉ちゃん……。お兄ちゃん、私も撃ってください。私もお兄ちゃんのために身体からだをささげます」

　真剣な顔で言うマシロとゲルニカ。

　たしかに二人の言うとおり、ここで二人を撃ってポイントを稼ぐのが合理的だというのはわかる。

　しかし自分に協力してくれる仲間を撃つなんてソリスには出来ない。

　それどころか、無む闇やみに他人を脱がせること自体、したくなかった。

　序盤は逃げ回り、最後の最後で生き残った人間のみを始末してボーナスポイントで稼ぐというのがソリスの作戦だった。

「気持ちは嬉うれしいけどやめておく。三人で生き残るんだ」

　しかしマシロは譲らない。

「駄目です。それじゃあボーナスポイントが減っちゃうじゃないですか。さあソリスくん、わたしを撃ってください！　全身にぶっかけちゃってください！」

「……いや、マシロのペイントがあるのって腕だろ？　ペイントを消せばいいんだから全身に液をかける必要は……」

　そこでジト目になるソリス。

「……マシロ、ひょっとして全裸になりたいだけなんじゃ……」

「し、失礼なこと言わないでくださいソリスくん、わたしはただソリスくんの力になりたくてですね、──ッ！」

　言い訳をするマシロの表情が突如として強こわ張ばった。

「危ないソリスくん！」「危ないですお兄ちゃん！」

　マシロとゲルニカが同時に叫び、ソリスの身体を押しのけて両腕を広げた。

「な……!?」

　ソリスの後方から、銃を構えた十人ほどの少年少女が一斉にこちらに突進してきた。

「撃てえ────ッ!!」

　距離十五メートルまで近づいたとき、彼らは一斉にソリスたちに向けて発砲。

　水鉄砲と呼ぶにはあまりにも強い勢いで撃ち出される脱がせ液の集中砲火を、マシロとゲルニカはソリスの盾となって受け止めた。

「マシロ────ッ！　ニカ────ッ！」

　あっという間に服を溶かされ全身脱がせ液まみれになったマシロとゲルニカに、ソリスは悲痛な叫びを上げた。

「ちっ、弾切れだ！」「すぐに充じゆう塡てんしないと……！」

　攻撃は二十秒ほどで止やんだ。

　脱衣銃のタンクは約一リットルほどで、それを勢いよく撃ち出すためすぐに弾切れになってしまうのだ。

　人一人の衣服を完全に溶かしていたら敵を倒すごとに補充が必要になってしまうので、相手が身体からだのどこにペイントをしているかを見抜きそこをピンポイントで狙ねらうのも重要なのだった。

「おのれ……仕留め損なうとは！」

　集団の一人が悔しげに言った。

「え……？」

　仕留め損なった──つまり連中はソリス一人を狙っていたのだろうか？

「お前たち、なんで俺おれを狙うんだ！」

　激高して問いかけるソリスに、

「ヘルマスターとやらの使いの者に聞いたのだ！　全裸大魔王ソリス・アレクサンドロが美幼女の姿になってこの『バトル・オブ・クロスシャッター』に参戦しているとな！」

「悪名高き千人斬ぎりの全裸大将軍を倒さねばこのゲームに勝つことなど到底不可能！　ゆえに貴様を倒すために手を組んだというわけだ！」

　じわじわと後退しながら彼らが答えた。

「ヘルマスター……やっぱり俺を妨害しにきたのか……！」

　しかもソリスが現在幼女の姿になっていることまで摑つかんでいる。

　各種イベントには偽名で参加していたので、そのことを知る者はそれほど多くない筈はずなのだが。

「……ソリスくん、ソリスくんが無事で……よかったです……」

　全身ネバネバの白濁した液体まみれになったマシロが弱々しく微笑ほほえんだ。

「ふふ……最期に……ソリスくんのお役に立ててよかった……がくっ」

「がくっ」と口に出して言ってマシロはその場に倒れた。

「……ノリノリですねマシロお姉ちゃん。では私も」

　ゲルニカは少し頰ほおを赤らめて、

「……お兄ちゃん……生きて…………ばたり」

　そう言ってマシロに重なるようにして倒れた。

　ただの演技だが、全裸で全身白濁液まみれの美少女が二人道ばたで倒れているという光景は、かなりシャレになっていなかった。

「マシロ……ニカ……」

　声を戦慄おののかせるソリス。

「待っていろソリス・アレクサンドロ！　補充を終えたら必ず仕留めてやる！」

　捨て台詞ぜりふとともに後退していく敵集団。

　ソリスから十分距離をとったところで踵きびすを返し、走って逃げていく。

「逃がすかよ……！」

　ソリスは怒りを込めて彼らを睨にらむ。

　左手に銃を持ち、背負っていた杖つえを右手に握る。

　高速詠唱。

「力ある跳躍を！」

《風の靴ウインドブーツ》を発動し、ソリスは軽やかに近くの店の屋根へと跳び上がった。

　路地を曲がった敵集団を、屋根伝いに最短距離で追いかける。

「うわ、追ってきた!?」

「きゃああああ！　脱がされる──ッ！」

　ソリスの接近に気付き少年少女たちが悲鳴を上げる。

「マシロとニカの仇かたき、討たせてもらうぞ」

「仇って！　死んでないだろ！」

「黙れ。覚悟しろ」

　数々の修羅場をくぐり抜けてきたソリスが放つ本気の殺気に、彼らは慌てふためく。

「ひいっ、や、奴やつは本気だ！」

「俺おれたち、魔王の怒りを買ってしまったんだ！」

「きっと全員ハダカにされてしまうのよ！」












「お、落ち着け！　奴やつは一人だ！　一つの銃で全員を脱がすことなんてできない！」

「……ふん、冷静な判断だ」

　少年の言葉にソリスは無感情に呟つぶやく。

「だが──」

　ソリスは口の端を微かすかに吊つり上あげて、冷酷な笑みを浮かべた。

「この俺おれを誰だれだと思っている？　俺は──魔王だ」

　ソリスは全身全霊の魔力を込めて呪じゆ文もんを詠唱する。

「密ヒソやヤかカに／涼スズやヤかカに／さサさサやヤかカに／囁くササヤクように──」

「この呪文は……《旋風ストリーム》か？」

　魔法の知識があるらしい一人の少年が言った。

「裁くように／捌さばくように──」

「ち、違う！　これは《旋風》じゃない！」

　少年たちの顔に動揺が浮かぶ。

「ま、まさかまさかまさか！」

「この魔法は伝説の……！」

　慌てふためく愚民たちを屋根の上から見下ろし、ソリスは呪文を唱え続ける。

「踊る／躍る／驕おごる／熾おこる／興る戦せん慄りつの宴／息潜め／行き顰ヒソめ／生き狭め／逝き惑え／ひしめき／ひそめき／きしめき／儚はかなき渦は逆巻き疼うずき／逆らう全すべてを許さじ──」

　解き放つ──……。




「巻き起これ不条理の嵐あらし、沸き起これ悲鳴！　《服破壊クロスシヤツター》!!」




　同時にソリスは敵集団めがけて杖つえを投げつけた。

　次の瞬間。

　バチィィィィィ────────ン!!

　杖が強烈な緑色の光を放って砕け散り、それと同じように少年たちが纏まとっていた衣服が全て粉々に砕け散った。

《服破壊》──。

　風魔法《旋風》をアレンジし、杖一本を犠牲にすることで周囲の人間の衣服を完全に破壊するソリスのオリジナル魔法。

　二度と使うまいと心に決めていた禁断の魔法──その封印が今、ソリス自身の手によって破られた。

「うわあああああ!?」「い、いやああああ!?」

　全裸になった少年少女たちは、悲鳴を上げてその場にへたり込んだ。

　ソリスはひらりと屋根から飛び降り、彼らの前に降り立った。

「や、やめて……殺さないで……」

　命いのち乞ごいをする全裸の少女に、ソリスは無表情で銃を突きつける。

　彼女の肩にドクロマークのペイントを発見。

　ぴゅっ！

「きゃあっ！」

　ソリスが脱衣銃をそのペイントに撃つと、ペイントは一瞬で消えた。

　全裸になりペイントの位置が一いち目もく瞭りよう然ぜんとなった敵たちに、ソリスは次々と脱がせ液を撃ち、始末していく。

　魔法で服を脱がしたあとペイントをピンポイントで狙ねらえば、脱がせ液の補充なしでも十人以上を仕留めることが可能なのだ。

「……行け。これがゲームだったことに感謝するんだな」

「ひ、ひいいいいいぃぃぃ──────っ!!」

　ソリスが淡々と言うと、全裸の少年少女たちは一斉に逃げていった──。





　　　†






　魔王再臨す──……。

　その知らせがトリスメギストス魔道学院の生徒を中心として街中に知れ渡るのに、そう多くの時間はかからなかった。

「《服破壊クロスシヤツター》!!」

　マシロとゲルニカに頼んで玩具おもちやの魔法杖ウイザーズロツドを大量に購入してもらい、ソリスは次々とその杖つえを砕け散らせる。

「うわああああああ！」「きゃああああああ！」「ヒイイイイィィ！」

　ソリスが魔法を放つたびに大勢の人間が全裸になっていく。

　参加者も、参加者でない者も。

　露あらわになったペイントを的確に狙い、最小限の消費で敵を仕留める。

　スカートを翻ひるがえして上空から派手に魔法を放つ姿はまさに可か憐れんな魔法少女。

　何の感情も見せず敵にトドメを刺す姿は無慈悲な殺し屋。

　二人の全裸の美少女を引き連れて街を闊かつ歩ぽする姿は暴ぼう虐ぎやくなる王者。

　ソリスは、これまで彼のことを知らなかった者たちの間でさえいつしか『魔王』と呼ばれるようになり、その呼び名は恐怖とともに瞬く間に街中へ広まっていった。

　ソリスの持つポイントカードの点数が激しく上下する。

　凄すごい勢いで敵を倒しているものの、参加者ではない人々も大勢巻き込んでいるため減点も激しいのだ。

『バトル・オブ・クロスシャッター』が始まって一時間、現在の点数は１９６７点。

　既に百人以上は倒したというのに、およそ百ポイント程度しか増えていなかった。

　それでもソリスはかまわず《服破壊クロスシヤツター》を連発する。

「くはははははは！　脱げ！　脱げ！　脱げ！　愚民どもよ、恐怖とともに我が名を刻め！　毎晩風ふ呂ろに入るたびに我が名とこの恐怖を思い出せ！　我が名はソリス・アレクサンドロ！　魔王だ！」

「……なんかまた変なスイッチ入っちゃったみたいですねソリスくん」

　マシロがため息混じりに言うけれど気にしない。

「あのう、お兄ちゃん、あまり無関係の人を巻き込まないよう考えた方が……」

　杖つえを手渡しながら恐る恐るゲルニカが言う。

「無関係の人？」

　ソリスは禍まが々まがしい笑みを浮かべる。

　ぐるりと周囲を見回し──近くにあった小さな公園の一角、『わくわく動物広場』と題された場所で子供たちとその両親合わせて三十人ほどが楽しそうに犬や猫と戯れているのが視界に入った。

　もちろん銃を持った人間はいない。

　しかしソリスは呪じゆ文もんを詠唱。

「な、何をするんですかソリスくん!?」

「ふはははは、《服破壊》!!」

『わくわく動物広場』の方に向かって投げつけられた杖が閃せん光こうとともに砕け散る。

　親子で動物と戯れる平和な光景は一瞬で全裸地獄と化した。

　泣きわめく子供たち、悲鳴を上げる両親。

「な、何な故ぜ無関係な人たちを!?」

　ゲルニカの非難の声にソリスは薄く微笑ほほえむ。

「無関係？　無関係な人間など一人もいない。俺おれは魔王ソリス・アレクサンドロ──全すべての人間の服を剝はぎ獣へと堕おとす存在だ。俺の目の前で服を着ていた──それは神に背くことに等しい！」

　高らかに宣言するソリスに、ゲルニカは畏い怖ふの表情を浮かべた。

「普段はあんなに優しいお兄ちゃんが……本当に魔王になってしまいました……」

「最近いろいろ大変でしたからねー。溜たまってたんでしょう」

　マシロはお姉さん顔で苦笑する。

「……でもいい加減止めないとまずい気がします。さっきのわくわく動物広場へのテロでお兄ちゃんのポイント、マイナスになってませんか？」

　参加者以外の人間を一人脱がすごとに10ポイント減点となる。

　動物広場にいた約三十人を脱がしたことで３００ポイントのマイナス。

『バトル・オブ・クロスシャッター』で獲得したポイントだけで足りない場合、イベント前に獲得していたポイントから引かれてしまう。

　現在のソリスのポイントは１６４７点──イベント開始前より２００点ほど減っていた。

　迷宮で半日がかりで獲得したなけなしのポイントが、完全におじゃんになってしまっている。

「心配する必要はないぞニカ」

　ソリスは幼女の顔に残忍な笑みを浮かべた。

「俺おれ以外の参加者を皆殺しにすればボーナスポイントで１０００点入る。多少のマイナスなど十分に取り返せる」

「……街中で何千人もの人が参加しているこのイベントで、たった二時間で生存者が一人になることなどまずありえないと思っていたのですが……今のお兄ちゃんなら本当にやってしまうかもしれませんね……」

　戦せん慄りつの表情を浮かべるゲルニカを尻しり目めに、

「《服破壊クロスシヤツター》!!」

「ひえええええええええええええ!?」

　魔王ソリスの脱衣魔法で、さらなる悲鳴が湧わき起おこる──……。

　しかし、そんなソリスの行く手を阻む者がいた。




「くくく……絶好調だなソリス」




　大通りに累々と横たわる何十人もの全裸の参加者たち。

　その中心に一人立つ、すらっとした体たい軀くの美少女──シェンファ。

　両手には脱がせ液を満タンにした二丁の脱衣銃を持っている。

「会長も参加してたんですか」

「当然だ。この脱衣銃も私自ら開発したものだしな」

　シェンファは攻撃的な笑みを浮かべる。

「……というわけで、貴様を倒させてもらうぞソリス──いや、魔王ソリス・アレクサンドロよ。貴様こそこのゲームのラスボスに相応ふさわしい。もちろん主人公はこの私だ。魔王を倒した私は英雄として崇あがめられるのだ！」

　言うが早いか、シェンファはソリスめがけて二丁の銃を同時に発砲。

　両手で支えなければまともに狙ねらいが定まらないほど重い銃なのだが、シェンファの狙いは驚くほど正確だった。

「くっ！」

　慌ててひらりと屋根に跳び上がって回避するソリス。

　しかし脱がせ液が右肩に当たり、服が溶けて細く白い肩が露あらわになる。

　これが魔王ソリスにとって初めての負傷だった。

「この俺おれに手傷を負わせるとは……！」

「いえ別に怪け我がはしてないですから」というマシロのツッコミは無視。

　ソリスの着地地点を狙ねらい、シェンファがさらに正確な銃撃を放つ。

　今度は服の左ひだり脇わきの部分と右足のニーソックスが半分ほど溶かされる。

「くははははは！　可愛かわいいぞ幼女ソリス！」

　シェンファの哄こう笑しようにソリスは顔を歪ゆがめる。

「さあて、貴様のペイントはどこにあるのかな！　すっぽんぽんになる前にペイントにヒットするといいなあ!?」

　ソリスのペイントは背中にある。

　敵に後ろをとられなければ消されることはないのだが、このまま銃撃を受け続ければいずれ全裸にされてしまう。

「油断大敵ですよ会長さん！」

「援護しますお兄ちゃん！」

　マシロとゲルニカがシェンファに向けて発砲──する直前、シェンファは立て続けにマシロとゲルニカの手元に向けて発砲した。

「きゃっ！」「ひゃっ!?」

　悲鳴を上げて銃を取り落とすマシロとゲルニカにシェンファは急接近。

　十メートル近い距離を一瞬で詰め、落ちた二つの銃を遠くへ蹴けり飛ばした。

　予想外のシェンファの動きにソリスたちは啞あ然ぜんとする。

「なんで会長がそんな体術を!?　魔道具も使ってないのに！」

「くはははははは、オトナの身体からだとは素晴らしいものだな！　私の思考にちゃんとついてきてくれる！」

「思考……!?」

「どのように足を動かせば最も速く走れるか、どのように銃を構えれば正確に撃つことが出来るか、この天才シェンファ様は全すべて頭脳で計算できるのだ！　私にとっては肉体を動かすことすら頭脳労働にすぎない！　しかし筋肉が未発達で手足も短い幼女の肉体では、頭で算出したことを完全に再現することが出来なかった。十六歳の完かん璧ぺきな肉体を手にした今、私は無敵だ！」

「わ、私だってオトナですっ！」

　蹴り飛ばされた銃を拾うためゲルニカが走る。

　が、シェンファはあっさりとゲルニカを追い抜き、前面に回り込み、至近距離から発砲する。

「わぷっ！　ひゃあンっ」

　既に全裸にもかかわらず、シェンファは容赦なくゲルニカの全身をくまなく粘液まみれにしていく。

「くはは、そんな不必要に大きな胸が付いているからニカはノロマなのだ。走るたびにたぷんたぷん見苦しく揺れおってからに！　ふはは、いやらしいぞニカァ！」

「あひゃんっ、や、やめてくらさいねぇさまあ！　ら、らめぇぇっ！」

　全身をネバネバの白濁液まみれにされたゲルニカは泣きそうな顔になってその場にへたり込んでしまう。

　シェンファは脱がせ液の尽きた脱衣銃をその場に捨て、ゲルニカが拾おうとしていた銃を代わりに手に取る。

「くふっ……可愛かわいいぞニカ……」

　シェンファはドＳ全開の嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、銃口でゲルニカの豊満な胸を突っついて弄もてあそんだ。

「う……うううう……」

　戦意を喪失したゲルニカからソリスの方へと向き直り、シェンファは軽やかにステップを踏みながら、ソリスの方へ接近してくる。

　あろうことか、《風の靴ウインドブーツ》も使っていないのに屋根の上までジャンプしてきた。

「さあて、お姉さんが脱ぎ脱ぎさせてやろう」

　気け圧おされそうになるのをどうにかこらえ、ソリスは叫ぶ。

「脱ぐのは──あんただ！」

　既に唱え終えていた魔法を解き放ち、シェンファに杖つえを投げつける！

「《服破壊クロスシヤツター》────ッ!!」

　閃せん光こうと共に杖が砕け散り、緑色の光の奔流がシェンファの全身を襲う。

　バチバチバチバチバチ────────ッ!!

　布が弾はじける──いや、砕け散る音。

　数秒後、そこには一糸纏まとわぬ姿になったシェンファがいた。

　その平らな胸の真ん中にドクロ模様のペイント。

　堂々と心臓部にペイントをするなど、自信家のシェンファらしかった。

「ペイント、丸見えになっちゃいましたね」

　ソリスが不敵に笑うと、シェンファもまた自信に満ちた笑みを返した。

「ふっ、だからどうした？　当たらなければ意味はない！」

　言うが早いか、ソリスに向けて疾駆。

　走りながら脱衣銃を発砲する。

「くそっ！」

　ソリスも《風の靴ウインドブーツ》の力でひらりと後退しながらシェンファを狙ねらって発砲。

　しかしシェンファとは違い、回避しながら相手に命中させられるほどソリスの射撃は上う手まくない。

　駄目もとで乱射してみるが、もともと減っていた脱がせ液はあっという間に空になってしまった。

　シェンファの撃つ脱がせ液がソリスの衣服をどんどん穴だらけにしていく。

　ニーソックスは完全に溶けて細い足が剝むき出しになり、スカートもほとんど溶けてパンツが丸見えになり、上半身も胸が申し訳程度に隠れているだけという半裸の状態。

「ふはははは！　昨日のようにおもらしをして命いのち乞ごいをしろ！　そうすれば見逃してやらなくもないぞ！」

　哄こう笑しようしながらシェンファが徐々にソリスを追いつめていく。

　おそらくソリスのペイントが背中にあることなど既に気付いている。

　本気を出せばソリスの背後を取ることだって出来る筈はずなのだが、あえて手を抜きソリスをいたぶって愉たのしんでいるのだ。

「ソリスくん！」

　シェンファの後ろからマシロが援護射撃。

　しかしシェンファは避よけようともせず脱がせ液を全すべて受け止めた。

　後方から撃たれてもシェンファのペイントには影響がないとはいえ、普通の人間なら咄とつ嗟さに避けるか少なくとも気を取られてしまうだろう。

　かつて自分の腕が切り落とされても平然としていた精神力は健在らしい。

（く……何か手はないのか……！）

　ほどなくマシロの脱がせ液が尽きる。

「さて、時間もないしそろそろ終わりにするとしよう」

　シェンファが舌なめずりをする。

　ソリスはシェンファの方を向きながら後退し──その背中が壁に突き当たる。

「しまった……ッ」

「くふふ、ゲームオーバーだ。おとなしく散るがいい魔王よくははははは！」

　どちらが魔王だかわからないような邪悪な笑みを浮かべてシェンファが歩いてくる。

　逃げ場はない、絶体絶命のピンチ。

（くそ……こんなところで……俺おれは……！）

　ソリスの幼い顔に絶望が浮かんだ。

　そのときだった。

「とうっ!!」

　突如として──空から一人の幼女が降ってきた。

「な……!?」「え!?」

　ソリスとシェンファが同時に驚きよう愕がくの声を上げ──音もなく軽やかにソリスとシェンファの間に着地した幼女は、手にした銃で、呆あつ気けにとられているシェンファの胸元にあるペイントを撃ち抜いた。

「なん……だと……！」

　呆ぼう然ぜんとシェンファが自分の平へい坦たんな胸を垂れるねっとりした液体を見つめる。

　空からやってきた幼女はソリスの方をちらりと振り向いた。

「怪け我がはないか？　美しき幼女よ」

　フリフリなドレスを纏まとったその幼女は、顔を隠すような変な仮面を付けていた。

　しかし声でわかる。

「……何やってるんだお前」

　仮面の幼女は首を振る。

「どなたかと勘違いしているのではないかな、美しき幼女よ。私は雷鳴と共に生まれし仮面の幼女──人呼んで幼女仮面」

「……そのままだな」












　幼女仮面とやらになりきっているアイザックをジト目で見るソリス。

　シェンファが声を荒げる。

「幼女仮面だと!?　一体何者だ!?　──などと言うと思うかこのバカ犬が！」

　怒りにまかせてアイザックに向け銃を乱射するシェンファだったが、アイザックは恐るべき身体能力でシェンファの身体からだを軽やかに飛び越え、そのまま路地の向こうへと走り去っていく。

「くっ、待てザック！　飼い主に反逆してただで済むと思っているのか！」

「ハハハ、何のことやら！　私はすべての幼女を守るため雷鳴と共にこの世に誕生した正義の使者、幼女仮面！　運命に導かれるまま、貧乳の痴女に襲われていた可か憐れんな幼女を助けたに過ぎん！」

「誰だれが貧乳の痴女だ貴様！　そこになおれ！」

　アイザックとシェンファの姿は次第に見えなくなる。

「……まさか昨日俺おれが食らわせた《水竜の息吹サンダーブレス》のせいで頭がおかしくなったんじゃないだろうな……」

　本気で不安になりつつも、とりあえず助かったことに安あん堵どするソリス。

　路地裏を出るとマシロが追いついてきた。

「大丈夫でしたかソリスくん」

「……どうにか。でももう時間がないぞ……」

　時計を見ると、終了まであと五分ほどしかない。

　シェンファとの戦いで随分時間をとられた。

「……仕方ない、あと何人生き残りがいるか知らないが、一人でも多くの参加者を倒すことを考えよう。厄介な会長もどっか行っちゃったしあとはザコばかりの筈はずだ」




「それはどうかな!!」




　ソリスの前方にあった街路樹の後ろから声がして、ゆらりと一人の少年が姿を現した。

　トリス学院召喚魔法科の制服を身に纏まとい、頭にネコミミを付けた老け顔の少年。

　手には銃を構え、その傍らには彼に寄り添うように一体の巨大なウミウシがいる。

　キース・ラグトー──ソリスをライバル視する少年。

　ウミウシの方は彼が呼び出した召喚獣のジョンで、装着型という極めて珍しいタイプの異界生物であるらしい。

「ようやく見つけたぞソリス・アレクサンドロ……幼女の姿になって行方をくらますとはなかなかやるな」

「別に自分の意思で幼女になったわけじゃない」

「御ご託たくはいい……とにかく、今ここで貴様との長きにわたる戦いに決着をつけてやる！」

「長きに……って、そんな因縁あったっけ？」

「うるさい！　貴様を倒さなければ僕は一歩も前に進めないのだ……！」

「相変わらず人の話を聞かない奴やつだな……」

　嘆息しつつ、ソリスはニヤリと強気な笑みを浮かべる。

「まあいい、サクッと相手をしてやるよ」

　銃を構え──シェンファとの戦いで脱がせ液が切れていることに気付いた。

「しまった……！」

「なんだ弾切れか。それならこれを使うがいい」

　そう言ってキースはなんと、自分の持っていた銃をソリスに投げてよこした。

「え……」

「僕には──ジョンがいる」

　キースは両腕を大きく広げる。

「まさか合体するつもりか!?　そんなことしたらお前のペイントまで……」

　シェンファが開発した脱がせ液は、元々はジョンの体液を利用して作られたものだ。当然、ペイントもジョンの体液で消える。

　しかしキースは不敵に笑い、

「見るがいい、これが僕とジョンの新しい戦闘形式バトルスタイルだ！　ジョン、分離しろ！」

「分離だあ!?」

　キースが命じると、ジョンの身体からだがぐにゃりと地面に広がり四つに分裂した。

「な……!?」

「分離装着!!」

　キースの叫びで四つに分かれたジョンがキースに向けて跳び上がり、それぞれキースの両手両足に装着された。

　上着の袖そでやズボンの裾すそ半分が溶けてなくなったキースは、ジョンを纏まとう拳こぶしを握ってファイティングポーズをとる。

「……もうなんでもアリだな……」

　呆あきれつつ、ソリスは銃を撃つ。

　キースのペイントがあるのは恐らくお腹なか周辺かソリスと同じく背中だろう。

　両手両足にジョンを纏っているので、激しく動いたときに誤って触れて自分のペイントを消さないために。

「効かぬわ！」

　キースは叫び──跳んだ。

《風の靴ウインドブーツ》を使ったソリスと同じくらい高い跳躍。

　さらにキースは空中からソリスの方へ両腕を突き出し、

「受けるがいいソリス・アレクサンドロ！　これが！　僕とジョンの友情が生み出す新必殺技！　《皇帝の新しい服ネイキツド・エンパイア》だ!!」

　叫びとともに、キースの腕から無数の脱がせ液の弾丸が飛んでくる。

　その弾速、連射速度、飛距離、どれをとっても脱衣銃の比ではない。

「くそっ、なんてでたらめな技だ！」

　視認して回避できるレベルではないので、敵に背を向けるリスクを冒してもソリスは全速力でがむしゃらに走って逃げ回る。

　命中精度がそれほどではないのが救いだが、そのぶん攻撃範囲は広いのでいつ流れ弾が当たってもおかしくない。

「くそっ、俺おれは負けるわけにはいかないんだ……！」

　脱がせ液の弾丸は尽きるどころかますます激しさを増してソリスを襲う。

　あの巨大ウミウシの圧倒的な再生能力を考えると、恐らく弾切れを狙ねらうのは無意味だろう。体液を放つたびに片っ端から新たに生成しているのだ。

「ハァ、ハァ、ハァ……ははは、いつまで逃げるつもりだ!?」

　キースの苦しげな笑い声。

　攻撃が微妙に弱まったのでソリスはちらりと後ろを振り返る。

　キースは顔から脂汗を流し、荒い息をしていた。

　どうやらジョンの体液は無尽蔵でも、彼自身の体力や魔力はかなり消耗するらしい。

　と、そこへゲルニカが杖つえを持って駆け寄ってくる。

「お兄ちゃん、これを！」

「サンキュー！」

　キースから逃げながら呪じゆ文もんを詠唱。

　詠唱を終え、砕け散る寸前の魔法杖ウイザーズロツドを振り向きざまに投げつける。

「くらいやがれ！　《服破壊クロスシヤツター》!!」

「うおおおお!?」

　キースの召喚魔法科の制服とネコミミが弾はじけ飛ぶ。

　キースの身体からだのペイントは予想通りお腹なかにあった。……それを確認する際、見たくもないモノまで見えてしまった。早く忘れたい。

「幼女になんてモノ見せやがるんだこの変態フリチン野郎が！」

　走りながらソリスは脱衣銃を連射。

　しかしキースはシェンファの《ルシファーくん》にも匹敵するような恐るべき機動性でこれを回避する。

「貴様が脱がせたのだろうこの変態女装男め！」

「好きでこんな姿になったわけじゃねえ！」

　キースの猛攻、ソリスも負けじと銃を乱射、しかしすぐに弾切れになる。

「ソリスくん、これを使ってください！」

　全裸で弾丸を浴びながらもマシロがソリスに新しい脱衣銃を運んできた。

「助かった！」

　受け取り、ソリスはマシロとゲルニカに叫ぶ。

「こうなったらもう俺おれが倒すことにこだわってはいられない！　マシロ、ニカ、とにかくあいつのペイントを狙ねらって攻撃してくれ！」

「了解ですソリスくん──って、うう……あの人に近づくのなんかイヤです……」

　フリチンキースを見てマシロはイヤな顔をしつつも突撃。

「醜いおちんちんなどロジャーので見慣れていますから私は平気です」

　淡々と言ってゲルニカもキースへの攻撃を開始する。

「おのれ！　三人がかりとは卑ひ怯きような！」

「お前だって召喚獣使ってるだろうが！」

「なるほど確かに！」

　納得してくれた。

　ソリスとマシロとゲルニカに三方向からの集中砲火を受けながら、それでもキースのペイントが撃ち抜かれることはなかった。

「なんて非常識な機動力だ……！」

　いつの間にかソリスの服はキースからの反撃を受けて前はほとんど全裸で、パンツの欠片かけらがかろうじて肌に張り付いているだけの酷ひどい状態になっていた。

　そんなソリスにトドメを刺すべく、キースは高速移動でソリスの背後に回り込もうとする。

　どうにか背後を取られないように体中に弾丸を受けながらも牽けん制せいするソリスとキースの激しい攻防。どちらもベトベトの粘液まみれ。

「覚悟────ッ！」

　キースが上空高く跳び上がり──しかし突如、その身体からだが力尽きたように急速に落下してきた。

　派手な音を立てて地面に落ちるキース。

　手足に装着されたジョンが離れ、再び一体のウミウシに戻る。

「くっ……ここ、までか……！」

　どうやらついに体力の限界に達したらしい。

「ふはは、俺の勝ちのようだな！」

　幼女の顔に残忍な笑みを浮かべてソリスが哄こう笑しようする。

「まだ、だ……まだ終わっては……いない……！」

「ふん、終わったんだよこの変態が！」

　ソリスは容赦なくキースの正面から発砲──ペイントを撃ち抜いた。

　ソリスのポイントカードに10点が加算され、１６５７点となる。

「ほら、俺おれの勝ちだ」

　しかしキースは絶叫。

「まだだああああ！　僕は負けない！　かくなる上は、貴様も道連れにしてやる！　いくぞジョン！」

　キースがジョンの身体からだに腕を突っ込む。

　怪け訝げんな顔をするソリスの目の前で、キースはジョンの体内から何かを取り出した。

　無色透明なガラス玉のような──。

「まさかっ!?」

　イヤな予感を覚えてソリスはその玉を奪おうとした。

　しかしキースとジョンの動きの方が一瞬早かった。

「合体だ！」

　キースが玉を空に掲げ妙なポーズをとってジャンプすると、ジョンもそれを追うようにジャンプ。

　そのままジョンがキースの身体を吞のみ込み、全裸のキースはゆっくりと空へ昇っていく。

　上空十メートルほどまで上がったところで、キースの掲げる玉がまばゆい光を放つ。

　離れていてもハッキリとわかる膨大な魔力の奔流──。

「フラグメント……あいつが持ってたのか……！」

「僕たちの奥の手だ……ジョンが拾ってきた謎なぞの魔石──これは僕の魔力を無限に高めてくれる……！　コントロールが効かなくなるから使いたくはなかったが……ソリス・アレクサンドロ、これも貴様を倒すためだ！」

　ジョンとキースの身体が青い光を放ち始める。

　ちょうどそのとき、市内全域にアナウンスが流れる。

『午後三時半となりました。「バトル・オブ・クロスシャッター」の参加者の皆さんは、戦闘を停止してください──』

「時間切れだキース！」

　しかしキースの魔力の奔流は収まらない。

「聞こえないな！　僕は──この魔法で貴様に僕の全すべてを見せる！」

「やめろ！　どうしてそこまで俺を倒すことにこだわる！　俺を超えたいってなら、そんなの簡単だ！　知ってるかもしれないけどな、お前の見つけたその召喚獣、発表すれば確実に召喚魔法史に名が残るような大発見だぞ！　悔しいけど今の俺なんかよりずっと魔道士として上の地位に行ける！」

　説得を試みるソリスだったが、キースはそれを一笑に付した。

「バカめ！　歴史に名を残すとか、地位とか名誉とか、そんなことはどうでもいい！　たしかに以前の僕は天才天才とちやほやされている貴様に嫉しつ妬としていた……ついでに言えば常時ハーレム状態、特にメイ・フラメルの乳を揉もみ放題なのは羨うらやましい──という気持ちもあった！　今もある！　それは認める！　だが！　今の僕を突き動かすのは──純粋に貴様と競いたいという渇望だ！　この僕が保証してやろうソリス・アレクサンドロ──貴様は素晴らしい男だ！　全すべてを擲なげうってでも挑む価値がある！　僕が貴様に挑むその理由──それは即ち、貴様に惚ほれてしまったからだあああぁぁ──ッ!!」

「んな……!?」

「くははははは、我が究極奥義──受け止めてみせろソリス・アレクサンドロ！」

「く……っ！」

　ソリスにはもう何も言えなかった。

　今の自分に、ここまで一いち途ずに何かを成し遂げたいという強い渇思望いはあるだろうか？

　精霊魔法と死霊術の間で迷い。

　襲いかかるトラブルをどうにか片付けていくだけの受動的な日々。

　思えばマシロを生き返らせることに成功したあの日あの時あの瞬間──ソリスの中で、これまで積み上げてきたものが砕けてしまったのかもしれない。

　ソリス・アレクサンドロは、あのとき一度死んだのだ。

　今の自分は、夢とか野望とか生活とか、とっくにボロボロになってしまったものをどうにかカタチだけ取り繕っているだけの──アンデッドに過ぎないのかもしれない。

　そんなソリスの心を表すかのように、さっきまで快晴だった空を急速に暗雲が覆っていく。あっという間に雲はカドゥケウス市全域に広がった。

（……って、物語じゃあるまいし俺おれの心が天候に影響を与えてたまるか！）

　よく見れば暗雲の中心は、蒼あお一点、まるで星のように鮮烈に輝いているキースだった。

　上空数十メートルまで昇ったフリチン男の誇らしげな叫び声が聞こえる。




「《無垢なる蒼き彗星イノセント・クライシス・究極版アルテイメツトバージヨン・無限の原初への回帰ネイキツド・オブ・インフイニテイ》─────────ッ!!」




　蒼い光がまるで稲妻のように、街の上空全てを覆う雲へと広がり──次の瞬間、唐突にバケツをひっくり返したような雨が街中に降り注いだ。

　全方向から叩たたきつけてくるような激烈な雨。

　雨は──街を歩いていた人の衣服全てを一瞬で溶かし尽くした。

　のちの調べでわかったことだが──『バトル・オブ・クロスシャッター』が終わり、屋内にいた人々が一斉に外に出てきたこのタイミングで降り注いだ大規模全裸魔法は、一瞬にして約十万人もの人々を全裸にしたという。

　また、このときキースが持っていたフラグメントは№69《裸ら王おう》で、死霊術の強化に特化した各種フラグメントと同じような、『全裸系魔法』の強化に特化したものだとか。数ある小道具の中からよりによってジョンがこれをピンポイントで拾ってきたというのも、《裸王》の能力と何か関係があったのかもしれない。

　ともあれ。

　今、ソリスの目の前では人が外に出た瞬間に全裸になってしまうという未み曾ぞ有うの惨劇が起きている。

「……はは……あの変態、なんてことしやがる……」

　ソリスは一糸纏まとわぬ姿で一人空を見上げ……どこか羨うらやましそうに笑っていた。





　　　†






　街中を巻き込む恐るべき大魔法を放ったキースは、そのまま力尽きて上空数十メートルの地点から地上へと落下してきたが、全身を覆うジョンのおかげで特に怪け我がはなさそうだった。

　突然全裸にされ混乱する人々が、上から人間が落ちてきたことでさらに混乱する。

（……俺おれの負けだと伝えよう）

　ルールの上ではソリスの勝利でも、そんなものを超越した次元で負けたと思う。

　ソリスは全裸のままキースの方へと歩み寄っていき──……




　…………────突如、世界が変わった。




　文字通りの意味で、世界が一瞬で変化した。

　ぐらりと視界が歪ゆがんだと思ったら、いきなり全然違う光景が広がっていたのだ。

　辺り一面に広がる草原。

　地平線の彼方かなたに蜃しん気き楼ろうのように見えるのは──城、だろうか？

　とにかくそれ以外には何もない、ひどく殺風景な場所だった。

「こ、ここはどこだ!?」「どうなってるんだ!?」「さっきまで街にいたのに!?」「いきなり服が溶けたと思ったら今度は何だよ！　何が起こってるんだよ!?」

　周囲では混乱した全裸の人々が口々に騒いでいる。

　辺りを見回せば驚くほど膨大な人の群れ。服を着ている人はほとんどいない。

　もしや紅こう蒼そう祭さいに参加していた人々全員がここにいるのだろうか？

　ちなみにキースも近くにいたが、周囲の困惑をよそに満ち足りた顔をしていた。

「ソリスくん、これって……」

　マシロとゲルニカがソリスの姿を見つけて駆け寄ってきた。

「もしかして、フラグメント《世界》でしょうか？」

　ゲルニカが困惑の色を浮かべて言う。

「俺おれもその可能性は考えたけど……」

　フラグメント№２《世界》──自分や他ほかの人間を異空間へと閉じこめる能力を持つ。

　かつてソリスたちはクオンによって《世界》へと閉じこめられたことがある。

　しかし現在、《世界》はキャロルの屋敷の倉で厳重に管理されている筈はずだ。

「……ところでお兄ちゃん、お姉ちゃん、その首飾りは何ですか？」

　ゲルニカがソリスの首を指す。

「そう言うニカにもかかってるぞ？　なんか首飾りが……」

　ソリスたちを含め、この場にいる全員にファンシーな感じの小さなドクロの首飾りがかかっている。

　そのとき、いきなりどこからともなく声が響いた。

『皆様、ようこそ我が遊技場へ。私の名はヘルマスター』

　男か女かもはっきりしない、くぐもった声だった。

『これより究極の高額ポイント獲得ゲーム「地獄大決戦」の開幕を宣言いたします。ルールは簡単、今から二時間以内にこの世界のどこかにいるこの私、ヘルマスターを探し出し、私の首にかけられた首飾りを外せば皆さんの勝利です。つまりはただのかくれんぼですよ。勝利の暁には、このイベントに参加した全員に、５００ポイントを差し上げましょう。また、私の首飾りを外した方にはボーナスでさらに５００ポイント差し上げます』

「全員に５００だって!?」

　周囲から口々に驚きの声が上がる。たとえ高順位を狙ねらっていなかったとしても、ポイントは景品と交換できるので誰だれにとっても５００ポイントという数字は美お味いしいのだ。

　だが、もちろんそんなことに興味がない人間もいて、

「勝手にこんなところに連れてこられて、いきなりゲームに参加しろって言われても信用できるか！」「そうそう、それに……裸だし……」

『ゲームに参加されない方は、それぞれの首にぶら下げられた首飾りを自分の手で外してください。すぐに元の世界へ戻ることができるでしょう。他に目当てのイベントや御用のある方を無理に拘束するほど私は横暴ではありません。どうぞご自由にお帰りください。ただし、一いつ旦たん退場されると再び入場することはできません』

　ヘルマスターの言葉に従い、早速首飾りを外した人間が何人かいた。

　乱暴に引きちぎると、彼らの姿は霧のようになってこの場からかき消えた。

『ちなみに、時間内に私の首飾りを外せなかった場合には、皆様には参加賞として１００ポイント加算。そして私もポイントを獲得させていただきます。現時点でこの空間にいるのは、屋外にいた人たち約十万人。参加者が多ければ多いほど運営側のポイントも多くなるため、紅こう蒼そう祭さいの基本ポイント計算式に基づくと、ここにいる全員が参加した場合、私は約１００００ポイントを獲得できることになります』

「いっ!?」

　思わず絶句するソリス。

　もしもこのイベントでヘルマスターが勝利しようものなら、その時点で奴やつの優勝が確定してしまう。

　逆にソリス自身がヘルマスターを倒せば１０００ポイント獲得で逆転優勝も夢ではなくなる。

　周囲の反応を見ると皆一様に迷っているようだ。

「俺おれはやるぞ！　ポイントなんてどうでもいい！　こんなふざけたことをしやがる奴の鼻をあかしてやりてえ！」

「オレもやる！　なんで観光にきてマッパにされなきゃいけねえんだ！」

　どこからかそんな声が上がり、それに賛同する者が何人も現れる。どうもタイミング的に、全裸の雨もヘルマスターのせいだと思われているようだ。

「あたしだってやってやるわよ！　どーせ全裸だし！　こうなりゃヤケよ！」

　やけくそ気味な宣言があちこちで起きる。

『意気盛んで結構なことです。私も負けていられませんね』

　どこかからかうようなヘルマスターの声。

『……さて、ではこれよりちょうど３分後に、ゲームを開始させていただきます。元の世界に戻られる方はお早めに。ちなみにゲーム開始後に首飾りを外してもすぐには戻れません。また、参加者側が勝っても参加賞しかもらえなくなるのでご了承ください──』

　そして声が途切れる。

　そして再びざわめく参加者たち。

　そもそもこの空間は何なのか、本当に勝てば５００ポイントももらえるのか、消えた人間は本当に元の世界に戻ったのか──様々な疑問が浮上する。

「どうしますかソリスくん」

　マシロが尋ねる。

「……正直果てしなく怪しいけど……もしもあいつの言ったことが本当なら、絶対にあいつに勝たせるわけにはいかない」

「ですよねー。それに『かくれんぼ』なんて言われても、いそうな場所なんて一つしかないですよね……」

　遠くに見えるあの城だ。大きさはよくわからないが、それほど巨大な城ではなく、シルエットからはむしろただの砦とりでか家という印象を受ける。

　既に参加を決めた者たちは、早くもその城に向かって歩き出していた。

　服は着ていないが、武器や杖つえを持っている者が多い。

　ちなみにソリスたちの武器は《服破壊クロスシヤツター》用の魔法杖ウイザーズロツドの他ほかは、マシロが持っていた脱衣銃しかない。

「……気に入らないが今は奴やつの言葉を信じて動くしかない。もしもポイントの話が噓うそだったら、優勝できなくても騙だまされたってことで変な奴の介入を許した主催者側に抗議もできるしな」

　打算も織り交ぜつつ、ソリスたちも城に向かって歩き出した。全裸で。

　見れば結局ほとんどの人間がこの世界に残ることにしたようだ。

　城を目指さずに様子を見ている人も多い。




『それでは、ゲームスタートです。……あ、言い忘れましたがさすがに私一人で十万人を相手にするのは分が悪いので、お邪魔キャラも登場します』




　ヘルマスターのそんな発表が終わった直後、どこに隠れていたのか城へと続く平原の真ん中から無数のスケルトンの群れが出現した。

　横に大きく伸びて城を目指す人間たちの列を完全に遮るほどの大群──恐らく軽く二万体は超える。

「うわああああああ!?」

　いきなりの襲撃に先陣（というか、ただ先に出発した人たち）がパニックになる。

「お、落ち着け──っ！　ただのスケルトンだ！」

　武器を持った参加者たちが体勢を立て直し、スケルトンの集団へと果敢に突撃していく。

　スケルトンたちは武器を持っておらず、緩慢な動きで首飾りを奪おうと攻めてくる。

　全裸の集団ＶＳ骨の集団が激しくぶつかり合う。

　ある者は武器で、ある者は魔法で、ある者は素手で、次々とスケルトンを撃破していく。

　しかし武器を持っていない者の中には士気をくじかれ、早そう々そうに逃げ出す者も多かった。

　ある程度戦える者にとってはスケルトンなど敵ではないのだが、ここにいるのはほとんどが戦闘とは無縁の一般学生や一般市民なのだ。

「あの野郎、何が『かくれんぼ』だ！　こんなの戦争ごっこじゃないか！」

「ソリスくん、加勢に行きますか？」

「……う……」

　ソリスは迷う。

　持っているのは玩具おもちやに近いとはいえ一応本物の魔法杖ウイザーズロツド。

　ランクＣの風魔法《乱風衝拳ウインドフイスト》くらいの攻撃魔法ならなんとか使えるし、普通のスケルトンと戦うならそれで十分だ。

　だが、

「……もうちょっと、様子を見よう」

「くくく、相変わらずヘタレだなソリス」

　後ろから声がした。

　全裸のシェンファだった。

「会長！　なんなんですかこの無茶苦茶なイベントは！」

　ソリスが問うとシェンファは微妙に顔をしかめた。

「私にも正直よくわからん」

「よくわからん……って、主催者でしょう？」

「全部把握してしまっては参加するときつまらんからな。有志による企画はなるべく他ほかの者に任せるようにしていたのだ。もちろん最終的に可否を決めるのは最高責任者の私だから、最低限の確認はした。企画名「地獄大決戦」、舞台は市内全域、趣旨はお邪魔キャラ有りのかくれんぼみたいなもの、ポイントは参加人数に応じて決まり、参加者が一万名を超えた場合、参加者側が勝ったら全員に５００ポイント──そんな企画書に判を押した記憶はある」

「つまりこれ、公式に認められている企画なんですね？　こっちが勝てば５００、ボーナスでさらに５００、あっちが勝ったらヘルマスターに１００００……」

　シェンファは苦々しい顔で頷うなずく。

「……うむ。事前に派手に宣伝していたわけでもない有志の企画で一万人を動員することなど絶対に不可能だと思っていたが……こんな強引な手段でくるとは。しかも参加者は一万人どころかその十倍ときた」

「ヘルマスターの名前はわからないんですか？」

「企画者名は死霊術科の教師ロビン・クリューエル。だが名前を貸しただけで真の主犯は別にいるようだ」

「死霊術科……」

　そうこうしている間にも戦闘は続く。

　奮闘している人間も多いが、多勢に無勢で人間側は徐々に押されている。

　その中でとりわけ目立っているのはスケルトンの大群に囲まれながら孤軍奮闘する一人の仮面の幼女──アイザックだった。

『小こ太だ刀ち』と呼ばれる小さなカタナでスケルトンを次々と屠ほふっていく。

　たまにアイザックの姿が消えたり分身していたりするようにも見えるが、さすがに気のせいだろう。

「やはりあのもの、にんじゃでしたか」「くのいちというやつですな」「ぶんしんのじゅつのつかいてがげんだいにもいようとは」

　背後で話し声が聞こえたのでちらっと見てみると、昨日ミスコン（幼女部門）に出ていた幼女たちが十人ほどいた。もちろんみんな全裸。

「強いですねアイザックお兄ちゃん」とゲルニカ。

「変態だけどな」「変態だがな」

　ソリスとシェンファの台詞せりふがかぶった。

　放ほうっておけばアイザック一人でスケルトンを全滅させてしまうんじゃないかと思えるほど、彼の戦闘力は絶大だった。

「幼女を一人戦わせるわけにはいかん！」「我々もあの幼女に続くぞ──ッ！」

　アイザックの奮戦に鼓舞され、後退していた人々が再び突撃を開始する。

　と、そのとき横から、

「ソリス様、マシロ様、ゲルニカ様、シェンファ様！」

　駆け寄ってきたのは全裸のクオンだった。

「クオン！　これって《世界》だよな？」

「はい、間違いありません。ここは《世界》によって作り出された異空間です。しかし一体誰だれが……」

　釈然としない顔でクオンは答えた。

「……とにかく私もアイザック様に加勢してきます」

　全裸にもかかわらずクオンはカタナを持っていた。

　彼女の剣術があれば心強い。

「わかった、俺おれも一緒に行く」

　クオンとともにソリスたちは激戦が繰り広げられる前線へと走る。

　アイザックを筆頭に大勢の戦士たちが次々とスケルトンを蹴け散ちらしている。

　このまま敵陣を突破できるかというところで、突如としてアイザックが戦っている場所からほど近い空に、三十人ほどの黒ずくめの集団が現れた。

　上空十五メートルのあたりに静止し、戦場を見下ろす謎なぞの集団。

　その黒装束はソリスには見慣れたもの──トリス学院死霊術科の制服だった。

　黒ずくめたちの中心にいるのは金髪の少女。遠いので顔はよく見えないが、あれは、

『さすがアイザック先パイですね』

「うわっ!?」

　突如、ソリスの目の前の何もない空間にメイと黒ずくめ集団の姿が投影された。

　見ればあちこちの場所で同じ映像が映し出されている。

　画面の中でメイが微笑ほほえむ。

『はじめまして、わたしはヘルマスター四天王の一人メイ・フラメル。皆さんに絶望をお届けするためにやってきました……あはっ、なんかホントに悪役みたい！　ソリス先パイ、見てますか～』

「……やっぱりメイが嚙かんでやがったのか」

　今朝『アリアドネの迷宮』でアンデッドに遭遇したときから、薄々メイが絡んでいるような予感はしていたのだ。

　フラグメント《世界》を倉庫から持ち出すことも彼女なら可能だ。

　クオンは執事（？）たちに「関係者以外は絶対に誰だれも入れないように」と頼んだ。

　つまり、立派な関係者であるメイが「急な用事で必要になった」とか何とか言えば……。

『とにかくですね、皆さんにボスを倒されるわけにはいかないので、ちょっとゲームの難易度をアップさせてもらいますね～』

　メイは言い終えると、何もない空間に手を伸ばした。

　するとその手に突然、一本の巨大な杖つえが出現した。

「あれは……！」

　ソリスが絶句する。

　メイが持っているのは蛇じや杖じよう《アスクレピオス》──かつてソリスの先祖デューマが使用した死霊術に特化した杖つえで、現在はソリスの実家にある筈はずだった。












　それだけではなかった。

　なんと、メイと一緒に出現した他ほかの死霊術科の生徒たちの手にも、同じく蛇じや杖じよう《アスクレピオス》が出現した。

　メイと死霊術科の生徒たちが、一斉に何やら呪じゆ文もんを唱え始める。

「「「起き上がれ！」」」

　詠唱が完了すると同時に、スケルトンの軍勢の背後の地面の中から突如として無数のゾンビが出現した。その数はスケルトンの軍勢に匹敵するほど。

　わずか三十人で数万のゾンビを生み出すことなど、普通ならどんなに優れた死霊術師にも不可能だ。

「まさかあいつら、《世界》以外のフラグメントも持ち出したのか!?」

　スケルトンの軍勢すら突破できていないのにさらに敵戦力が倍増し、参加者側に諦あきらめムードが広がる。

「なんだよこれ！」「こんなの勝てるわけないじゃねえか！」「やっぱりこんなゲームに乗るんじゃなかった！」

　アイザックとともに戦っていた人々の動きも疲労と士気の低下によって鈍くなる。

『それじゃがんばってくださいねー』

　空中に投影されていたメイたちの映像が消える。本人たちはゆっくりと空を飛び、城の方へと後退していく。

「……ふう」とクオンが呆あきれ混じりのため息をつく。

「メイ様がお気に入りだというのはわかりますが……」

　クオンは何な故ぜか空を睨にらんで叫んだ。

「少しえこひいきが過ぎるのではありませんか!?　《世界》!!」

　すると上空の青空が一瞬、微妙に歪ゆがんだ。

「……もしかしてクオン、《世界》と会話できるのか？」

「……向こうの意思はわかりませんが、私の意思を伝えるくらいなら。まあ、それが出来たところで特に意味はないのですが……」

　そしてクオンはフッと自じ嘲ちよう気味に笑った。

「……えこひいきって、一体どの口が言うのでしょうね。トワ様を愛し、数多くの人を死に追いやった私が……存在自体が罪である私が……」

「クオン……」「クオンちゃん……」

　ソリスとマシロは神妙な顔になる。

　と、そのとき。

　アイザックが戦っている最前線にほど近い場所で怒声が響いた。

「お待ちなさいゾンビ娘！　見損ないましたわよ！　わたくしに勝てないからといってこのような悪事に手を染めるとは！」

　キャロルだった。

　全裸で、どこで手に入れたのかカタナを手に持っている。

　退却する人々の流れに逆流し、キャロルはゾンビとスケルトンの軍勢へと単身切り込み、凄すさまじい勢いで敵を撃破していく。

「さすがですキャロル。まだまだ彼女には敵かないません」

　クオンが言う。

　キャロルの声が届いたか、メイが一人で引き返してきた。

　空中からキャロルを見下ろし、

「ちーがーいーまーすー！　べつに先パイに負けたからヘルマスターに味方してるわけじゃあーりーまーせーんー！」

「お黙りなさいこの卑ひ怯きよう者もの！」

「卑怯なのはどっちですかこのおっぱいドロボー！」

「あなたこそ！　胸がなければ何一つわたくしに勝てない負けゾンビ犬ですわ！」

「そんなことないです！　わたしはおっぱいだけの女の子じゃないです！　おっぱいなんてなくても先パイなんかに負けません！」

「可哀かわい想そうに！　どうやら妄想癖までおありのようですわねおーっほっほっほっ！」

「だったら……今から証明してあげます！」

　メイが叫び、呪じゆ文もんを高速詠唱。

「アンデッドのみんな、愛の力でたくましくなあれ！」

　メイの持つ杖つえが黒い光を放つと、突如としてキャロルの周辺にいるアンデッドたちの動きが他ほかのアンデッドと比べて明らかに機敏になった。

　いや、他のアンデッドと比べて、ではない──凄すご腕うでの武闘家と比較しても遜そん色しよくないほどに彼らの動きは俊敏かつ洗練されていた。

　メイの得意技──強化系死霊術だ。

　首飾りを引きちぎろうと、アンデッドたちは恐るべき速さでキャロルを襲う。

「アンデッドごときが……このわたくしに触れることなどできませんわ！」

　キャロルが目にもとまらぬ速さでカタナを振るう。

　閃せん光こうが走り、一瞬遅れて周囲のアンデッドがバラバラになって崩れ落ちる。

　しかし、

「頑張ってみんな！　《屍修復アンデツドリカバー》！」

　メイがアンデッド専用の回復魔法を使うと、バラバラになったアンデッドたちが一瞬にして元通りになって立ち上がった。

「ッ！」

　一瞬、キャロルの顔に動揺が浮かぶ。

　しかしそれは本当に一瞬のことだった。

「なんの！」

　キャロルが再び神速の斬ざん撃げきを全方位に放つ。

「──フ」

　バラバラと崩れ落ちていくアンデッドの群れ。

「何度蘇よみがえろうと同じことですわ──、ッ!?」

　そんなキャロルに、一体のゾンビが背後から躍りかかった。

「そんな!?」

　一体だけ倒し損ねていたそのゾンビに後ろから羽交い締めにされ、キャロルの全身が総毛立つ。動揺のあまりカタナまで地面に落としてしまった。

「ひっ、さ、触らないでくださいこの下郎！　くっ、このわたくしが討ち洩もらすなど、」

「ふふふ、敗因はその胸です先パイ」

　メイが口の端を吊つり上あげる。

「虚を突かれた一瞬の隙すき──普段のキャロル先パイなら取るに足らない隙だったんでしょうけど……今回はその立派なおっぱいの重みのせいで、一太刀だけ踏み込みが浅くなっていたのです……！」

「な、なんですって……！」

　愕がく然ぜんとするキャロル。

「おっぱいに溺おぼれるものはおっぱいに泣く──ふふ、所しよ詮せん先パイにそのおっぱいは荷が重かったということです……。さあ、それじゃトドメですよ！　《屍修復アンデツドリカバー》！」

　メイが勝ち誇った顔でアンデッドたちを復活させる。

　わらわらと寄ってくるアンデッドの群れ。

　ゾンビとは思えないほどの力で羽交い締めにされ、キャロルは逃げることもできない。

「くっ、お、お放しなさいこの死体風情ふぜいが！」

　もがくキャロルに、メイが嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「ふふ、ただ首飾りを奪うだけじゃわたしの怒りは収まりませんよ？　よくもこれまで好き放題言ってくれましたね。さあて、どんなエッチな目に遭わせてあげよっかなー」

「や、やめなさいゾンビ娘！」

「そうですねー。先パイが素直に負けを認めてわたしに謝るなら許してあげてもいいですよ？　わたしって優しいですから」

「誰だれが……あなたに負けるなど……！」

「強情ですねえキャロル先パイ。ふふ、そんな誇り高くてツンツンした女の子が、これから無数のたくましいゾンビさんたちに囲まれてあんなことやこんなことをされちゃうんですねー。あはっ、興奮してきちゃった……」

「ゾンビ娘……高貴なわたくしにそのようなことをして……」

　悔しげに歯は嚙がみするキャロルに、アンデッドの群れはじりじりとにじり寄ってくる。

　キャロルの眼前にまで来た一体のアンデッドがゆっくりと豊満な胸へと手を伸ばす。

　キャロルが目の端に涙を滲にじませる。

「ソリス様以外にそんなこと……絶対に、イヤですわ……わたくしに……力を……！　わたくしに、全すべてを討ち払うための力を────ッ!!」

　キャロルが叫んだ。

　その刹せつ那な、キャロルの身体からだを目ま映ばゆい黄金の光が包み込む。

「な……!?」

　メイが驚きよう愕がくし、怯ひるんだようにアンデッドたちの動きも止まる。

　光が収まり、その中から出てきたキャロルの姿を見て、彼女の近くでアンデッドの軍勢と戦っていた誰だれかが呟つぶやく。

「ルザルカ・ヴァーミリオン……」

　炎のような赤い髪、白銀の鎧よろい、その手には刀身に六つの魔石が埋め込まれた巨大な剣──魔法杖ウイザーズロツド、精霊剣《エクスカリバー》。

　今のキャロルの姿は、数々の絵画に残る英雄にして歴史上最強の精霊魔道士と名高いルザルカ・ヴァーミリオンの姿そのものであった。

「お放しなさい！」

　凛りん然ぜんと言い放ち《エクスカリバー》を一振りすると、キャロルの胸を摑つかもうとしていたゾンビと後ろから羽交い締めにしていたゾンビは二体とも一瞬で灰になった。

「……よくわかりませんが──」

　キャロルが不敵な笑みを浮かべ上空のメイを見据える。

「覚悟なさいゾンビ娘！」

「ふーんだ、そんなコスプレしたって無駄です！　わたしの本気はこんなもんじゃないんですから！」

　一瞬たじろぎながらもキャロルの目をしっかり見返してメイは叫び、十メートルほど後退して呪じゆ文もんを詠唱する。

「やっちゃって!!」

　広範囲にわたるアンデッド強化魔法の発動後、メイが命令すると無数のアンデッドの大群がキャロルに向かって襲いかかる。

「格の違いを──教えてさしあげますわ！」

　キャロルが付近にいた敵を《エクスカリバー》で薙なぎ払い、さらに呪文を高速詠唱。

「《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》ですわ!!」

　刀身から放たれた巨大な光の輪が高速回転し、スケルトンの群れを次々に切り裂いていく。

　さらにキャロル、

「《天衝岩塊槍アースグレイブ》!!　《煉獄饗宴ゲヘナフレイム》!!　《荒嵐裂波迅タイラントストーム》!!　《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》!!」

　魔石の交換なしに立て続けに放たれる高火力の攻撃魔法に、アンデッドの大群がなすすべもなく蹂じゆう躙りんされていく。

　いかにキャロルの魔力が膨大とはいえランクＡの魔法を全力で連発したりすればすぐに力尽きてしまう筈はずだが、キャロルの顔に疲れは微み塵じんも見えなかった。

　それでも敵の数は圧倒的で、殲せん滅めつ魔法を逃れキャロルに向かってくるアンデッドもいたのだが、近寄る敵はことごとく巨大な刃やいばの餌え食じきとなった。

　まさに英雄の再臨のようなその勇姿に、遠目で見ていたソリスは愕がく然ぜんとする。

「ど、どうなってるんだ……？」

「……おそらくは《世界》が力を与えているのでしょう。キャロルにも」

　クオンが淡々と言った。

「《世界》がキャロルに力を？　《世界》はヘルマスター側の味方じゃないのか？」

　以前《世界》に閉じこめられたとき、メイは《世界》の力を借りて自分の力量を遙はるかに超える大魔法を使い、ソリスを打ち破った。今回アンデッドの大群を作り出したのも《世界》のおかげだろう。

「……これは戦争ではなく……『ゲーム』、ですから。えこひいきはよくないと、あの子も思ったのではないでしょうか」

　戦闘は続く。

　英えい雄ゆう譚たんの一節のようなキャロルの活躍に味方は大いに鼓舞された。

　しかしメイも負けてはいなかった。

「だったらこれはどうですか先パイ！　いっけ────っ!!」

　上空でメイが杖つえを一振りすると、土の中から無数の動物の骨がスケルトンとなって出現した。

「今更そんなザコを出したところで──」

「限定解除！　魔獣たちよ、解き放たれよ!!」

　メイが魔法を放つと、出現した動物の骨が肉を帯びていく。さらにその身体からだは次々と巨大化し、犬の骨は三つの頭を持つ地獄の番犬ケルベロスに、鳥の骨は翼長十メートルを超える巨大な大おお鷲わしフレスベルグに、猫の骨は杖を持ち直立歩行する吸血猫グリマルキンに、蛇の骨は百の頭を持つ大蛇ラドンに、トカゲの骨は巨大な翼で空を飛ぶ翼竜ワイバーンにそれぞれ姿を変えた。

　突如出現した巨大な伝説上の怪物たちに、勢いを盛り返そうとしていた参加者側に再び動揺が走る。

「感謝しますわゾンビ娘！　わたくしの活躍の舞台にわざわざ華を添えてくださるなんて！　見栄えのする敵を倒してこそわたくしの戦いぶりが引き立つというもの！」

　キャロルの意気は衰えない。

「《神弩砲撃ゴツド・バズ》!!」

　ランクＳＳの光魔法が上空のワイバーンとフレスベルグ数体を一瞬で蒸発させる。

「くくく……メイ殿、我々も加勢しよう」

　含み笑いをしながら、メイの後方から死霊術科の生徒たちがやってくる。

　彼らが一斉に魔法を発動させると、さらに多くの巨大な魔獣が次々と出現した。

「こ、こんなの勝てっこねえ！」「俺おれたちは伝説の英雄なんかじゃねえんだ！」

　戦闘を続けられているのはキャロルだけで、他ほかの参加者たちはもはや総崩れだった。

「……あの死霊術師たちも《世界》の力を得ているようですね」

　淡々と言うクオンに、シェンファは「ふむ……」と何やら思案顔になった。

　そのとき、

「マシロ様！　クオン様！」

　後ろから、一人の全裸の少女が走ってきた。

　灰色の髪に灰色の目、右目には眼帯──シズだった。

「はあ、はあ、よ、ようやく見つけました……」

　息を切らせてシズが言う。

「どうしたんですかシズさん」とマシロ。

「聞きたいのはこっちです！　列車から降りた途端いきなり大雨が降ってきて服を溶かされてしまったのです！　その上この異空間……！　なんなんですかこの状況は！」

「くくく、運の悪い女だ」

　意地悪な笑みを浮かべるシェンファにシズは訝いぶかしげな顔をする。

　シェンファ、ゲルニカ、そしてソリスに目をやり、

「マシロ様、こちらの方々は？」

「私です、カイゼルねえさま」

　ゲルニカが言うとシズは暫しばし胡乱うろんな視線を向け──驚きよう愕がくに目を見開く。

「ま、まさかニカですか!?　こっちはシェンファ!?　ソリス様たちと年齢が入れ替わったと聞いていましたが……た、たしかに…………面影があります……」

「ふっ、美しいだろう。これが私の将来の姿だ」

　自慢げにシェンファは胸を張った。

　シズはシェンファとゲルニカを何度か交互に見て、最終的にシェンファに憐あわれむような目を向けた。

「……あ、はい、美少女、ですね、可愛かわいいですよシェンファ」

「胸を見ながら残念そうな顔で言うんじゃない！」

　顔を真っ赤にするシェンファ。

「それに比べてニカは私に似てたいへんバランスのいい美少女になりましたね。やっぱり普段からいい子にしていたからでしょうか」

　そう言ってゲルニカの頭を撫なでるシズ。

「えへへ……カイゼルねえさまぁ……」

　仲むつまじい姉妹に、シェンファは子供のようにむくれた顔をした。

「そんなことはどうでもいいのだ！　カイゼル、さっさと《灰》で私たちを元に戻せ！」

「はあ、それはかまわないのですが……あなたたちと年齢が入れ替わってしまったというソリス様たちはどこに………………え？　まさか」

　シズの視線がソリスに向けられる。

「……どうも。お久しぶりです店長」

「ソリス様!?　何な故ぜ、その、幼女に？　年齢が入れ替わっただけでは……」

「……色々あったんです。何も聞かずに元に戻してください」

「わ、わかりました」

　真剣な顔で懇願するソリスに、シズは右目の眼帯を外した。眼がん窩かにあったのは義眼ではなく灰色の魔石──フラグメント《灰》。

「あ！」

　マシロが前線の方を見て声を上げた。

　見れば仮面をつけた幼女がこちらに向かって走ってきている。

「アイザック！　ちょうどよかった」

「うむ……無念だが小こ太だ刀ち一本で立ち回るのは無理があったゆえ、撤退した」

　言いながら仮面を外すアイザック。

「それでは皆さん、横に並んでください」

　シズが言って、ソリスとアイザックとシェンファとゲルニカは一列に並ぶ。

「では、参ります」

　シズの眼めから立て続けに四本の灰色の光が放たれ、四人の身体からだを貫いた。

　次の瞬間ソリスたちの身体は灰色の霧に包まれ、数秒後霧が消えたとき、そこにいたのは立派な身体つきの少年二人と、二人の可か憐れんな幼女だった。

「ふん、大人の身体も悪くはなかったが、やはり私にはこの姿が最も落ち着くな」

　シェンファが言うとアイザックは真顔で深々と頷うなずいた。

「その通りですシェンファ様。オレはいつまでもシェンファ様に忠誠を誓います」

「……貴様……寝返っておきながら幼女になった途端手のひらを返しおって……あとで覚えてろよこの駄犬め。きっちり調教してやる」

　ぴくぴくと頰ほおを引きつらせるシェンファだった。

　一方、

「やっと……やっと戻れた……」

　ソリスは感慨深げに深呼吸した。思わず涙が出てきそうなほど嬉うれしかった。

「あやっぱりこの姿が最高だ……ああ……もう、ホント、最高……」

「そうですね、やっぱり人は裸が一番ですね」

「お兄ちゃんのアレ……大きいです……」

　マシロとゲルニカが口々に言ってソリスは慌てて両手で股こ間かんを隠した。

　当たり前だが、ソリスもアイザックも全裸だった。フリチンだった。

「な、何か着るものは……！」

　本当の姿に戻って、忘れていた羞しゆう恥ち心しんが再び戻ってきた。

「それよりもソリス。キャロルが危ない」

　股間を隠そうともせずアイザックが戦場を見つめ淡々と言った。

　参加者側勢力は完全に総崩れとなり、もはや前線に留とどまっているのはキャロル一人という有様だった。

　そのキャロルに強化されたアンデッドやアンデッドの変身した巨大な魔獣が次々と襲いかかり、さすがのキャロルも息が上がっていた。

　このままではいずれ限界が訪れるのは明らかだった。

　しかし現状、ソリスたちには強化アンデッドに対抗できる武器が一つもない。武器どころか服すらない。

「そうだ、逃げた奴やつらから武器や杖つえを借りれば！」

「なるほど、妙案だ」

　ソリスの言葉にアイザックが頷うなずいた。しかし、

「いや、多分その必要はない」

　シェンファがいきなりそんなことを言った。

「必要ないって……」

「あの死霊術師どもは、何もない空間から蛇じや杖じよう《アスクレピオス》を呼び出した。この世に一本しかない杖を何十本もな。そしてキャロル・カリオストロも、必死で力を渇望し叫んだ瞬間、あの姿に変化した。この空間では、強い意志によって自分の望む現象を引き起こすことができるのではないか？」

　シェンファの推測に、クオンは頷いた。

「……ただし、それが可能なのは《世界》に選ばれた者のみですが。異空間を作り出した本人ですら、《世界》の思いを曲げて空間を自由に操ることは出来ません」

　ソリスは思い出す。

「そういえば前の戦いで俺おれとマシロがメイにノされたとき、メイの『ハッピーエンドへの渇望』に従って戦場がお花畑になったっけ……」

「うむ。そして先ほどクオン・エターニアの言った『これはゲームだから《世界》もえこひいきはよくないと思っている』という言葉が正しければ……この場にいるゲームの参加者全員が、強く望めばメイ・フラメルや死霊術師たちやキャロル・カリオストロと同じことが出来るのではないか？」

「……可能性は、ありますね」

　クオンは小さく頷うなずいた。

「よし、ならば早速私が試してみよう」

　そう言ってシェンファは、空を凶暴な眼めで睨にらみつけて叫ぶ。




「《世界》よ──私の思い通りになれ!!」




　次の瞬間──シェンファの身体からだを赤と青の二色の光が繭まゆのように包み込んだ。

　その光の繭を突き破り、二枚の巨大な翼が出現。












　片方は天使のような白い鳥の翼。もう片方は悪魔のような黒い蝙こう蝠もりの翼。

　二枚の翼の生えた場所から徐々に光の繭まゆがひび割れ、バラバラに砕け散る。

　そこにいたのはトーガと呼ばれる白い布を身に纏まとい、背中に天使と悪魔の翼を生やしたシェンファだった。

　その手にはシェンファの身長よりも大きな、刀身が幾つもの刃やいばに分かれ無数の宝石できらびやかに飾られた、実用性皆無としか思えないド派手な大剣。

　剣をかざし、シェンファは興奮した様子で言う。

「おおおっ！　これはまさしく宇宙をも切り裂くとされる究極の剣、《創世神魔超剣ヴェルゴリヴァイヴァレヴス》ではないか！」

「『ヴ』多いな！」

　思わずツッコむソリス。

　クオンが首を傾かしげ、

「……ええと、創世なんとか剣ヴェなんとか、ですか？　そんな名前の剣は聞いたことがないのですが……」

「当然だ。私が昔考えた剣だからな」

「空想の産物かよ！」

　ソリスはまたもツッコんだ。

「シェンファねえさま……それ、とてもかっこいいです……」

　うっとりした顔でゲルニカが言う。

「くくく、そうだろうそうだろう。ちなみにこの《創世神魔超剣ヴェルゴリヴァイヴァレヴス》はあまりにも強力すぎるため、神と魔王の血を引く最強の救世主、究極聖魔堕天使神シヤイニングイビルホーリーメサイアリュシファラエルの転生体であるこの私にしか扱うことが出来ないのだ」

「なんと！　そんなかっこいい設定まで……！」

　ゲルニカは目を丸くした。

「よし、ちょっと試し斬ぎりしてくる」

　新しい玩具おもちやを手に入れた子供のようにわくわくした表情でシェンファは大空へと舞い上がった。

　戦場を見れば、英雄ルザルカの格好をしたキャロルがなおもアンデッドや魔獣たちと激戦を繰り広げている。

　しかしキャロルの体力もそろそろ限界が近づいていた。

　ケルベロスの吐いた炎を避よけきれず、爆風でキャロルの身体からだが地面を転がる。

　立ち上がろうとするキャロルに魔獣たちは一斉に襲いかかった。

　剣は地面に転がり、呪じゆ文もんを詠唱する暇もなく、絶体絶命の窮地。

　そんなキャロルを救ったのはシェンファだった。

「くははははは！　救世主様が助けに来てやったぞ！　死ね死ね死ね死ね死ね!!」

　救世主にあるまじきことを言いながら凄すさまじい速度で空中を驀ばく進しんし、創世なんとか剣の一振りでワイバーンやフレスベルグを次々と葬り去りながら、ものの数秒でキャロルのもとまでたどり着く。

「神魔流第四十七の秘剣──冥めい哭こく黎れい凌りよう斬ざん!!」

　シェンファが上空から剣を一振りすると巨大な鳥の形をした虹にじ色いろの光が発射され、キャロルに襲いかかろうとしていたケルベロスを跡形も残さず消滅させた。

「か、会長!?　そのお姿は……って、わたくしも人のことは言えませんけど」

　驚きよう愕がくするキャロル。

　新たに現れた正体不明の味方に、他ほかの参加者たちも色めき立つ。

「むんっ！」

　シェンファが剣をかざすと、空中に、この広い異空間のどこからでも見えるほどに巨大なシェンファの映像が映し出された。

　空間全すべてにシェンファの声が響く。

『皆の者、よく聞くがいい！　我が名は究極聖魔堕天使神シヤイニングイビルホーリーメサイアリュシファラエル！　悪あしき魔道士ヘルマスターを倒すべく、この地に降臨した救世主である！　勝利を欲する者は我と共に戦うがいい!!』

　しかし──。

「共に戦うって言ったってなあ……」「あんなモンスターの大群とどうやって戦えって言うんだよ……」「あたしたちはただの一般人なのよ」「英雄でも救世主でもない……脇わき役やくなんだ……」

　聞こえてくるのは戸惑いと……諦あきらめの声ばかり。

『諦めるな！』

　シェンファが叫ぶ。

『……諦めるな。俯うつむくな。前を向け。誇りを持て。自分を信じろ。理想の自分を思い描えがけ。願え。足あ搔がけ。祈れ。叫べ。その神経と精神と魂の赴おもむくままに想像し創造しろ──お前自身が主人公の、最高にイカした物語を！　さすれば《世界》は貴様の望むままだ！』

　巨大な映像が消える。

　人々の戸惑いはますます広がる。

　しかし──諦め以外の感情も確かに生まれていた。

「ねえさまに負けないように──私もかっこいい姿になります！」

　ゲルニカが言って、両手を空にかざす。

　すると何もない空間からゲルニカの両手に、二丁のやたら派手な装飾が施された大型の銃が出現した。

　さらに服も出現。

　カウボーイハットに露出度の高いカウボーイシャツ、短くカットされたジーンズ。

「えいっ！」

　カウボーイ姿のゲルニカが、シェンファを狙ねらって急襲してきた数匹のワイバーンとフレスベルグの方に向けて発砲する。

　距離にして百メートルは離れている──到底当たるわけがないと思いきや、

　びゅんっ!!

　銃口から発射された虹にじ色いろのレーザーは、魔獣から大きく外れた方向へ向かったのち、ほぼ１８０度急転換して二体のワイバーンの身体からだを撃ち貫いた。

　断末魔の声とともに何な故ぜか爆発するワイバーン。

「……手にした者は世界をも変えると言われる伝説の二丁拳けん銃じゆう──《暁光のグランゼム・ノヴァリア》と《残照のヴィンスティル・リーヴァ》──大宇宙最強虚空龍アルテイメツトコスモドラゴンドルバゲルギアスの体内に存在する虚こ空くう結晶ヴォルマリアから精製された弾丸は、狙った相手をどこまでも追い続け、そして必ず倒します。そしてその伝説の二丁拳銃を自在に操るこの私は、馬の代わりにドラゴンを乗りこなす、全すべての事件屋の憧あこがれの存在にしてその正体は誰だれも知らない伝説のセクシー女性ガンマン『ドラゴンライダー・ゼロ』……」

　聞かれてもいないのに『自分で考えた超格好いい設定（やっぱり何故か『ヴ』が多かった）』を解説しながら、ゲルニカは立て続けに発砲。

　よくわからない原理のレーザーに撃ち抜かれ次々と爆散していく空の魔獣たち。

「……シェンファに負けずとも劣らない格好よさですね、ニカ……」

　何故か少し興奮した様子でシズが言った。

「ありがとうございますねえさま。しかし──」

　ゲルニカは口の端を微かすかに吊つり上あげたニヒルな笑み（のつもりだろう、本人は）を浮かべ、口元で「ちっちっち」と人差し指を揺らした。可愛かわいいのにちょっとイラッとする仕草だった。

「──今の私は『ドラゴンライダー・ゼロ』です。それでは！」

　ゲルニカが口笛を鳴らすと、空から小型のドラゴンが急降下してきた。

　驚くソリスたちを横目にゲルニカはドラゴンの背中に飛び乗る。

　そしてシェンファやキャロルとは少し離れた場所へ飛んでいき、空中で謎なぞの二丁拳銃を連射し敵を蹴け散ちらしていく。

「くくく、ニカのやつもなかなか格好いいではないか！」

　機嫌良さそうにシェンファは笑い、縦横無尽に空を飛び回る。

　キャロルも二人の幼女に対抗するように魔法を連発し敵を蹴散らしていく。

「さすが会長さん……でも、これからが本番ですよ！」

　メイと死霊術師たちがさらにアンデッド軍団を呼び出す。

　それだけではなかった。

　なんとメイたちの後方から、新たに何十人もの少年少女たちが出現した。

　彼らの映像があちこちに投影される。

「私はヘルマスター四天王の一人、豪熱のブライ」

「オレはヘルマスター四天王の一人、鋼のバルドム」

「ククク……私はヘルマスター四天王の一人、烈空のマルコム」

「そしてこの俺おれはヘルマスター二十八魔将の一人、グライス」「ふふっ、あたしは同じくヘルマスター二十八魔将の一人、リンダ」「同じくロビンソン」「同じくグレイバー」「同じく……ではなく、ヘルマスター十六守護星が一、ガラハド」「二十八魔将の一人、セバト」「ヘルマスター八鬼衆の一人、キケル」「十六守護星の一人、エーリ」「二十八魔将の一人カリオ──」

「長いっ！　自己紹介なんていいから！」

　自己紹介を遮ってメイが叫ぶと、まだ名乗っていない他ほかの二十八魔将だか十六守護星だかは不満そうな顔をした。

　空中の映像が消える。

　と同時に、敵の増援は次々と呪じゆ文もんの詠唱を開始。

　アンデッドだけでなく、ミノタウロスやマーチヘアなどの異界生物が次々と喚よび出される。

　龍りゆうにも似た巨大な大蛇、巨大な火の鳥、一本角の馬、身長十メートルを超える一つ目の巨人、花の代わりに人の顔がついた植物、首のない騎士、そして十五メートルを超える巨大なドラゴンなど、学生のレベルを遙はるかに超えた召喚獣も多数。

　小型のドラゴンに乗って空を翔かけるゲルニカが先陣を切り、真っ赤な巨体のドラゴンに向けて銃を撃ったが、身体からだに傷を負わせただけで一撃必殺とはいかなかった。

　シェンファ、キャロル、ゲルニカがいかに反則的なくらい強力とはいえ、同じように反則しているヘルマスター陣営を相手に三人では分が悪い。

「ドラゴン、か──」

　アイザックが呟つぶやいた。

　その姿を見てソリスは驚く。

　赤を基調とした全身鎧よろいに、炎のように波打つ刀身を持つ大剣フランベルジュ。

「……お前もこの『祭り』に参加するのか」

　静かに問うソリスに、アイザックは小さく頷うなずいた。

「ソリスよ。オレは子供の頃ころ、騎士になりたかった。薄汚い暗殺者などではなく、宮廷騎士のような稼業としての騎士でもなく──ドラゴンを退治し、お姫様を助け出し、たとえ国を敵に回そうとも常に弱き者の味方となる……そんな子供向けの物語の騎士ヒーローに。家にただ一冊だけあった、ボロボロになるまで読み返した絵本に描えがかれた正義の騎士に……オレはかつて憧あこがれていたのだ。そんな時代があったのだ」

「今はロリコンの変態だけどな」

「……茶化すな」

　アイザックは苦笑し、

「……言われずともわかっている。これはただの祭り。刹せつ那なの夢フアンタジーに過ぎん。だが今だけは……だからこそ今だけは──オレは悪あしき魔竜に挑む正義の騎士だ！」

　アイザックが叫ぶと、背中の鎧よろいから炎の翼が噴き出した。

「刹那の夢ゆえに──貴様も乗り遅れるな、ソリス・アレクサンドロ！」

　告げるが早いか、アイザックは炎の翼を羽ばたかせ数え切れないほどの巨大なモンスターが待ち構える敵陣へと突っ込んでいった。

「……どいつもこいつもなんで飛ぶんだ？」

　ソリスが頭をかきながら呟つぶやくと、

「そらはつねにじんるいのゆめであるがゆえに」「りりすちゃんにも、とりのようにじゆうにそらをとびたいとおもっていたじだいがあるのでは？」「われらじんるいはつばさなきけものゆえ、なればこそそらへとおもいをはせるのです」「うえをみあげ、はてしなきたかみへとおもいをめぐらせ」「ひとはすすむのでしょう、これからも」

　謎なぞの幼女たちだった。

「さて、それではわれらもとびまするか」「おうとも」「つよくねがえばよろしいの？」「おてがるしようですな」「そこはゆーざーふれんどりーというべきかと」

　十人ほどの全裸の幼女たちは一斉に目を閉じ──光に包まれた。

　光の中から生まれたのは、それぞれ思い思いの服を着て、思い思いの翼を生やした幼女たち。

　シェンファのような鳥の翼やコウモリの翼もあれば、魚のヒレを思わせる翼もあり、翼の数が十枚以上の幼女もいれば、翼の生えた靴を履いている幼女、肩に三さん角かく錐すい型の重力制御デバイスを付けている幼女、背中にロケットを装着している幼女、頭に竹とんぼのようなものを乗せている幼女、様々だった。

「ではまいりましょう」「ぎょい」「おのおのがた、しゅつじんでござる」

　幼女軍団が敵陣へと飛んでいく。

「お、おい、危ないぞ!?」

　心配になるソリスだったが、幼女たちは巨大なハンマー、巨大なカタナ、ビームサーベル、ミサイル、ビームライフル、ロケットパンチ、メガ粒子砲、投げキス、パンチラなど、それぞれのやり方で敵を墜おとしていく。




　幼女軍団の参戦を皮切りに、いよいよ本格的に祭りが始まった。




　シェンファの言葉に戸惑っていた人々も、ゲルニカやアイザックや幼女軍団が実際に現実離れした戦いを演じているのを目の当たりにしたことで、「自分にもできるかもしれない」と思うようになった。

　そして実際に『望み通りの自分』になることに成功した人々は、一人また一人と戦いに加わっていった。

　もちろんヘルマスター側も負けてはいなかった。

　四天王、二十八魔将、十六守護星、八鬼衆に加えて三十二大臣、百八翼までも登場。

　それでも人数は十万近い参加者側と比べて絶対的に少ないが、事前に備えていたぶん力の使い方が上う手まく、次々にアンデッドや召喚獣を喚よび出して立ち回っている。

　特に《世界》のお気に入りであるメイは、かつてソリスとマシロを叩たたきのめした恐るべき強化系死霊術《愛ソリス・アレクサンドロ》を発動。

　スケルトンの大群を極めて強力なエンジェルソリスの軍勢へと変化させた。

　ヒカリ製のアンデッドと比べて一人一人の性能は落ちるが、数はあのときの比ではなく軽く一万体以上。恐るべき機動力で空を飛び回り目からビームを放ち魔法も使うフリチンソリスの大群は、誰だれにとっても脅威だった。

　果ては召喚魔法と死霊術に飽きたらず、ヘルマスター側も『理想の自分』へと変化を遂げて戦い始めた。

　繰り広げられる狂乱の祭り。

　炎の騎士アイザックが大剣フランベルジュを操って繰り出す必殺剣《鳳ほう凰おう昂こう翼よく斬ざん》で巨大なドラゴンの首を斬きり落とせば、『ドラゴンマスター』の称号を持つ最強召喚術師ディラン・ミルディスが新たに十体のドラゴンを召喚、そのドラゴンがさらに合体して山ほどもある超特大ヒュドラがアイザックの行く手を阻む。

　伝説のセクシー女性ガンマン『ドラゴンライダー・ゼロ』が絶対に当たるレーザー光線銃《暁光のグランゼム・ノヴァリア》と《残照のヴィンスティル・リーヴァ》で敵を撃つと、虚こ空くうの黒騎士ライヴァリオン・エルドラスが虚数空間へのゲートを開く超理術式《ルド・レヴォリム》によってレーザーを無効化。しかしゼロは二つの銃を超龍合体させることで虚数空間をも爆砕する究極の超必殺技《ヴァル・ザヴィグ・ドルヴァゲルギオーン》を使い敵を撃ち破った。究極聖魔堕天使神シヤイニングイビルホーリーメサイアリュシファラエルが空中で全裸ソリスの軍勢に取り囲まれてしまったとき、英雄ルザルカ・ヴァーミリオンの再来とまで言われる若き天才美少女魔法剣士キャロル・カリオストロが風魔法ランクＳＳ《天翔絶奔駆エアリアル・ターボ》で自在に空を駆け助けに馳はせ参じる。リュシファラエルの放つ神魔流第七の秘剣《殲せん煌こう霊れい絶ぜつ衝しよう・零ぜろ式しき》とキャロルが精霊剣《エクスカリバー》で放つ究極の奥義《散さ斬ざん華か》の合わせ技により二人はどうにか窮地を脱した。

　孤高の魔剣士ルービック・マグナスが伝説の斬ざん竜りゆう刀とうドラゴンスレイヤーでオウガやミノタウロスやティラノサウルスの大群を一網打尽にする。

　純白の魔法少女フリンが《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》の五千倍の威力を誇るという設定の究極の光魔法《光神聖刃斬ジヤツジメントセイバー》を連発して敵を蹴け散ちらす。

　今は亡き魔道帝国ミズガルドの末まつ裔えいである呪のろわれし皇子ミード・エインデル（真の名をレグルス・フォン・ミズガルズ）が皇族の直系にのみ代々伝わる禁断の秘術アポカリプス・ノヴァを発動させ、街一つが消し飛ぶほどの大規模な爆発が起きる。

　八本足の馬スレイプニルを駆る黒騎士エイン・クライツがあらゆる敵を貫く究極の槍やりグングニルの必殺技《フェンリルセイバー》で魔獣たちを蹴散らす。

　孤高の宇宙刑事リガイオスがブラックホール光線銃《終しゆう焉えんのバイブル》によって巨獣ベヒーモスを撃破、しかしそのリガイオスも狂科学者ヴァイス・レギンズの作り出した機械の巨人ヘカトンケイルによって倒され、さらにそのヘカトンケイルを召喚術師牛子の最終究極召喚魔法によって降臨した龍りゆう神じんバハムートがギャラクシーブレスで消し飛ばす。

　漆しつ黒こくの狂皇子ラヴィリンドスが禁断の秘術《業魔陣》によって喚よび出した世界を滅亡させる究極の魔獣リヴァイアサンは、猫子に召喚された百万匹の猫妖精ケツトシーによるダイナマイトを抱えた捨て身の特攻で爆破され、地下の秘密基地に隠れていたラヴィリンドス自身もスーツ姿のチンピラ十人組『フルーツ戦隊シツジンジャー（全員ブラック）』によってフルボッコにされ、世界は救われた。

　快調に敵を撃破していた幼女軍団はいつの間にかメイが直接指揮する最強の全裸ソリス大隊『フリーチン・バタリオン』に取り囲まれ、絵柄的に相当マズいことになっていたのだが、その窮地を最強のカタナ『マサムネ』を携えた隻眼のメイドサムライ・シズが柳生やぎゆう円月流殺法奥義《神破蹂躙斬ラグナロクスレイヤー》で救った。「なんとうるわしきおかた」「めいどにかたな。もえともえがこうどにゆうごうしています」「あざといがそれもよし」などと口々にシズを褒め称たたえ「おねえさまとおよびしても？」と尋ねる幼女たちにシズはクールに微笑ほほえんだ。

　世界の全すべてを憎む災厄の魔女リーヴェルカンテは禁断の魔道書ゲーティアの力で邪神アザトースを召喚し世界に破滅をもたらそうとしたが、創造神ゴッドムーンを崇あがめる一族の巫み女こウサコ・ウサギヌスの祈りが奇き蹟せきを起こし、覚かく醒せいした兎うさぎ神ゴッドムーンとアザトースは神の世界で時空を超えた数億年にもわたる戦いを繰り広げ、最終的にはゴッドムーンが勝利した。しかしゴッドムーンの力でさえ倒しきれなかったアザトースの一部がこの世界を侵食し数々の邪神が誕生した。そんな邪神たちをアパート管理人マダム・エリザベスと料理人マナ・フローズンリバーはみそ汁の具にした。

　まさにカオス。

　ハルマゲドンとラグナロクと宇宙大戦争がまとめて起きたような未み曾ぞ有うの狂騒。

　もはや誰だれが敵で誰が味方なのかすら定かではなく、それぞれが自分の前に立ちふさがる敵と適当に伝説レベルの大激戦を繰り広げていた。

　最初は真っ平らな草原だった空間は十万の人々の意思によって好き放題に塗り替えられ、無限に拡大していく。

　海で山で河で崖がけでジャングルで雪原で砂漠で洞どう窟くつで天空でメギドの丘で世界樹ユグドラシルでスペースコロニーで地底帝国で海底宮殿で虚数空間で因果地平で、究極とか最強とか禁断とか名付けられた数々のオレオレ必殺技が飛び交う。

　既存の神話や物語からパクったせいで設定がかぶっているのも多く、何な故ぜか固有名詞には『ヴ』が多かったが、誰もそんなことは気にしない。

　あらゆる矛盾や不条理を内包し、十万人の幻想フアンタジーが世界に炸さく裂れつする。

　もはやこの場所に、脇わき役やくや傍観者などいなかった。

　十万人全員が物語の主人公だった。

　主人公でない者がいるとすればただ一人──……。





　　　†






　なにがなんだかわからない混こん沌とんとした光景を、ソリスは戦場から離れた場所でぼんやり眺めていた。

　傍らにはマシロとクオン。

「……いいのでしょうか」

　クオンがぽつりと呟つぶやく。

　その瞳ひとみからは涙が滂ぼう沱だと流れていた。

「……私たちが……《賢者の石》が、こんなお祭り騒ぎを引き起こしていいのでしょうか。こんなにも楽しくて、いいのでしょうか……」

　そこかしこで繰り広げられる、子供の夢をそのままひっくり返してかき混ぜたみたいなどこまでも非現実的な物語。

　そんな不条理な幻想空間で──人々はみんな、笑っていた。

　メイも、シェンファも、ゲルニカも、キャロルも、アイザックも、牛子もウサ子も猫子もマナも執事（？）たちも大家さんも謎なぞの幼女軍団も最強召喚術師ディラン・ミルディス（十九歳　フリーター）も虚こ空くうの黒騎士ライヴァリオン・エルドラス（十四歳　学生）も孤高の魔剣士ルービック・マグナス（二十八歳　教師）も純白の魔法少女フリン（三十六歳　専業主婦）も呪のろわれし皇子ミード・エインデル（十七歳　学生）も黒騎士エイン・クライツ（四十四歳　漁師）も狂科学者ヴァイス・レギンズ（三十一歳　警察官）も孤高の宇宙刑事リガ以下略も──……主人公たちは全員が、満ち足りた顔で笑いながらこの混こん沌とんの馬ば鹿か騒ぎに興じていた。

「いいに決まってるじゃないですか」

　マシロは涙を流すクオンをそっと抱きしめて言った。

「クオンちゃんには人を幸せにする力があるんです。わたしもクオンちゃんのおかげで幸せになれました。だからクオンちゃんも、思う存分に、誰だれに憚はばかることなく幸せになっていいんです」

「マシロ、様……」

　マシロがそっとクオンから離れる。

　クオンの後ろから、一人の男がゆっくりと歩いてくる。

「クオン、僕たちもこの祭りを楽しもうじゃないか」

　黒い着物を纏まとった、穏和な顔立ちの中肉中背の男──トワ・エターニアだった。

「トワ様……!?　そのお姿は……」

「強化系死霊術ってやつでね。一時的にこの姿になってるんだ」

「トワ様！」

　クオンはトワに抱きつく。

　トワはクオンの頭を撫なでながら、優しく微笑ほほえむ。

「じゃ、僕たちも行こうか」

「はいっ！」

　クオンは頷うなずき──その全身が白い光に包まれる。

　現れたのは純白のウエディングドレス。

「綺き麗れいだよクオン」

「……ありがとうございます、トワ様」

　クオンは可愛かわいく頰ほおを染めた。

　そしてクオンとトワも、戦いが繰り広げられる最前線へと飛んでいった。

「……やっぱり飛ぶのか」

　二人を見送り、ソリスはぽつりと呟つぶやいた。

　残されたのはソリスとマシロだけ。

「ソリスくんは行かないんですか？」

　静かに問いかけるマシロに、ソリスはゆっくりと首を横に振る。

「わからないんだ……俺おれは……自分が本当は何になりたいのか。どんな奴やつになって、どんな物語を紡ぎたいのか……」

　そんなソリスの頭を、マシロは優しく撫でた。

「そんな時は、何も考えずにやってみたらいいんです」

「何も考えず……」

　マシロの言葉を反はん芻すうし「何も考えないとはどういうことか？」を考え始めるソリスに、マシロはクスリと笑う。

「それに……いつまでもフリチンでいいんですか？」

「!!」

　ソリスは顔を真っ赤にした。

　誰だれもが思い思いの格好をしている中で、マシロとソリスだけが全裸だった。

　慌ててソリスは目を閉じ、願う。

　両腕を大きく広げ天を仰ぎ。

　思考を無にし──己の魂の命ずるままに、自分の本質が何処いずこにあるのかを問う。

　ソリスの身体からだが白い霧に包まれた。

　右手にずっしりと重たい感触。

　蛇が絡みついたデザインの巨大な杖つえ──死霊術に特化した特殊な魔法杖ウイザーズロツド《アスクレピオス》だった。

（……やっぱり俺おれの本質は死こ霊つ術ちなのか）

　自分が魂から望む道がコレならば、やはりそちらへ進むしかないのだろう。

　これで迷いが吹っ切れたと、ソリスは安あん堵どした。

　だが。

　立て続けに今度は左手に、新しい何かが出現した。

　キャロルが持っているのと同じ、刀身に六つの魔石が埋め込まれた大剣型魔法杖──最強の精霊魔道士、英雄ルザルカ愛用の特殊魔法杖、精霊剣《エクスカリバー》だった。

　精霊魔法科の制服が身体を包み、さらにその上からボロボロの黒いローブが出現。

　それは天地戦争を終結に導いた影の立て役者にして偉大なる死霊術師、デューマ・アレクサンドロの纏まとっていたローブだった。

　両手に摑つかんだ蛇じや杖じよう《アスクレピオス》と精霊剣《エクスカリバー》を交互に見つめ、ソリスはなんだかよくわからないが自然と笑いが込み上げてきた。

「はは……あはははは…………ははははははははははははは……！」

　無心になって魂に問うてもなお、自分は死霊術と精霊術、どちらかを捨てることが出来なかった。

　違う──どちらかを捨てるんじゃない──両方を選ぶことしか、出来なかった。

　どうやら自分は、どちらも手に入れなくては気が済まないらしい。

（どこまで欲深いんだ、俺は）

　ソリスは半ば自分に呆あきれながら笑う。

　何か一つでも道を極めようとすることが、どれだけ困難なことなのかをソリスは知っている。

　精霊術も死霊術も、どちらも本気で打ち込んだことがあり、自分よりずっと凄すごい人たちの姿を目の当たりにしたことがあるソリスは知っている。

　他ほかのもの全すべてを捨てるくらいの覚悟でなければ到底たどり着けない領域があることを、ソリスは十分に知っているのだ。

　信じる限り希望は残されているとか、諦あきらめなければ夢はきっと叶かなうとか、自分には無限の可能性があるとか、そんな耳触りのいい言葉を無邪気に信じていられた幼い日々はとうの昔に過ぎ去った。

　ままならぬ現実を、痛いくらいに知っているのに──。

　それでもなお、二つを選ぼうというのか……この救いがたい大おお馬ば鹿かは。

「はあ……。……ま、これが俺おれか……」

　深々とため息をつき、吹っ切れた顔でソリスは笑った。

　右手に蛇の杖つえを。

　左手に英雄の剣を。

　黒いローブを颯さつ爽そうと翻ひるがえし、ソリスは行く。

　具体的な未来への計画はとりあえず置いておこう。












　今はただ、目の前にある幻想を溺おぼれるくらいに楽しもう。




「行くぞ、マシロ」




「はい」

　マシロが頷うなずく。

　彼女の背中からは大きな光の翼が生えていた。

　そして相変わらず全裸だった。

　それが彼女の望む在り方なら──この幻想の中でだけは見逃しておこう。

「《天翔絶奔駆エアリアル・ターボ》！」

　ソリスとマシロは空を飛び、ようやく祭りの舞台へと降り立った。

　バラバラになったアンデッドの大群を見回しながら、ソリスは呪じゆ文もんを唱える。

　蛇じや杖じよう《アスクレピオス》に魔力を込め、

「──仄ホノカカに暗クラく／密カスカカに昏クラく／あ￠るいは漆しつ黒こく∝の曇天の中／ある§いは光差さ＃ぬ泥の中／ひしめき／ひそ＄めき／きしめ‡き／ざわ＊めき／叫き／嘆き／人なら¶ざる身に堕おち／な∮おも人たら∬んと欲す／さればな∇んじに／いまひと％たびの救いを／永えい劫ごうの闇やみ§より這はい出／暗澹の汚泥より這はい出／夢止や〃まぬ探訪の願望／夢病み∮ぬ興亡￠双そう眸ぼう／信仰∝の糧を何‡に満つ／侵攻の果て≡に何∂を観る」

　発動。

「──破れし誓いを我が手に捧げ!!　《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》!!」

　杖つえから周囲に散らばる白骨に膨大な魔力が降り注ぎ、カラカラと音を立てて無数のスケルトンたちが立ち上がる。

　その数、およそ二千。

　二千体の骸がい骨こつ騎士たちは、王に忠義を誓う騎士のようにソリスの方を向き跪ひざまずく。

　ソリスは、そんな彼らをゆっくりと睥へい睨げいした。

　炎のように揺らめく黒い霧を鎧よろいのように全身に纏まとい、その手には同じく黒い霧の剣。

　初めてこの魔法を使った時より何十倍も強化された、これが《屍骨騎士団》の真の姿。

　恐怖はない。

　当然だ、ここにいるのは現実の死霊術から逃げ出した臆おく病びよう者ものなんかじゃない。

　デューマ・アレクサンドロの再来と謳うたわれ、やがて彼をも超える最高の死霊術師となるであろう若き天才、ソリス・アレクサンドロなのだ。

　そんな理想の自分が、配下のスケルトンを怖がるなど絶対に有り得ない。

「征ゆくぞ、忠実なる我が騎士たちよ」

　ソリスが告げると、骸骨騎士の群れはソリスを中心に進軍を開始する。

　他ほかの死霊術師の作り出したゾンビやスケルトンを片っ端から蹴け散ちらして、オーガやミノタウロスすらも全すべて黒い剣のサビにして。

　そんなソリスたちを危険視したか、上空から急襲するワイバーンの大群。

　ソリスは精霊剣《エクスカリバー》を天にかざし、詠唱。

「──閉じた闇ユメ／広がらない世セ界カイ／皇コウ帝テイの筺ハコには／肯コウ定テイの箱ハコ庭ニワ／問いかけはソラに舞い／煙スクイは見えない／消えてしまった／どうか私に剣ツルギを／せめてこの刹セツ那ナ／目の前の闇迷いを祓ハラう剣ヤイバを／祈イノりリではありません／願ネガいイではありません／愛信仰ではありません／救スクいイはありません／今はただ傷ミニクイモノだけを刻キザめメ──……」

　凶暴な笑みを浮かべ、《エクスカリバー》を振りかぶる！

「薙なぎ祓え！　《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》!!」

　ソリスの苦手とする光魔法のランクＡ。

　現実世界では決して使うことのできないこの魔法も、いずれ精霊魔法を極めるトリス学院始まって以来の天才魔道士ソリス・アレクサンドロの力ならば余裕だ。

　高速回転する光の輪に切り刻まれて墜おちていくワイバーンの群れ。

　なおも向かってくる生き残りに、ソリスはさらに攻撃魔法を放つ。

「引きずり堕おろせ！　《闇禍への供物アビスゲート》！　《闇禍への供物アビスゲート》！　《闇禍への供物アビスゲート》！」

　特大の闇やみの渦を上空の敵集団へと三連発で撃ち出す。

　一撃で何十体ものワイバーンが跡形もなく消滅する。

　それでもなおいた生き残りへ、白い炎を纏まとったマシロが突進。

「ウルトラグレート究極絶対最強ダイヤモンドパ────ンチッ!!」

　マシロの拳こぶしは十体以上のワイバーンを貫通した。

　地上では骸がい骨こつ騎士たちの快進撃が続いている。

　そんなソリスたちを、メイをはじめヘルマスター側の人間たちは最高レベルの難敵と判断する。

「さすがです先パイ……ここは全力で潰つぶさせていただきます！」

　ドラゴンや全裸ソリスの大群が襲いかかってくる。

　さすがに彼らの相手をするのは《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》では荷が重い。

　だからソリスは、さらに新たな呪じゆ文もんを詠唱する。

「──月よ星よ太陽よ／あまねく世を照らし／廻まわり続ける輝きに問う／光に満たされた世界は美しく／ゆえにこそ／その傷に気付く／避さけられぬ痛みを識り／逃れえぬ別離わかれを識り／見えない場所の悲劇を識り／不条理を識り／涙を識り／死を識り／それでも世界を美しいと識る／それを愛と名付ける／某は虚構なり／某は幻なり／某は偽りなり／それでも私は祈るだろう／それでも私は叫ぶだろう／その意味を／その価値を／私は肯定するだろう──……」

　まるで祝詞のりとのような美しい詠唱を終え、

「祈りと叫びよ、現実セカイに負けない夢ウソになれ!!　《愛ソリス・アレクサンドロ》!!」

　骸がい骨こつ騎士たちの身体からだの黒い霧が吹き飛び、眩まばゆい虹にじ色いろの光を放つ。

　光の中から現れたのは背に翼の生えた全裸のソリス軍団だった。

　自分は全すべての死霊術師の頂点に立つ男。

　ならばメイの編み出した魔法すらも使いこなせて当然なのだった。

　が、全裸ソリス軍団の姿にふと違和感を覚える。

　全裸ソリスは全員、何な故ぜか杖つえを持っていた。

　魔法を習い始めたばかりの子供が使うような、玩具おもちやに近い魔法杖ウイザーズロツド。

「なんでだよ！」

　ソリスは自分で作った強化アンデッドたちにツッコんだ。

　死霊術と精霊魔法の他ほかに、ソリスの本質はもう一つあったのだ。

　──全裸大魔王。

　認めたくはないが、確かに魔王化している時の自分は全てのしがらみから解放され圧倒的な全能感に満ちあふれ、最高に生き生きしている自覚があった。

　ならばその事実も、まとめて受け入れてしまうしかないのだろう。

　ソリスの視界に、城が映る。

　幾多の幻想によって無茶苦茶に変へん貌ぼうしたこの空間において、最初から変わらず存在し続ける地平線の果ての白い城──ヘルマスターの居城。

　誰だれもが馬ば鹿か騒ぎに夢中になっているが、目的地はあそこだ。

　あの城に向かって突き進む。

「行くぞ!!」

　ソリスが先陣を切り、真まっ直すぐに城を目指して空を翔かける。

　マシロと全裸ソリス軍団がソリスに続く。

「行かせません！」

　メイ率いる全裸ソリス軍団が突進してくる。

「「「ビーム」」」「「「ビーム」」」

　ソリスの全裸ソリス軍団とメイの全裸ソリス軍団が互いに目からビームの応酬。

　ビームに貫かれた何人かの全裸ソリスが墜おちる。

「《闇禍への供物アビスゲート》！」「アナスタシア流ユニバーサルキ──────クッ！」

　ソリスとマシロが攻撃し、敵の全裸ソリスを墜とす。

「くっ！」

　悔しげに呻うめいて後退するメイの後ろから、三十メートルはある巨大な金色のドラゴンが翼を広げて空を飛びソリスたちに襲いかかる。

「《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》!!　《闇禍への供物アビスゲート》!!　《荒嵐裂波迅タイラントストーム》!!」

　ランクＡ攻撃魔法を立て続けに食らっても、そのドラゴンの勢いは止まなかった。

　マシロが、ソリスの眼前にまで迫ったドラゴンの尻尾しつぽを摑つかんで投げ飛ばす。

　すぐに持ち直し再びこちらに飛ひ翔しようしてくるドラゴンに向け、至近距離から、

「《光輪闇渦絶屠衝ゲートオブバビロン》!!」

　光の渦がドラゴンの巨体を包み込み、続けて全方向より小さな虚無の弾丸がその全身を襲う。反発する光精霊と闇精霊が黄金龍りゆうの皮膚をも易やす々やすと溶かす超高熱を放ちながら爆発。断末魔の悲鳴を上げてドラゴンの巨体は分子レベルまで解体された。

《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》と《闇禍への供物アビスゲート》の合体魔法──ランクＳＳ《光輪闇渦絶屠衝ゲートオブバビロン》。

　……それは今、ソリスが勝手に考えた必殺の超魔法だった。

「ふう……なんとかなった！」

　汗を拭ぬぐい、再びソリスは進軍を開始する。

「く、くそっ！　守護龍ヴァルヴァリオスがあっさりと墜おとされるとは！　奴やつを城へ行かせるな！」「封印獣ヴィスマルークの準備はまだか!?」「ここはヴァルヴァリオスを死霊術で蘇よみがえらせ……」「無理だ、あそこまで粉々になっては……！」

　ソリスの力に、ヘルマスター軍が色めきたつ。

　ヘルマスター軍の連中に向けて、全裸ソリス軍団が次々に手にした杖つえを投げつけた。

「「「クロスシャッター」」」

　派手な光とともに杖が砕け散る。

　しかし彼らが装備している『絶対防御障壁』やら『究極の防御力を誇る地球上に存在しない金属で作られたスターライトメイル』やら『地獄の業火にも耐えうる神のマント』やらには、さすがの脱衣魔法もまるで通用しなかった。

　ソリスは全裸ソリス軍団の無駄な行動に苦笑する。

「やっぱり姿は同じでも俺おれには遠く及ばないな」

　そう言ってソリスは意識を集中──呪じゆ文もん詠唱を開始。

　魂の命じるままに──溢あふれ出る言葉に魔力を乗せる。

「──原初の時代より在りし精霊たちよ／悠久の時を生きる汝なんじらから見れば／ヒトの営みは歴史の塵じん芥かいに過ぎぬ／我らは皆等しく生まれたばかりの赤子に同じ──」

　メイが焦った顔で叫ぶ。

「駄目です！　なんだかよくわかりませんけどソリス先パイにその魔法を使わせちゃ絶対に駄目です！」

　言われずとも皆本能でそう感じたのか、メイの全裸ソリス軍団と巨大モンスターの大群とヘルマスター軍の魔道士たちが一斉に突撃してくる。

「みんな！　ソリスくんを守って！」

　マシロとソリス側の全裸ソリス軍団が必死で敵を食い止める。

「──生まれいずるとき／誰だれもが皆衣服などなし／そこに上下の区分なく／あるがままの美しき生命の形質のみ／偉大なる精霊たちよ／あるべき姿を冒ぼう瀆とくし／本質を偽るその傲ごう慢まんに怒れ／その怒りでもって／世界を再び精霊と獣の御代にせん──……」

　詠唱が完了。

　ソリスは、自らの紡いだ物語を世界へと解き放つ。




「原始に還かえれ!!　《悠久楽園創造曲テイル・ナ・ノーグ》!!」




　叫ぶと同時に、ソリスは刀身から赤・青・緑・茶・金・黒の六色の光を迸ほとばしらせる《エクスカリバー》を、メイたちに向けて投げつけた。

　ソリスの制御を離れ、《エクスカリバー》に込められた魔力が暴走、剣の刀身がひび割れ────世界を包み込むような激烈な閃せん光こうと共に砕け散る！

「いやああああああああ!?」

「な、なんだこれは、うわあああああ！」「く、うがああああ！」「ぬううううう、しかし俺おれの絶対装甲は決して……」「守ってくれ最強の盾《アイギス》よ！」

　数秒後、光が収まり────メイをはじめ、ヘルマスター側の魔道士数十人、および、《悠久楽園創造曲テイル・ナ・ノーグ》発動時半径百メートル以内にいた何十人もの主人公たちは、全員、一糸まとわぬ姿になっていた。

　ただの服ではない、物語の主人公それぞれの幻想が生み出した、絶大な防御力を誇る鎧よろいすらも跡形もなく吹き飛ばす──衣服という概念そのものを破壊し生まれたままの姿へと変化させる──まさに究極の全裸魔法だった。

　身を守る幻想装甲を破壊され、空を飛んでいた者たちは為なす術すべもなく墜おちていく。

「……さすがですソリス先パイ……」

　全裸ソリスに抱きかかえられ落下を免れた全裸のメイは、どこか満ち足りた表情で弱々しく微笑ほほえんだ。

「やっぱりわたし……先パイのこと、だいすき──……」

　ゆっくりと目を閉じるメイ。

　全裸ソリスはメイを地上へ降ろしたあと、白い灰となって消えていった。

　メイが作った他ほかの全裸ソリスの大軍も、一斉に消えていく。

　それはまるで故郷レンデアの雪景色のように美しかった。

「……よし、行くぞ！」

　感傷に浸る間もなく、ソリスはマシロと、自分が作り出した全裸ソリスたち（数は千人ほどに減っていた）に号令し再び城を目指す。

　そんなソリスの行く先を、ヘルマスター側の者たちだけでなく、参加者側の連中までが阻もうとする。

「貴様を行かせてなるものか！」「ヘルマスターの前にまずは貴様を倒す！」「覚悟するがいい大魔王め！」

「いいだろう、かかってこい虫けらども……！」

　ソリスは凶暴な笑みを浮かべる。

　味方までもが自分を狙ねらってくることに、何の疑問も感じない。

　何な故ぜなら自分は魔王──全すべての幻ユ想メを破壊する存在なのだから。

「奴やつはもう攻撃魔法が使えない！　かかれ────ッ！」

「それはどうかな！」

　ソリスが左手をかざすと、ソリスの周囲の空間から突如として何十本もの《エクスカリバー》が出現した。

　ソリスはそのうちの一本だけを手に取り呪じゆ文もんを詠唱。

「《悠久楽園創造曲テイル・ナ・ノーグ》!!」

　無数の《エクスカリバー》が、ソリスの上下左右全方向へと射出され、次々と閃せん光こうと共に砕け散っていく。

　一つの剣が砕けるたび、数十、数百の幻想装甲が破壊され、夢破れた主人公たちが墜おちていく。

　魔王に刃向かった者、刃向かわなかった者、皆平等に。

　散っていく幻想たちを見向きもせず、ソリスはただ城を目指して進む。

　怪物やアンデッドはマシロや全裸ソリス軍団、そして精霊魔法で蹴け散ちらす。

　稀き代たいの天才死霊術師にして最強の精霊魔道士にして最凶の全裸大魔王ソリス・アレクサンドロの行く手を遮ることが出来るものは、誰だれもいなかった。

　近づくにつれ、城の姿がくっきりと見えてくる。

　真っ白な色をした小さな城。

　本当に全体が真っ白で、窓も扉も旗も見当たらない。

『き、ききき、来ましたねソリスせんぱい……！』

　突如ソリスの目の前の空間に映像が投影された。

　そこに映されていたのは、黒いローブを身に纏まとった黒髪の美少女──ヒカリだった。

　玉座に座って足をガクガク震わせているヒカリにソリスは冷たく微笑ほほえむ。

「やっぱりお前がヘルマスターだったのか、ヒカリ・ヒストリカ。もうお前を守るものは何もない。待ってろ、すぐにそこへ行ってやる」

『こ、怖いですせんぱい……！　で、でも私だって負けません、負けませんから！』

　言いながら、ヒカリは何やら口をモゴモゴさせて呪文を唱えた。

「……？」

　城内で一体何の呪じゆ文もんを？

　ソリスが疑問に思うと同時にヒカリが叫ぶ。

『目覚めよ、《霧氷の巨人フリームスルス》!!』

　映像が消える。

　次の瞬間、城の方から圧倒的な冷気が吹き付けられ、大地が激しく揺れ動いた。

　轟ごう音おんと共に、城がどんどん高く伸びていく──いや、違う……伸びているのではなく、地面に埋まっていたものが出てきたのだ。

　真っ白な城だと思っていたものは、巨大な頭ず蓋がい骨こつの後頭部にすぎなかった。

　大地を派手に抉えぐって立ち上がったのは、高さ五百メートルを超える、天を衝つくほどに超巨大なスケルトンだった。

「んな……!?」

　さすがの魔王ソリスもその大きさに目を剝むき、頰ほおを冷や汗が伝う。

「なるほど……こいつがこのゲームのラスボスか……！」

　近づけば近づくほどその大きさは圧倒的だった。

　真下にいたら、見上げなければスケルトンだということさえわからないだろう。

　五十メートルほどの距離まで近づいたところで、ソリスは《エクスカリバー》を手に呪文を詠唱。

「《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》！　《闇禍への供物アビスゲート》!!」

　外さない方が難しいほど相手が巨大なため、二発の攻撃魔法は確かに当たった。

　しかしどちらの魔法も、巨人には傷一つ付けられなかった。

　全裸ソリス軍団が接近してビームを放つが、まるで効いていなかった。

「……ちっ、これくらいは予測済みだ！」

　ソリスはさらに呪文を詠唱。

「《神弩砲撃ゴツド・バズ》!!」

　光精霊のランクＳＳ、精霊魔法の中で最強クラスの攻撃魔法を、頭蓋骨に向けて放つ。

　極太の光線が巨人の頭蓋骨を抉り、深さ五十センチほどの浅いクレーターを作った。

　一応効いた……が、《神弩砲撃ゴツド・バズ》でこの程度となると一体どれだけの防御力を誇るのかとゾッとする。

　しかしくじけている場合ではない。

　僅わずかとはいえ効果があったのだから、地道に削り続けるしかない。

「もう一発──」

《神弩砲撃ゴツド・バズ》の詠唱をしようとしたそのとき、クレーターの部分に白い光が集まり、一瞬で元通りになってしまった。

「な……!?」

　圧倒的な防御力と再生力。地道に削るという作戦は通じない。

「だったら！」

　ソリスは頭ず蓋がい骨こつに向けて飛ぶ。

　眼がん窩かから内部に進入し、恐らく頭蓋骨の中にいるであろうヒカリを直接叩たたく！

　そんなソリスの行動をあざ笑うように、巨人の全身から強烈な吹雪が吹き付けてきた。

　ソリスは慌てて後退し難を逃れる。しかし、

「「「バリヤ」」」

　巨人のすぐ近くにいた全裸ソリス軍団は、バリヤで防御したにもかかわらず一瞬にして氷り、地面に落ちて粉々に砕け散った。全裸ソリスのバリヤは、《闇禍への供物アビスゲート》の直撃を防ぐほどの性能を誇るというのに。

「……ヤ、ヤバい、な……」

　あっという間に窮地に立たされ、ソリスの頰ほおを冷や汗が伝う。

　まさにラスボス。

　ソリスが過去に戦った中でもぶっちぎりで最強の敵だった。

『ふふ、無駄ですよせんぱい』

　頭蓋骨の方からヒカリの得意げな声。

『このスケルトン型絶対防御装甲《霧氷の巨人フリームスルス》にはどんな攻撃も効きません！　その上冷暖房完備でバストイレキッチン付き！　この中にいれば一生外に出なくても大丈夫な究極の引きこもりスーツなんです！』

「…………」

「…………」

　ソリスとマシロは顔を見合わせた。

　深々と嘆息し──……

「装甲だのスーツだの……自分で弱点晒さらしてどうする!?」

『ああっ!?』

　全力でツッコみ、ソリスは前方に約二百本の《エクスカリバー》を召喚。

　呪じゆ文もん詠唱──……

「くたばれ!!　《悠久楽園創造曲テイル・ナ・ノーグ》!!」

　全すべての《エクスカリバー》が巨人に向かって突進。

　巨人を守る吹雪のバリヤを突き破り、至近距離で爆散する。




　かくて──《霧氷の巨人フリームスルス》は呆あつ気けなく粉々になった。




「ひやああああああああ──────!?」

　地上五百メートル地点にある頭ず蓋がい骨こつから落ちてきた全裸のヒカリを、ソリスは仕方なく空中で抱き留め、ゆっくりと地上に降り立った。

「……よう、ヘルマスター」

「あ、あは、あは……」

　ソリスの腕の中で涙目で引きつった笑みを浮かべるヒカリ。

　その首にはドクロの首飾り。

「これで……俺おれの勝ちだ！」

　ヒカリを立たせ、彼女の首飾りを引きちぎり。

　ソリスは首飾りを空に掲げ、高らかに宣言した。

　まさにその瞬間、時刻が午後五時四十五分──「地獄大決戦」の開始から、ちょうど二時間が経過した。

　めちゃくちゃになっていた空間がさらに歪ゆがみ、空が、山が、海が、伝説の剣が、究極の杖つえが、最強の銃が、禁断の魔獣が──人々の創つくり出したありとあらゆる幻想が──バラバラに砕け散っていく。

　どうやら異空間から元の世界に戻されるようだ。

「夢の終わり、か」

　少し寂しい気持ちを覚えつつ、ソリスは呟つぶやいた。

「……あ、あの、せんぱい、お、怒らないでください、ね……？」

　恐る恐るといった様子で言うヒカリに、ソリスは微笑ほほえむ。

「怒らないさ。ポイントもボーナス合わせて１０００点も入るし──最高に楽しかったし」

　多分、このイベントに参加した誰だれもがそう思っていることだろう。

『信じれば夢が本当に叶かなう世界』という究極のファンタジーを、心の底から満喫させてもらった。

　しかしヒカリは何な故ぜかソリスと目を合わせようともせず、

「……あー、あはは、その、えーと、せ、せんぱいに楽しんでもらえてよかったです……その…………私も協力した甲斐がありました」

「……え？」

　消滅していく幻想空間を、現実のカドゥケウス市の景色が急激に侵食する。




「──すいませんせんぱい。実は私、ヘルマスターじゃないんです……」




　ヒカリの言葉を脳が理解するよりも早く──ソリスの視界は光に閉ざされ。

　気付けばソリスは、全裸でカドゥケウス市の大通りに立っていた。全裸で。

　市内全域に淡々としたアナウンスが流れる。

『──ただ今をもちまして、異空間にて開催されていた大規模イベント「地獄大決戦」は無事に終了いたしました。イベントに参加されていた方が突然目の前に全裸で出現するかもしれませんがご了承ください。なおゲームの結果は、主催者側の勝利となりました。参加者の皆様には参加賞として１００ポイントを。主催者のヘルマスターさんは、１１０３５ポイント獲得となります。おめでとうございます──……』

　放送が切れる。

「……へ？」

　何が何だかさっぱりわからず、ソリスはしばしその場で放心していた。

　それからようやく我に返り、手首に括くくり付けてあったポイントカードを見る。

　１７５７点──確かに参加賞１００点しか増えていない。

「どういうことだああああああ!?」

　ソリスは自分が全裸であることも忘れ、大慌てで近くの情報掲示板へ駆け寄る。

　群がる人々（全裸が多かった）を押しのけ、１位の欄を見て──絶句。

　１位──１１４８５ポイント。

　そこにあった名前は──────マシロ・アナスタシア。

　呆ぼう然ぜんと掲示板をあとにするソリス。

　その後ろから、聞き慣れた声がした。




「だから言ったじゃないですか、戦争ゲームじゃなくて、かくれんぼだって」




　振り向けばマシロが、いつものようにキラキラした……けれど今はちょっとだけ意地が悪そうな笑顔を浮かべてソリスを見ていた。

　ソリスはマシロにどういうことなのか尋ねようとして……しかし混乱のあまり、口をぱくぱくさせるだけで言葉にならなかった。

　そんなソリスの耳元で、マシロは悪戯いたずらっぽく囁ささやく。




「これでソリスくんは、名実ともにわたしのものですね♥」















終幕編　──生きる者たち──







　午後六時以降は前日同様ポイント獲得イベントはなく、つまりどう足あ搔がいてもマシロとの点差９７２８ポイントを挽ばん回かいすることなど不可能で、『紅こう蒼そう祭さい』はマシロが２位のシェンファに７０００点以上の凄すさまじい大差を付けて優勝した。

　ちなみにソリスは６４８位。

　──ヘルマスターの正体は、マシロだった。

　メイやヒカリをはじめ、学院の友達の協力のもと、死霊術科と召喚魔法科の生徒を中心に「地獄大決戦」の協力者を集めた。

　協力者の数は最終的に三百人近くにのぼり、その中には準備スタッフや、午前中ソリスたちが行った『アリアドネの迷宮』の主催者もいた。

　迷宮にソリスが行くことになったのはマシロの策略で、キャロルたちが出かけたあと謎なぞの怪物の知らせがシェンファのもとに届くまで、ソリスを起こさなかった。幼女は睡眠時間が長いので、誰だれかに起こしてもらわなければ起きられないのだ。

　ちなみに怪け我が人にんが出たというのは噓うそ。遺跡にいたアキレウスの生徒たちもヘルマスターの仲間で、実は彼らこそがローパーやアンデッドの群れを召喚した張本人だった。

「……なんでそこまでして遺跡に俺おれを行かせたんだ？　どうせ「地獄大決戦」で１００００点以上手に入るんだから、俺が午前中普通にポイントを稼いでも軽く逆転できただろうに」

　ソリスが尋ねると、マシロは少しむくれた。

「なんでわかってくれないんですか。そんなの、ソリスくんと一緒に何かのイベントを楽しみたかったからに決まってるじゃないですか。ニカちゃんまでついて来ちゃったのは計算外でしたけど……」

「……あー…………つまり……紅蒼祭でデートがしたかった、ってこと？」

　こくん、とマシロは頷うなずく。

　たしかに言われてみれば、マシロと一緒にお喋しやべりしながら参加できたのって、あの迷宮だけだったような気がする。

　他ほかの競技は基本的にソリス個人で参加して、障害物競走などマシロと一緒に参加したイベントでは喋っている余裕なんてなかったし。

「それから、ソリスくんの点数を抑えて『バトル・オブ・クロスシャッター』に参加せざるを得なくする目的もありました」

「なんでまたあんなろくでもないイベントに……」

「だって街中で堂々と全裸になれるんですよ！　そんなチャンス滅多にないですよ！」

「……もしかして俺が幼女の姿になるって情報をリークして狙ねらわせたのも、端はなから自分が脱ぐのが目的だったのか？」

　ソリスは本気で困り果てた顔でため息をついた。

　マシロの全裸になりたい病がここまで重いとは思わなかった。

　真っ当な現代人として社会復帰するのにどれだけかかることか……。

　そんなソリスの内心を見抜いたかのようにマシロは、

「安心してくださいソリスくん。お風ふ呂ろと……ソリスくんとえっちなことするとき以外に裸になるのは、今日でおしまいにしますから。今日が全裸納めです」

「全裸納めって……なんだその年中行事みたいな単語」

　ソリスは苦笑する。

「……ま、やめてくれるならありがたいけどさ。……正直、他人にマシロの裸を見られるなんて俺おれ、本気でイヤだから……」

　ボソリと言ったソリスの言葉に、マシロは顔を赤くした。

「……もう……最初からそう言ってくれれば、わたしだって頑張って脱ぎ癖を治したのに……ソリスくんてば、文化がどうとか社会性がどうとか理屈ばっかりなんですから」

「お、俺のせいだったのか……!?」

　愕がく然ぜんとするソリス。

　もっと素直に、自分の気持ちを言えばよかったのか。

「……ま、何はともあれ全裸問題は解決だな」

　ソリスはホッと一息ついて、先ほど近くの屋台で買った甘酒を飲む。

　現在、時刻は午後七時。

　日は既に沈み少し肌寒いが、人通りは多い。

　ソリスとマシロは二人、ゆっくりとトリスメギストス魔道学院への道を歩いていた。

　七時半から学院で閉幕式があり、１位のマシロはそこで表彰される。

　ソリスとマシロは一度キャロルの屋敷に戻って服を着たあと、二人で学院へ向かう途中だった。

　ちなみにフラグメント捜索に関しては、キースが持っていたものは回収済み。

　マシロが「地獄大決戦」のためにキャロルの屋敷の倉から持ち出したのは《世界》だけで、他ほかの紛失したフラグメント十個は未いまだ回収できていない。

　しかし現在シズとアンジェラス三姉妹が《感知》によって追っているので、回収が終わるのも時間の問題だろう。

　ちなみに《世界》を使って街中の人を異空間に閉じこめたのはメイで、あの巨大スケルトン《霧氷の巨人フリームスルス》を作ったのはヒカリ。

　最初のヘルマスターと名乗る人物のアナウンスはマシロ本人だが、事前に録音用魔道具に録とってあったものを流したらしい。

「……にしても、よくメイやヒカリまで協力してくれたな？　自分たちがポイントを稼ぐのを放棄してまで……」

　てっきり彼女たちは優勝を狙ねらっているのだと思っていた。

「交渉したんですよ。１位になったら暫定的にソリスくんはわたしのものですけど、万一ソリスくんが浮気したらそのときは所有権を放棄するって」

「所有権て……まあいいや……」

　自分がマシロから離れることなんて考えられないし。

「それから、ソリスくんと高級ペンションで一緒に住むことになったら、二人を住み込みのメイドさんにしてあげることも約束しました」

「おいっ!?」

「えへっ」

「えへっ、じゃねえ……」

　新しい悩みの種に、ソリスはため息をつく。

「他ほかの人たちにもそれぞれ、あとでわたしが手に入れた１００００ポイントで色々おごることになってます。でも三百人くらいいますからねー……多分赤字です」

　悪戯いたずらっぽくマシロは微笑ほほえんだ。

「……でもさ、メイとヒカリが協力した理由ってそれだけじゃないんだろ？」

　ソリスの指摘に、マシロは少し驚いた顔をした。

「……メイとヒカリがマシロに協力した理由……そもそもマシロが「地獄大決戦」なんて大がかりなイベントをやろうと思った理由……それって、ただ高得点稼いで優勝するためだけじゃないんだろ？」

「……よくわかりましたね」

　マシロが照れ笑いを浮かべる。

「クオンのため？」

「はい」

　クオンは、トワが蘇よみがえりキャロルの妹になりアキレウス練れん武ぶ館かんの生徒となって、平和で幸せな生活を手に入れたあとも、ずっと悩んでいた。

《賢者の石》である自分が──《フラグメント》によって数々の悲劇を引き起こし、多くの人を殺あやめたり苦しませてしまった自分が──本当に幸せになってしまってもいいのだろうか、と。

　そんなクオンに、「あなたは幸せになっていいのだ」と伝えるために。

　マシロはクオンに、あのとてつもなく馬ば鹿かげた、どこまでも非常識で非現実的で、それでも全すべての人が満たされ笑顔になった夢のような光景を見せたかったのだろう。

　メイとヒカリも、新たな友人クオンのために、マシロに協力したのだと思う。

「水くさいぞ……言ってくれれば俺おれだって何か協力できたのに」

　拗すねたように言うソリスに、マシロは苦笑する。

「だってソリスくん、毎日毎日すごく忙しそうでしたから。しかもなんか子供になっちゃいましたし、これ以上苦労かけるのも申し訳ないかなって。それに……最後まで内緒にしてた方がドラマチックじゃないですか」

「まあ、な……すっかりマシロの手のひらで踊らされたよ」

　ソリスは苦笑した。

　と、そのとき。

　目の前の十字路を、見覚えのある小柄な人影が足早に横切っていくのが見えた。

　地味な色のコートを身に纏まとい、まるで顔を隠すようにフードを目深に被かぶりうつむきがちに歩く金髪の幼女の横顔。

「横顔しか見えなかったけど……今の会長だよな……？」

「やっぱりそうですよね」

　シェンファが向かっていたのは、学院とは逆の方向だった。

　もうそろそろ閉幕式が始まるというのに、最初の挨あい拶さつをするシェンファが学院を離れていくのはおかしい。

　ソリスとマシロは急いでシェンファの後を追った。

「会長！」

　呼び止めると、シェンファは少しばつの悪そうな顔をして振り返った。

　シェンファの右手には、大きな旅行鞄かばんがぶら下がっていた。

「……どこに行くんですか会長。閉幕式はもうすぐですよ」

　半ば答えを予想しつつ、ソリスは尋ねた。

「……駅。閉幕の挨拶には代理を立てた」

　淡々とシェンファは答えた。

「代理って……そもそもこの祭り、会長が企画した会長の送別会ですよ？　そんなことが許されるわけないでしょう」

　責めるような口調でソリスは言う。

「……まさかとは思いますけど、この街を出て行くつもりじゃないでしょうね？　引っ越しは紅こう蒼そう祭さいの二週間後だって聞いてますけど」

「う、うるさい！　いつ出て行こうが私の勝手だろう！」

　声を荒げるシェンファに、

「勝手なわけないでしょう！　アイザックもいないし──って、そういやアイザックはどうしたんですか？」

「ザックなら最初から連れて行くつもりはない。奴やつにはきっちり学院を卒業してもらう」

「だったらなおのこと、挨あい拶さつもなしに行くなんて酷ひどいじゃないですか！」

「そうだその通りだ！　私は酷いやつだ。薄情で、いつもわがままで自分勝手でみんなを振り回してばかりの傍若無人な生徒会長だ！　それがこの私、シェンファ・パラケルススなのだ！　そういうことにしたまま、出て行きたいのだ！」

　シェンファが叫び──その赤と青の瞳ひとみから、涙が溢あふれた。

　シェンファは慌ててごしごしと袖そでで涙を拭ぬぐう。

「…………泣いてないもん」

　拗すねたような顔で言うシェンファに、ソリスは苦笑し、ゆっくりと歩み寄る。

「はいはい。泣いてませんから戻りましょう」

　シェンファの手を握ろうとすると、シェンファはその手を振り払った。

「会長……」

「……今戻ったら」

　ぽつりとシェンファが言う。

「…………今戻ったら、絶対に迷いが生まれる。学院に……この街に残りたくなる……」

「だったら残ればいいじゃないですか」

　あっさりと言うソリスに、シェンファはむくれる。

「そんなわけにいくか。私には魔力がないし、じじいとの約束は既に取り付けてあるし、これが私の将来にとって最善の選択だし……」

「……会長は、俺おれやマシロ……アイザックにキャロル、それからニカたちと、別れたいんですか？」

「別れたいわけあるか！」

　即答だった。

「……だったら別れなければいい。別れたくないなら、この街に残りましょうよ」

「あのなあ」シェンファはあきれ顔。「別れたくないから別れない。残りたいから残る。そんな目先の感情だけで動くなど……子供のすることだ」

「子供じゃないですか」

「む……」

　ソリスは苦笑し、ぽんとシェンファの頭に手を置く。

「会長は子供です。……そして俺も……子供です。ていうか俺なんか、会長より年上だってのにいつもいつも迷ってばっかりですよ。自分が本当はどうしたいのかすらわからずに、いつまでも同じ場所をうろうろしているだけのバカなガキですよ。ホント、どうしたらいいんでしょうね!?」

「……そんな人生相談されても困る」

「すいません」

　微苦笑を浮かべてソリスは謝った。

　そして頭から手を離し、少しかがんでシェンファと目線を合わせ──




「これからもこの街で、俺おれと一緒に迷っていきませんか、会長」




　泣いているような笑っているような曖あい昧まいな顔で、ソリスはそう言った。

　シェンファは苦笑い。

「……それは愛の告白か？」

「違います」

「即答か。貴様……そういうときは噓うそでも肯定しておくべきではないのか？」

「俺は正直者なので」

　ソリスはぽりぽりと頭をかいた。

　シェンファはため息をつく。

「……ま、貴様に免じて今日のところは戻ってやるか……」





　　　†






　シェンファが駆け足で学院の方へと戻っていったあと。

　ソリスとマシロは、再び二人で歩き出した。

　ふと空を見上げると、夜空に月が昇っていた。

「綺き麗れいですねえ」

　甘酒を飲みながらマシロがほうっと息をつく。

「……トワさんが言ってたんだけどさ。小説なんかだと人間が月に移住したりする話がよくあるけど、『鬼』の世界の人類は、実際に月まで行ってたらしいんだ」

「月に!?　人間がですか？」

「ああ。月どころじゃなくて、船で自由に宇宙を飛び回って、人工の星まで作ってそこに住んだりもしてたんだってさ」

「は」

　マシロがぽかんと口を開ける。多分その光景を想像しているのだろう。

　ソリスも想像してみたが、船が空を飛ぶ光景は実にシュールだと思った。

「……なあマシロ」

「ん～？」

「人間は、どこまで行けるのかな？　……どこまで行ってしまえるのかな？」

　宇宙を自由に飛び回るほどの高度な文明を持ちながら、『鬼』の世界は滅びた。

　多分この世界だって、何十年後だか何百年後だかの未来には、きっと宇宙にだって行ってしまうのだろう。

　夜の寒さが嫌だったから、火を使い、服を着るようになった。

　飢えるのが嫌だったから、武器を作り、農具を作り、田畑を作った。

　豊かでないことが嫌だったから、街を作り、国を作り、法を作り、機械を作り、魔道具を作り、時には戦争もした。

　空を飛べないことが嫌だったから、空を飛べるようになった。

　宇宙に行けないことが嫌だったから、宇宙に行けるようになった。

　死ぬのが嫌だったから、《賢者の石》を作った。

　人間はきっと、何かができないことに耐えられないのだ。

　どうにもならないことをどうにかするために足あ搔がかずにはいられないのだ。

　だからこそ進歩し、繁栄し、そしてそれゆえに自滅もするのだ。

「どこまででも行けますよ。……どこまででも行ってしまえるんだと思います」

　マシロは答えた。

（どこまででも行って──その果ては……？）

『鬼』の世界のように、自滅して終わるのだろうか？




「そして──どれだけでも幸せになるんですよ、きっと。愛さえ忘れなければ」




　マシロは笑顔で断言した。

「あ、愛……か」

「そう、愛です」

　マシロに言われると、何となく本当にその通りのような気がした。





　　　†






　閉幕式が終わり、一応これで紅こう蒼そう祭さいは終了ということになったのだが、まるで祭りの熱を逃すまいとするかのように通りには人が溢あふれかえり、出で店みせなどはむしろこれからが本番とばかり商売に精を出していた。

　そんな中、ソリスとマシロは二人でぶらぶらと街を歩く。

　道中、偶然にも色んな人と出会った。

　未いまだに巨乳のキャロルに、いい加減におっぱいを返せと付きまとうメイ。そんな二人の周りでおろおろしているヒカリ。なんだかんだでこの三人、いつも一緒にいるような気がする。

　フラグメントの回収作業にあたっているシズとアンジェラス三姉妹。なんと探し始めて二時間ほどで、七つものフラグメントの回収に成功したらしい。

　ソリスが住んでいたアパートの大家さん。アパートの住人たちが寂しがっているからたまにはご飯でも食べに来いと言われた。

　謎なぞの幼女たち。相変わらず謎の会話をしていた。

　キース。見知らぬ中年の男と一緒にいて、ソリスを見つけると駆け寄ってきた。中年の男はフェルナンド魔道学園の教授で、全裸系魔法について研究しており、ぜひともキースとソリスを特待生として招きたいという話だった。「進路の候補がまた増えましたね」とマシロにからかわれた。

　やたら綺き麗れいな女の人と一緒に歩いているロジャー。珍しくこざっぱりした格好をしていて、女の人と楽しげに談笑している。そんな二人のうしろを、ゲルニカがはにかみながら歩いていた。

　クオンとトワ。二人仲むつまじく、金魚すくいに挑戦していた。




　……いろいろ大変だったけど、振り返ってみればもの凄すごく楽しい二日間だったと思う。

　当日だけじゃなくて、祭りの準備だとか、子供になってしまったこととかも、なんだかんだで貴重な経験だった。

　どんなに楽しい祭りもいつかは終わってしまう。

　けれど自分は、この物語を決して忘れないだろうとソリスは思う。

　明日からもまた無限に続く未来への糧とするために、これまでの日々を胸に刻みつけておこうと思う。

　これからもきっと、何度も迷うことがあるだろう。

　自分の下した決断を後悔することもあるだろう。

　どうにもならない現実に打ちのめされることもあるだろう。

　それでも──マシロやみんなと過ごすかけがえのない日々の物語がこの胸にある限り、自分は何度だって立ち上がれると思う。

　さながらアンデッドのように。

　何度倒れても起きあがり、未来に向かって歩いて行けるのだと思う。




　愛と笑顔ラブコメデイに手を伸ばす戦いの日々は無限に続き、決して終わることはない。




　だから祈る────明日もまた、幸せな一日でありますように。


（完）










あとがき∞







　最後の最後でこんなことを言うのは非常にアレなのですが、１巻のあとがきで「サービスシーンをたくさん盛り込むためにヒロインを常に全裸にしてみたらどうだろうと考えた」と書きましたがあれは冗談です。

「ヒロインが常に全裸」というフレーズはあとがきを書いている途中で思いついたもので、実は１巻執筆当時はそんなこと考えてもいませんでした。

　しかしそんな冗談から出てきた「全裸」というキーワードに凄い勢いで引っ張られ、２巻、３巻と巻を追うごとにどんどん全裸率が高くなっていき、４巻ではついに千人以上が全裸、５巻では全すべての挿絵が全裸というライトノベル史上有り得ない事態になりました。

∞に至ってはもうなんというか、ひどいことに。

　シリーズ開始前に担当さんから「メインヒロインが骨だから、そのぶんサブヒロインのサービスシーンを多めに」と言われたのは事実で、確かに１巻からサービスシーンはそれなりに多かったのですが、いつの間にかこのシリーズにおける全裸とは、サービスではなくそれ自体が一つの独立した目的となっていたのです。

　まるでこの物語自身が『オレはもっと脱ぎたいんだ！』と叫んでいるかのようでした。




息子「オレは自分の可能性を試したいんだ！」

父「それなら好きにするといい。だが、人と違う生き方はそれなりにしんどいぞ？」




　そんなどこかで聞いたような会話が僕と『ねくろま。』の間で交わされ、このシリーズは異常なほどの全裸率を誇る漢おとこに成長しました。お前可能性を試す方向を間違えてるよ！

　息子が変態になってしまって僕は親として非常に複雑な気持ちですが、こんな変態息子を愛してくださる人が大勢いたことは何よりの喜びです。

　親元を離れ立派になった息子を僕は生温かく見守ろうと思います。

　……まあ、無理矢理こじつけるなら、『全裸』というのは『生まれたままの姿』──つまり『生』の象徴でもあるわけで、ヒロインがガイコツというこの物語において『生』と『死』のコントラストをより明確にしてくれたのではないかな、とも思います。

　そんな感じで『ねくろま∞。』および『ねくろま。』シリーズでした。

　イラストのじろうさんおよび担当さんに校正さん、その他ほかこの作品に関わっていただいた全ての方々と、これまで応援してくださった読者の皆さんに、心からのありがとうを。

　また次の作品でお会いできたら幸いです。


二〇〇九年四月一日




平ひら坂さか読よみ










おまけ







　……ところで実は今回もあとがきのページが少し余っているので、最後にキャラクターの解説というか裏話でもしようと思います。５巻のようなネタではなくて、今度は本当にメインキャラのお話です。

（※作者が物語の外であれこれ言うのはイヤだという方はそのまま本を閉じてください）







【ソリス・アレクサンドロ】

　主人公です。『怖いものが苦手な完かん璧ぺき超人』というキャラを思いつき、これを主人公にしたら面白いんじゃないかというのがこのシリーズの始まりでした。最後まで書き終えて、『ねくろま。』という物語はやっぱりソリスの物語だったんだなあと思います。挫ざ折せつし、苦悩し、そして立ち上がり、また迷い、這はい蹲つくばり、それでも立ち上がる、その繰り返しでしたし、これからもそうやって生きていくのだと思います。きっと現実の僕たちと同じように。かっこいいところも駄目なところもひっくるめて、自分の書いてきた物語の中で最も主人公らしい主人公だったと思います。




【マシロ・アナスタシア】

『メインヒロインがガイコツ』という、インパクトだけは強いけどラブコメとしては非常にやりづらい設定が足を引っ張り、存分に活躍できる場面がやや少なく、物語的にはソリスという主人公の付属物という意味合いが強かったような気がします。そんな彼女ですが、この∞でようやく本当の意味で『メインヒロイン』になることができたと思います。やっぱりヒロインに肉体は必要ですよね！




【シェンファ・パラケルスス】

　彼女の余命が幾ばくもないという重い設定をいつ明らかにするか、かなり悩みました。当初は２巻の段階で早々に明かしてしまおうと思っていたのですが、ドタバタラブコメに暗い影を落とすことを避さけるため後半になりました。




【メイ・フラメル】

　実は企画段階ではソリスの幼なじみとして考えていたキャラです（マシロは幼なじみではなくソリスを慕ってくる謎なぞのガイコツという設定でした）。ガイコツであるマシロの最大のライバルとなる、ナイスバディな可愛かわいい女の子。結局幼なじみという設定をマシロの方にもっていかれ、複数いるサブヒロインの一人になってしまったわけですが、６巻では作者の想像すら超える活躍をしてくれました。明るくて活動的なので話を動かすのにも重宝しましたし、幼なじみという設定がなくても立派に存在感を発揮した影の主役です。




【キャロル・カリオストロ】

　アンデッドを怖がる情けないソリスではない、完かん璧ぺき超人ソリスの引き立て役として設定されたキャラです。性格もオーソドックスないわゆるツンデレお嬢様。しかし彼女もメイ同様、作者の支配を超えて自分の意志で物語に絡んでくれました。彼女なら、いつか本当にマシロやメイを破ってソリスをゲットしてしまうんじゃないかと思っています。




【ヒカリ・ヒストリカ】

　メイが『死霊術師』というダークなクラスにもかかわらず明るくて前向きな娘なので、もう一人死霊術師らしいキャラをということで登場した娘です。正直、一番動かしにくかったキャラでした……。∞ではあまり活躍できませんでしたが、魔法の才能ならメイよりも上ですし、結構しぶといところもあるので、これからもメイやキャロルを出し抜いて虎こ視し眈たん々たんとソリスを狙うのだと思います。




【アイザック・ラムサス】

　いわゆる主人公の友達ポジションです。他ほかのキャラがみんなやたらと喋しやべる上に積極的なので日常パートではあまり目立てなかったのが残念ですが、そのぶん戦闘では活躍しましたし∞では変態紳士として生まれ変わったのでまあよしとしましょう。




【ゲルニカ・バーンフィールド】

　毒舌幼女。もともと他の作品の主人公として考えていたので、実はシリーズ中で一番古くからいたキャラだったりします。お気に入りなのでまた別の作品でも登場させたいところです。今度は駄目なおっさんではなく主人公を慕う美少女として。




【ロジャー・アランカル】

　駄目なおっさん。実は１巻を書いた時点では、結構シブい感じの男をイメージしていたのですが、イラストが本当に普通の駄目なおっさんになっていて、これはこれでアリだと思ってそのまま採用しました。なにやらゲルニカに裸で迫られたり作中でただ一人シェンファに勝ったり美人の奥さんをゲットしたりと超勝ち組になりましたが、もしもシブいおっさんだったら無難に活躍して適当に退場していたと思います。僕はひねくれ者なので。




【シズ】

　僕の前作『ソラにウサギがのぼるころ』にも登場していた（世界観の繫がりはなく、スターシステムというやつです）のでそちらも読んでいた方は容姿のギャップに戸惑われたかもしれませんが、大事な人のために尽くすという基本的な性格は変わっていません。




【クオン・エターニア】

　登場させるタイミングを迷っていたキャラ。一巻から学院の生徒としてソリスたちに絡むという案もありましたが、大きな物語が動く前にまずはラブコメに注力しようということでこういう扱いに。彼女も幸せになることは最初から決めていました。




【トワ・エターニア】

　魔王です。一介の学生であるソリスの物語に出すには大物すぎるので、登場させるかさせないか結構迷いました。悪人を出さないというのは企画した当初から決めていたので、この人も普通にいい人に。




　というわけで蛇足ながらキャラクター解説でした。

　それでは今度こそ本当にさようなら。また会えることを祈っています。平ひら坂さか読よみでした。
















　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　死体が好きです。でも全裸の美少女の方がもっと好きです！




　イラストレーター

　じろう

　　１９８３年12月北海道生まれ、静岡県在住。普通の社会人やりながら絵描いてます。まともに仕事いただいたのは今シリーズがはじめてなので、大分緊張気味。

　　公式ＨＰ「Chekoro」

　　http://chekoro.sakura.ne.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／じろう
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